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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　男は自分の能のう力りよくに絶ぜつ大だいなる自信を持っていた。

　このビルに辿たどり着くまで、幾いく人にんもの人たちとすれ違ちがったが、誰だれも男を気に留とめる者はいなかった。チェックが厳げん重じゆうであるはずの上じよう層そうフロアへの侵しん入にゆうさえも、何も問題はない。守しゆ衛えいが厳いかつい顔で構かまえてはいたが、男に声をかけることもなく素す通どおりさせた。だがそれを責せめるのは酷こくというものだ。守衛には何も落ち度はない。

　監かん視しカメラの向こうにいる者たちも、男の侵入には気がついていない。ただ映像ディスクのみが、男の姿すがたを淡たん々たんと記録している。

　男に気づく者はいない。どんなにはっきりとその目に映うつっていても、見ている者がそれを意い識しきしていなければ、見えていないのと同じことだ。「ルピンの壺つぼ」や「婦ふ人じんと老ろう婆ば」の騙だまし絵のように、目に見えていても意識しなければそれとはわからない、そういう存そん在ざい──。そういう能力──。

　つまり相手の認にん識しきを狂くるわせる能力。相手の意識に直ちよく接せつ働きかけるテレパス能力の一種と考えていい。ただそれだけのことだが、その力の及およぶところは無む限げん大だい。その気になればアメリカ大だい統とう領りようでさえ、警けい備びの隙すきを突ついて暗殺することが出来るだろう。

　男は自分の能力に絶大な自信を持っている。




　軟なん禁きんしていた女が逃にげ出したと連れん絡らくを受けたのは、つい先ほどのことだ。

「切られたとはいえ、最後に逃げ込こむ場所はあそこしかない。ちょっと釘くぎを刺さしてくるだけさ」

　かつての仲間にそう告げて、このビルまで出向いてきた。組そ織しきの会長がここの最上階フロアにいる。組織に正式な名前はない。この組織にかかわる者にとって、ただ「組織」といえば、何のことか話が通じるからだ。

　だが別に会長と話し合いをするつもりはない。男のやり方は十分に理り解かいしているはずだからだ。右みぎ腕うでまで失いたくはないだろう。従したがわなければ容よう赦しやはしない。

「女には協力するな」

　こちらの意思を示しめして、それを受け入れるのかどうかだけ確たしかめればいい。男はそうやって今まで生きてきた。そしてこれからもそれは変わりはしない。

　ただ、状じよう況きようは少しずつ変わり始めている。今後の行方ゆくえを大きく左右しかねない能力者が表に出てきたからだ。弟もその一人だ。

　弟のような能力者が、まだどれほど世の中に潜ひそんでいるのかはわからない。他ほかにどのような能力を発はつ現げんした者がいるのかもわかっていない。かつての仲間がそのリスト化を進めているが、今のところ判はん明めいしているのは、視力や聴ちよう力りよくなど感覚器官の異い常じよう強化、そして男のようなテレパス能力の発現というこの二系けい統とうだ。

　これらの能力は、ウィルスによる生せい殖しよく細さい胞ぼうの遺い伝でん子し情じよう報ほう書き換かえによって引き起こされたものだ。子し孫そんにまで遺伝するようになったこれらの能力は、人間が新たに獲かく得とくした進化と呼よべる代しろ物ものかもしれない。

　それは人間社会においてどのような変化をもたらすだろうか。まだこの世界に誕たん生じようしたばかりだし、数も少ない。このままひっそりと生存競争の荒あら波なみに淘とう汰たされていくのかもしれないし、革かく命めい的な何かが起きることもあるかもしれない。今後もそれを巡めぐって、様々な思おも惑わくが絡からんでいくことだろう。

　男のスタンスは変わらなくても、いずれ周りの者は否いや応おうなく変わらざるを得なくなる。そのときに弟たちがどのように対応するのか、そしてかつての仲間たちがどのように動くのか、それはまだ未知数だ。

　男にとって大切なのは弟だけ。だからこそ、その行く末を見み届とどけなくてはならない。




　男は高層フロアへと続く役員専せん用ようエレベーターに堂々と乗り込んだ。受付の女は、エレベーターの扉とびらが開いたことを不ふ審しんに思うかもしれない。だがそこに誰もいないことを確認して、釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも元の業ぎよう務むに戻もどるはずだ。

　ゆっくりとエレベーターの扉が閉しまる。男は一番上の階を示すボタンを押おした。

　そのときだった。チンという音と共に、男の乗っていたエレベーターの扉が開いた。男はその時点で不審に思わなくてはならなかった。だが、たとえ誰が乗り込んできても、別に構かまいはしないと思い直した。それは油ゆ断だんというのだろうか。

「よお」

　左ひだり眉まゆから目め尻じりにかけて引き攣つれたような大きな傷きず痕あとのある丸まる刈がりの大男が、扉の前で剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを身に纏まといながら不ふ敵てきに笑っていた。男よりは幾いく分ぶん背せが低いが、それでも十分な大男だ。

　声をかけられて、男は初めて異常事じ態たいに気がついた。自分の認識誤ご認にん能力がこの相手には働いていないのか。だが相手の目の焦しよう点てんは合っていなかった。相手は男に気がついたわけではない。独ひとり言を言っているのだろうかと怪け訝げんに思っていると、目の前の相手は胸むねポケットからナイフを取り出した。

　はっとしたときには遅おそかった。突とつ然ぜん男の全身を衝しよう撃げきが襲おそった。下半身から力が抜ぬけていく。

「このエレベーターには重量計が備そなえられているんだ。誰かが乗ったらセンサーが作動するようにな。そして必ず、本当に人が乗っているかチェックすることになっているんだよ。姿が見えなければ、こうして電撃を放つことにしている。何でだかわかるかい？」

　男はその質しつ問もんが自分に向けられたものだと理解するのにしばらく時間を要した。そんなことは今までにありえなかったからだ。

　男は自分の力を過か信しんし過すぎたのだ。存在を認識出来なくても、男を発見する方法はいくらでもあるのだ。来ることがわかっていたなら、対たい策さくを取ることも容た易やすいだろう。

「化け物ってのは、正せい義ぎの味方に退たい治じされるのが相場なんだよ」

　相手はそう呟つぶやくと、デタラメにナイフを繰くり出した。最初の三突つきまでは何とか避よけることが出来たが、電撃のせいで身体からだが思うように動かない。

　四撃目、五撃目が立て続けにブスブスと突き刺さった。だが相手はその手て応ごたえを感じていないだろう。ナイフに血けつ液えきが付着しているのを見て初めて気がつく。

「やっぱりそこにいるんだな」

　相手はニヤリと残ざん虐ぎやくな笑えみを浮かべると、後方に下がった。

　入れ替かわりに警けい備び員の男たちが殺さつ到とうしてきて、エレベーター内部に向かって銃じゆうを構かまえた。いつからこの国はこんな物ぶつ騒そうな連中が、一流企き業ぎようの警備員をするようになったのだろうか。

　男はよろよろとエレベーターの箱から外に出た。そして横の方へと移い動どうしていく。

　だが床ゆかに零こぼれ落ちた血液にまでは、男も意い識しきが回らなかった。

「いたぞっっ」

　警備員の一人が床の染しみを指差して怒ど鳴なると、躊ちゆう躇ちよなくサイレンサー付きの銃を発はつ砲ぽうした。くぐもった音がエレベーターホールに響ひびき渡わたる。遅おくれて他の警備員たちも、何もない空間に発砲した。

　男の身体に次々と銃じゆう弾だんが突き刺さる。

「ぐはっ……」

　男は口から血の泡あわをコポコポと溢あふれさせた。だがその声は誰の耳にも届とどかない。男は血液が飛び散る前に、全身の力を振ふり絞しぼって走った。だが僅わずか数メートルで力尽つきて膝ひざをついた。

「透とおる……」

　男は一言呟つぶやいた。もちろんそれは誰も聞くはずのない台詞せりふだった。だが一人だけそれを耳にした者がいる。

「手を貸かして欲ほしい？」

　目の前に髪かみの長い女が立った。凍こごえるような微ほほ笑えみはいつもと同じ。

「お前は……」

　能のう力りよく発動中の男を認にん識しき出来るのはこの世でたった二人だけ。その姉妹しまいの一人が目の前にいた。

　男が女に手を伸のばすと、女の姿すがたも周囲の者の意識から消えた。
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　鐘かねが鳴った途と端たん、渡り廊ろう下かを通って、数人の生徒がこの食堂に向かって走ってきた。個こ数すう限げん定ていのメニューをゲットするためだろう。

　だが、たった今、四時間目が終わったばかりだというのに、三十個限定のＡランチ定食は、既すでに三つ数が減へっていた。そしてずらりと並ならんだ長テーブルの窓まど際ぎわの端はしに、男子生徒と女子生徒が空になった食器の前でくつろいでいた。その横の席には、手をつけていないＡランチ定食が一つ置かれている。

　走ってきた生徒たちは二人に目を留とめて、呆あきれたような表ひよう情じようを見せた。またサボったんだなとその目が言っている。

　椅い子すに深くもたれかかっていた男子生徒は、お茶を啜すすると大きく息を吐はいた。呆ぼけているように見えても、見る者が見ればこの生徒が只ただ者ものではないことが知れるだろう。膝ひざ下したまでのハーフパンツに黒のＴシャツ姿というラフな格かつ好こうでは、細身だが引き締しまった肉体と何気に鋭するどい眼がん光こうは隠かくせない。

「平和だな……」

「……ほんとね」

　男子生徒の呟く声に、窓の外を気の抜ぬけた顔で眺ながめていた女子生徒が、これまた気の抜けた声で答えた。色しき素その薄うすい栗くり色いろの柔やわらかな髪が、窓から入ってきたそよ風に僅かに揺ゆられている。だが、丈たけの短いキュロットに半そでのトレーナーから伸のびる手足は、だらけているように見えても、獰どう猛もうな猫ねこ科かの猛もう獣じゆうを思わせるしなやかさが感じられるだろう。




　生徒が集まり出してガヤガヤと食堂は騒さわがしくなってくる。制せい服ふくを着てくる決まりがない学校なので、みな思い思いの好きな格好をしている。入学当初は新一年生がしばらく制服を着てくるのだが、ゴールデンウィークを過すぎる頃ころになると、それもほとんどいなくなる。

　窓の外を見ていた響ひびきは、何かを聞きつけたのか、急に入り口を振り返った。

「薫かおるー、こっちこっちー」

　入り口付近で、涼すずしげな薄黄色のワンピースを着た愛らしい感じの少女が、二人に気づいて嬉うれしそうに駆かけ寄よってきた。両りよう肩かたの上でお下げがぴこぴこと揺れている。だが少女はテーブルに並べられた空の食器を目にすると、頰ほおを膨ふくらませてちょっとだけ目を吊つり上げた。それでもその愛あい嬌きようある目尻は随ずい分ぶんと垂たれ下がっている。

「透とおるさんも響ちゃんもまた授じゆ業ぎようサボったんでしょ。そんなんじゃ進級出来なくなるよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。今度はちゃんと単位数えてサボってるから」

　響はぱたぱたと薫の目の前で手を振りながら笑った。響は年度末の進級は本当に危あぶなくて、春休みに補ほ習しゆうを受けさせられていたくらいだが、反省している素そ振ぶりは全く見られない。

「そういう問題じゃないと思うんだけど」

　薫は呆れたように透に同意を求めたが、その透も同じく授業をサボっている。薫は諦あきらめたように首を左右に振ふるだけだった。

　透は三ヶ月前の騒そう動どうを思い出した。あのときのことを思えば教きよう師しの説教など大した苦ではない。誰もいない学校食堂でのまどろみの方がよほど大事だった。もし奴やつらが再ふたたび仕し掛かけてきたなら、この緩ゆるやかな日にち常じようなど、セピア色した感かん傷しようのように儚はかない夢ゆめと消えてしまうだろう。

「薫の分も買っておいたよ」

　そう言って響は、Ａランチのトレイを薫に渡わたした。

「あ、ありがと」

　ちくわの天ぷらと野菜の搔かき揚あげが、でんと皿に盛もりつけられている。薫は受け取ったトレイをテーブルに置くと、箸はしで天ぷらの一部を切り取って、窓の外に持っていった。そして上空に向かって手を振ると席に戻もどってきた。薫が窓から離はなれると同時に、大型のカラスが天ぷらの切れ端はしを攫さらっていった。

　透は咄とつ嗟さに目を凝こらすと、天てん井じようを通り越こして視し界かいが空に抜けた。抜けるような青空に一いつ瞬しゆん目を細める。見事な五月さつき晴ばれだった。カラスは電柱の上で、ちくわの天ぷらを飲み込もうと必死に口を開いて上を向いている。

「桃ももの護ご衛えい？」

　響がテーブルに頰ほお杖づえを突つきながら聞いた。

「うん。毎日ついてきてくれるの」

　桃とは、驚おどろくほど知力が高く、しかも人間の言葉を理り解かいする不細工なデブ猫のことだ。それだけでも異い常じようなのに、他の動物を操あやつるようなことまで出来る。数ヶ月前の騒動では、その能力のお陰かげで随分と助けられたこともあるし、多大なる迷めい惑わくも被こうむった。

　騒動の原げん因いんとなった組そ織しきの奴らは、もう透たちに手出しはしてこないと思うが、万一のことを考えて、今も桃に薫の護衛を勤つとめさせていた。薫が学校に行っている間は、こうしてカラスや他の小動物などに、密ひそかに見み張はらせているのだろう。

「もう護衛は必要ないんじゃないの？　あれから誰も襲おそってくる奴はいないし、学校生活は平和そのもの。仕事だって順調だしね」

「ちょっと待て。仕事は順調？」

　透の鋭い突つっ込みに、響がしまったという顔で慌あわてて口を噤つぐむと、露ろ骨こつにうんざりとした様子で肩を竦すくめた。

「お前な、いい加か減げんに約束の二百万、払はらえよな。いつまで待ってると思ってんだ。この前の違い法ほう商品の輸ゆ入にゆう情じよう報ほうは結けつ構こう美お味いしい値ねがついてたはずだぞ」

「あー、うるっさいわね、この守しゆ銭せん奴どっ。後こう輩はいのくせに態たい度どがでかいわよ」

「借金に先輩も後輩もあるかよ。弱み握にぎってる奴いっぱいいるんだろうが。お前が払いたくないってんなら、そいつらにローン組ませてでも払えよ」

「あんた、鬼おにね」

「だから、お前が言うなって」

　急に口ゲンカを始めた二人だが、薫はもう慣なれっことでもいうように、黙もく々もくとＡランチを平らげている。見た目の儚げな様子と違ちがって、なかなかに食いっぷりはいい。

「お前さあ、俺おれに払えない理由でもあるのか？」

「そんなもん無いわよ。払いたくない理由なら山ほどあるけどね」

　響は唇くちびるの片かた端はしを持ち上げて、皮肉気に表情を歪ゆがめた。その挑ちよう戦せん的な態度が憎にくたらしい。

「今はちょっと入り用なの。だからもうしばらく待ってよ」

「なんだよ、その入り用ってのは」

「あんたには関係ない話よ」

「関係ないって……いや、だからさ、俺に借金してんだろ？」

　響が支し離り滅めつ裂れつなのはいつものことだが、それにつき合わされる方はたまったものではない。道理の通らない相手と話していると、頭が痛いたくなってくるのはなぜだろう。

「あー、もうっ、あんた、お金以外に興きよう味みないの？」

「ないね」

　透は迷まよわず即そく答とうした。

「だから早く払え」

　今度は透が皮肉気に顔を歪める番だった。ふふんと鼻で笑うと、それが響にとってはよほど癇かんに障さわる表情だったのだろう。

「あー、ムカツクっっ!!」

　そう言って響は席を立つと、そのままぷいっと背せを向けて食堂を出て行った。肩を怒いからせながら歩くその姿すがたに、すれ違う生徒たちは何事かと振り返って響を見送っている。

　透はやれやれとばかりに息を吐はき出してパイプ椅い子すに深くもたれた。頰に薫の視線を感じる。

「疲つかれるね」

　はははと乾かわいた笑いを織おり交ぜて、場を取り繕つくろうように言った。

「響ちゃん、きっと何か理由があるはずなんです。もうちょっと待ってあげて下さい」

「うーん、薫ちゃんがそう言うなら仕方ないかな」

　薫に頼たのまれるとなぜか嫌いやと言えなくなる。逆ぎやくに言えば、響が相手だと素す直なおに「はい」と言えないのはなぜだろう。
















「でも透さん、本当にお金以外に興味はないんですか？」

　冗じよう談だんめかしながら薫が聞いた。だが口調のわりに目が真しん剣けんだった。

「……それって寂さびしくないですか？」

　透が口くち籠ごもっていると、薫が続けて聞いてきた。

「寂しい？」

　つい聞き返してしまう。寂しいという感情がどんなものだったのか透はもう忘わすれてしまった。全すべてを切り捨すてて施し設せつを脱だつ走そうしたあの日に、透は一人で生きていくと決めたのだ。だけど今ならその気持ちも少しだけわかるような気がする。

「興味って執しゆう着ちやくすることと同じだと思うんです。わたしは響ちゃんや透さん、桃ちゃんに両親にクラスの友達とか、大切な人はいっぱいいるし、将しよう来らいやりたいことも、なりたいものもいっぱいありますよ。透さんはそういうのないですか？」

「そりゃ、薫ちゃんのことは大切に思ってるけどさ。でも他ほかには、なんかあったかな」

　言われてみれば、透の人生において、取り立ててこだわりのあるものはないような気がする。パソコン関係は趣しゆ味みと言ってもいいものだが、それだって自分にとって絶ぜつ対たいに必要なものとは言えない。最近は料理に凝こっているが、これもブームのようなもので、いずれは飽あきがくるはずだ。響との共同生活という今の状じよう態たいを気に入っているとはいえ、何をおいても守り通さなければならないものとも思っていない。

　今まで日々を生きていくことだけで必死だったのだ。別に目的があって生きていたわけではない。生きていくのに目的なんて別に必要ない。生き抜ぬくこと、それが既すでに目的だったからだ。

　この感覚は薫には理解出来ないかもしれない。でもそれがわからないというのは、とても幸せなことなのだ。

「響ちゃんも素直じゃないけど、きっと透さんのことを大切に思ってますよ」

「どうだかな」

　透は肩かたを竦めた。つい苦く笑しようが漏もれる。

「それに、あんな言い合いが出来るのは、ちょっとだけ羨うらやましいです。どうでもいい相手なら、あそこまで怒おこったりしないですから」

「そんなもんかな」

　透が首を傾かしげると、薫はくすりと笑った。

　薫と笑い合っていると、向かいの席に誰だれかがトレイを置いた。

「振ふられたみたいだな」

　頭上の声に透が顔を上げると、クラスメイトの椎しい名な総そう一いち郎ろうがおかしそうに笑えみを浮うかべて立っていた。だが人ひと懐なつっこい笑みなので、ニヤニヤと笑われても嫌いやな感じはしない。

　カーキ色のカーゴパンツにタンクトップ姿で、いい色に日焼けしている。身長は透より僅わずかに高いくらいだが、がっしりとした体たい格かくで厚あつい筋きん肉にくで覆おおわれている。

「ここ空いたんだろ」

　総一郎は透の返事も聞かずに席に座すわった。これから昼飯を食べるというのに、ガムを嚙かんでいる変な奴やつだ。ミントの香かおりが漂ただよっている。長めの茶ちや髪ぱつは脱だつ色しよくし過すぎて金色に近い。

「あれはお前の方が悪いな。借金取りは嫌きらわれる。すぐ謝あやまった方がいいぜ」

「なんだよ、お前聞いてたのか。油ゆ断だんも隙すきもあったもんじゃないな」

　目の前の男子生徒、一年のときも同じクラスで、今もわりと教室の中では親しい方だ。頭の悪そうな軽い外見からはあまりそうは見えないが、情報屋顔負けの事情通でもあり、透も半年前の騒そう動どう時じには響の電話番号を調べてもらったことがある。

「なんかやばそうなことに首突つっ込んでるみたいだけど、もし困こまったことがあったら力になるぜ。安くはないけどな」

「機会があったら」

　透は気のない返事で頷うなずいた。

　響は教室の自分の席に座って頰ほお杖づえを突いている。発散しているピリピリとしたムードに、誰も響に話しかける者はいない。

「それより、隣となりの新入生、誰なんだよ。紹しよう介かいしろよ」

　透は薫と顔を見合わせて、どう答えたものかと思案した。

「ただの友達ってわけでもないんだろ」

　意味深な台詞せりふに、一いつ瞬しゆん透の目が細められる。総一郎はどこまで知っているのか、ふとそんな疑ぎ問もんが頭をよぎった。

「んー、まぁ妹みたいなもんだ」

「えー、わたし、透さんの妹なんですか？」

　なぜか薫は不満そうに膨ふくれた。可愛かわいらしい仕草に、思わずその頰を突いてやりたくなる。

「幼おさななじみなんだ。再さい会かいしたのはつい最近だけどな」

　噓うそは言っていない。だがお互たがい、幼い頃ころに出会っていた記き憶おくはほとんどない。ましてや薫は、その頃ころはまだ生まれたばかりの赤ん坊ぼうだったはずだ。

「へー、そりゃまたウソ臭くさい話だな」

「そう、ウソなんだよ」

　笑いながら透は立ち上がった。遅おくれて薫も立ち上がる。トレイを返へん却きやく口に戻もどすと渡わたり廊ろう下かを渡って校こう舎しやに戻った。薫は透に手を振って自分の教室に戻って行った。

「可愛いなあ。彼氏いるのかな。男いないんなら俺に紹介してくれよ」

　追いついてきた総一郎が、薫を見送りながら鼻の下を伸のばしている。

「今度聞いとくよ」

「だけど、なんか納なつ得とくいかねえ。何であんな可愛い子がお前なんかと……。でもまあ、水みな瀬せ先せん輩ぱいとつき合ってるくらいだし、お前ってもしかして凄すごい奴なのか？」

「そんな噂うわさが流れてんのか？」

　透は目を見開いて驚おどろいた。だが、そんな噂が立つのも仕方がないといえば仕方ない。毎朝一緒に電車で登校してきて、しょっちゅう一緒に授じゆ業ぎようをサボっていれば、誰の目にもそう映うつるだろう。実はつき合ってるどころか半はん同どう棲せい状じよう態たいだと知ったら、総一郎はどう反はん応のうするだろうか。
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　足元から長い長い影かげが伸びていた。ゆらゆらと揺ゆれているのは、背せ中なかまである髪が風で巻まかれているからだ。夕焼けに染そまった西の空は、なぜか懐なつかしい気持ちを引き起こす。ふと、薫や透は今頃何をしているかなと気になった。

　特別快かい速そくが停車するこの立たち川かわ駅北口は、再開発が進んで以前の面おも影かげはまるでなくなっている。懐かしいような気もするし、どこかよそよそしさも感じさせる微び妙みような風景となっていた。

　駅前から歩いてしばらく行くと、腰こしくらいの高さで灰はい色いろの塀へいに囲まれた古い建物があった。門柱には、「あすなろ園」と彫ほり込まれたプレートがかかっている。二年前まで響がいた児じ童どう養よう護ご施し設せつだった。いつ来ても、ここだけはその頃と何も変わっていないように見える。

　かなり古い建物で、噂では年号が昭和になる前に建てられたものだと聞いたことがある。外観は西洋風の建けん築ちく様式で、かつては教会として使用されていたこともあって由ゆい緒しよ正しい気配に包まれているが、中に入ると壁かべのひび割われや雨漏りなど、そこら中で傷いたみの激はげしさを目にすることが出来るはずだ。

　響は建物を見上げた。濃こい紫むらさき色いろに変わり始めた空の色と相まって、そのシルエットは幻げん想そう的な佇たたずまいだった。

　ふと足元に何かが当たった。弾はずむ音からすると野球の軟なん球きゆうだろうか。見下ろすと、案の定白いボールが転がっていた。響はそれを拾い上げると、門の中に目を向けた。

「ねえ、ここで何してるの？」

　門のすぐ内側で、半袖半ズボン姿の小さな男の子が不ふ審しんそうに響を見上げていた。小学校高学年くらいだろうか。響の知らない顔だった。新入りなのかもしれない。

「お姉さん、変へん質しつ者しや？」

　そのストレートな物言いに、響は思わず苦く笑しようを漏もらした。今の子こ供どもたちは知らない人を見たら、変質者と思えと教えられているのだろう。それはある意味で正しい。

「亮りよう輔すけ」

　か細い声が離はなれたところから届とどいた。玄げん関かんにこれまた見知らぬ少女が立っており、心配そうに様子を窺うかがっている。少女の胸むねには、首から下げた小さなクロスが揺れていた。

「はい」

　響は敷しき地ちの中に入って、亮輔と呼よばれた男の子にボールを手渡した。

「ありがとー」

　亮輔は嬉うれしそうに笑った。

「亮輔くん、最近ここに入ったの？」

「うん、姉ちゃんと一緒に今年の一月からここにいるよ」

　亮輔は玄関にいる少女を指差して元気よく頷いた。

「そう」

　響はにっこりと亮輔に微ほほ笑えむと玄関に向かった。亮輔はその後をついてくる。

「こんにちはっ」

「こ、こんにちは」

　少女はどこかおどおどした様子で、響から目を逸そらしたまま返事をした。年ねん齢れいは響と同じか少し年下に見える。通つう常じようなら高校を卒業するとこの養護施設を卒園となるので、高三の響より年上ということはない。

　施設にとけ込めない子供は、ときどきいた。集しゆう団だん生活に慣なれない気弱な子供。そういう子供は弱肉強食のルールが支し配はいするこの世界では、格かつ好こうの餌え食じきとなるのは言うまでもない。逆ぎやくに個こ性せいの強過すぎる子供も、その閉とじた輪の中からはみ出してしまうことがある。響がまさにそうした子供だった。だがいずれ時間が何とかしてくれる。きっかけは些さ細さいなものだ。

「あー、響だー」

「えー、マジー？」

　通路の奥おくから亮輔と同じくらいの年とし恰かつ好こうをした少年二人が、ドタドタと駆かけ寄よってきた。この施設の最悪のイタズラコンビ、雅まさ人とと裕ひろ明あきだ。

「こらっ、響お姉さんでしょっ」

「響っ、今日も俺たちと勝負だっっ!!」

　響が呼び捨すてを怒おこっても、少年たちは一向に気にしない。それどころか、ますます嬉しそうに飛びかかってくる。

「まだまだ甘あまーいっっ」

　響は二人の飛び蹴げりを難なんなくかわすと、着地した瞬しゆん間かんを狙ねらって二人の足を払はらった。見事にすっ転んだ雅人と裕明は悔くやしそうに腰をさすっている。

「やっぱ、つええっっ」

「当たり前でしょー」

「いつか勝ってやるからなっっ」

「はいはい」

　苦笑しながら響は二人の手を引っ張ぱって助け起こした。だが起き上がった途と端たん、雅人の手が響の胸むねにするすると伸のびてきた。あっと思ったときには、その手が響の胸の上でぐにぐにと動いていた。呆あつ気けに取られて響も一瞬動きが固まった。その隙すきに雅人は一目散に逃にげ出した。

「やーい、貧ひん乳にゆう、貧乳ー」

「なんですってっっ」

　我われに返った響は、近くで一緒になって囃はやし立てていた裕明の首根っこを捕とらえた。

「うわー放せよ、貧乳響」

「うるさいっっ」

　響は拳こぶしを握にぎり締しめると、問答無用で裕明の頭とう頂ちよう部ぶを殴なぐりつけた。

「うわっ、響、てめー。グーで殴ったなっっ」

「あんたらは特別なのよっっ」

　ぎゃあぎゃあと大おお騒さわぎしながら暴あばれていると、背中から女の人の声がかかった。

「あらっ、響ちゃんじゃない。久ひさし振ぶりね」

「あっ、寿す美み子こ姉さん、こんにちは」

　騒ぎを聞きつけた藤ふじ枝えだ寿美子養護指し導どう員いんが、通路で雅人を殴りつけていた響のもとにやってきた。お姉さんとは言うものの、寿美子は既すでに四十代の女性だ。この施設では女性の職しよく員いんはみんなお姉さんと呼ばれていたし、男性の職員はお兄さんと呼ばれることになっている。五十代の職員だろうと、二十代の職員だろうとそれは変わらない。

「前に来てくれたのは……お葬そう式しきのときだったかしら」

　園長が亡くなったのは春休みのことだ。葬そう儀ぎが執とり行われたのは、春先の寒さが身に凍しみる冷たい雨の中だった。
















　かつて響に優やさしく、そして厳きびしく接せつしてくれた最初の人間。施し設せつの園長をしていた彼女は、当時既に還かん暦れきを迎むかえていたはずだ。それでも立りつ派ぱに施設の園長を務つとめ、闇やみの中に彷徨さまよい込こんだ子供たちを導みちびく役目を果たしていた。響にとって母親のような存そん在ざいでもあった。




　寿美子は職員室の応おう接せつ間まに響を通すと、新しく園長になった本もと原はら指導員を呼びに行った。

「水みな瀬せさん、いらっしゃい。ごめんね、呼び出したりして」

「ううん。どうせ暇ひまだったし」

　いつの間にか頭に白いものが混まじるようになった男性職員が、もっさりとした動作で向かいの椅い子すに座すわった。響が子供の頃は、なかなかに渋い味を出した格好いい男性だったのだが、今ではもう見る影かげはなくなっている。

「この前の寄き付ふは本当にありがとう。子供たちの進学費用に充あてさせてもらったよ。私立の一いつ貫かん校こうのカリキュラムで勉強したいという子がいてね。とても喜んでいたよ」

「そう。それは良かった」

「園長があんなことになって、水瀬さんも元気ないんじゃないかって心配してたんだよ」

　わたしは百歳さいまで健康に生きるのよと、嬉しそうに豪ごう語ごしていた園長は、あんなに元気だったのに交通事じ故こで呆気なく逝いってしまった。

「はい、ミルクココア」

　戻もどってきた寿美子が大きなマグカップを机つくえに置いた。ほのかに湯気がたなびいている。

「好きだったでしょ、響ちゃん、これ」

「ええ、まあ」

「前の園長がいつ響ちゃんが遊びに来てもいいようにって、いつも買い置いていたの。それがまだ残ってたからね」

　つい笑みがこぼれた。一緒に涙なみだまで溢あふれそうになる。響は慌あわてて目を閉とじて一口啜すすった。

「その前園長のことなんだけど、水瀬さん、生前に彼女から何か聞いてなかったかい？」

「何かって？」

　今日呼び出された本題はそれだろうと響は思った。

「なんでもいいんだけど、自分のこととか、このあすなろ園のことについては？」

「いつも雑ざつ談だんしかしなかったし、特に変わったことは何も……。何かあったの？」

「いや、大したことじゃないんだけどね、ちょっと変な噂うわさを聞いたものだから」

「噂？」

「実は市からの助成金で、使し途と不明な金きん額がくが口こう座ざから数回引き出されていたんだよ。不ふ審しんに思って少し調べていたら、ちょうど冬頃ごろに園長が怪あやしそうな男に封ふう筒とうを渡わたしているところを見たという話を耳にしてね。もしかしてと思ったんだ」

「まさかっ、あの園長がそんなことするとは思えないよっ」

　思わず何を言ってるんだと、咎とがめるような口調になっていた。響の声に険けん悪あくなものが混まじる。

「うん、それはわかってるんだけど、ちょっと金額が大きかったからね。いや、何も聞いてないならいいんだ。もう過すぎたことだし。気になったから一応君にも聞いてみただけだから気にしないで。僕ぼくも忘わすれることにするよ」

　本原は早口にそう言って、そこで話を打ち切った。全然忘れるつもりでないのは見え見えだったが、響もそれ以上は口にしなかった。あの園長に限かぎってそんなことはありえない。

「晩ばん御ご飯はん食べていくかい。ちょうど時間のようだし」

　食堂室から賑にぎやかな声が聞こえてきた。だが今週は透が食事当番だったことを思い出した。

「ううん。ウチで食べるから」

　透はなぜか最近料理に凝こっているようで、響が作るよりも遥はるかに手の込んだものを調理している。外で食べてきたと知ったら、へそを曲げるに違ちがいない。

　帰り際ぎわ、食堂室の前を通りかかると、あの少女がポツンと一人でテーブルに座って食べていた。なんだか懐なつかしいものでも見ているようで、胸の辺りがもやもやとした気持ちになる。

「あの子、いつもひとりなの？」

「ああ、川かわ内うち純じゆん菜なちゃんね。そうなのよー。どうしても入って行けないみたい。一人でいるのが好きってわけじゃないんだけど……、弟の亮輔くんの方はすぐに馴な染じんだんだけどね」

　寿美子は困こまったわねというふうに腕うでを組んでいる。響は食堂に入って行くと、雅人と裕明の頭をポカリと殴なぐりつけてから、純菜の前に座った。

「……あ、あの……何か？」

　純菜は怯おびえたように言うと、すぐに目を伏ふせた。

「それ、綺き麗れいなクロスね」

「えっ？　あっ、はい。母がくれたんです」

　響が純菜の胸むな元もとを指差して言うと、純菜はそれを持ち上げて響に見せた。ロザリオの中央部分に大きな青い石がはめ込まれている。色が薄うすいのでサファイアのイミテーションだろう。

「あのね、余よ計けいなお世話だと思うんだけどさ……。世の中っていうのは、自分が変わると全然違って見えるんだよ。周りは関係ないの。言いたかったのはそれだけ。じゃあね」

　そう言って席を立つと、響は寿美子のもとに戻った。とけ込めるかどうかはあの子次第だ。あの子自身が変わらないと何も始まらないし、誰だれも助けることは出来ない。あと必要なのは、ちょっとした変わるきっかけ。響にとっての園長の言葉がそうであったように、あの純菜という子にとっての何かが現あらわれればいい。

「だけどあの子……ううん、なんでもない。気にしないで」

　寿美子が何かを言いかけたが、響は敢あえて聞き返さなかった。響はもうここの人間ではないのだ。これ以上部外者が立ち入ってはいけない問題というものもある。

　寿美子と本原に見送られて門を出ると、響は駅に向かって歩き出した。すっかり日は落ちて空は濃こい闇の色になっていた。

　そのときだった。ふと何かの気配を感じた。違い和わ感──という表ひよう現げんが一番しっくりくる何か。振ふり返ると、何かが違っていた。あすなろ園を包む空気と言えばいいだろうか。仕事のときによく感じる緊きん張ちよう感。なぜそんなものをこんなところで感じるのか、場違い過ぎて理り解かいが追いつかない。響は耳を澄すまして違和感の正体を探さぐった。生ぬるい粘ねばつくような触しよく手しゆが、響の全身に絡からみつく。ポケットに隠かくし持った小振りのサバイバルナイフに自然と手が伸のびた。

　違い法ほう駐ちゆう車しやの列の中で、その一台に目が留とまった。白のワゴンがエンジンをかけたまま停車していた。車内はスモークに遮さえぎられて見えない。違和感はそのエンジン音ではなく、車内にいる人間の息を吞のむような張はり詰つめた緊張感だった。粘つく感覚は、自分が観察されていることが感じられたからだ。中にいるのは三人。いずれも壮そう齢れいの男だん性せいと思われる。

……つけられていた？

　いつからだろう。響は考えるよりも先に身体からだが動いていた。一気に駆かけ寄よって不審車に近づく。白のワゴンが急発進したのはその直後のことだ。タイヤを軋きしませてぐんぐん加速していく。

　男たちは終始無言だった。それが何を意味しているのかは、考えなくてもわかることだ。

「面おも白しろくなってきたじゃない。ちょうど退たい屈くつしてたのよね」

　不ふ敵てきに笑うと唇くちびるをぺろりと舐なめ回した。殺さつ伐ばつとしているときは平和を望み、退屈なときは刺し激げきを求める。結局のところ、人はないものねだりを続ける不満の多い生き物なのかもしれない。
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　響がマンションの一階玄げん関かんを警けい戒かいしながら入ってきた。ようやく帰ってきたと思ったら、なんだか様子がおかしかった。エレベーターに乗り込む瞬しゆん間かんと降おりる瞬間が一番危あぶないことは、響もちゃんと理解しているので、念には念を入れて周囲の様子を探さぐっている。

　つまり何かがあったということだ。今のところ怪あやしい者は目につかないが、透も外に出られる準じゆん備びをしておいた方がいいかもしれない。使い慣なれたスタンガンと前の騒そう動どう時に柴しば田た里さと美みから貰もらったオートマチック式の拳けん銃じゆうを机つくえの引き出しから取り出した。

　響はこのフロアまで上がってくると、隣となりの部屋ではなく透の部屋の玄関を開けて入ってきた。

「ただいまー」

　警戒していたわりに、響の声の調子は随ずい分ぶんとのんびりしている。透が訝いぶかしがっていると、響は不思議そうに小首を傾かしげた。

「何怖こわい顔してんのよ。あんた、まだ昼間のこと根に持ってるわけ？」

「なんかあったんじゃないのか？　帰りも遅おそいし、今も下で警戒してただろ」

「なあに？　心配してくれたわけ？　大だい丈じよう夫ぶよ。ちょっと気になったことがあっただけ。まあ詳くわしいことはご飯食べながらにするわ」

　透はキッチンの鍋なべから大皿にロールキャベツを盛もりつけると食しよく卓たくに持って行った。湯気とともに芳ほう醇じゆんなトマトソースの香かおりが胃い袋ぶくろを刺激する。ネットでレシピを調べて作ったものだ。結けつ構こう時間はかかったが、出来映ばえには満足している一品だ。

「これは俺おれが今まで作った中でも最大級の傑けつ作さくだ。食べてビビんなよ」

「うわー、あんた、そんなもんまで作ったの？　マメな男ねー」

　響はテーブルに着くと、いただきますも言わずに食べ始めた。

「うん、んまい、んまい。あんはりっはなしゅふになへふわよ」

「食うかしゃべるかどっちかにしろよ」

　呆あきれつつも、美う味まいと言われて嬉うれしくないはずはない。

「で、何があったんだ？」

　あらかた胃袋に収おさめた後、話の続きを促うながした。響は一瞬何のことを言われているのかわからなかったようで、きょとんとした表ひよう情じようのあと、思い出したように話し出した。そのいい加か減げんな様子に、どこか緊張していた自分が馬ば鹿かみたいで、透はやれやれと内心で苦く笑しようした。

「さっきまで昔世話になってたとこに行ってたんだけど、そこで変な奴やつらを見かけたのよ」

「変な奴ら？」

「見かけたっていうより、私のこと観察してたみたい」

　咄とつ嗟さに組そ織しきの連中のことが頭に浮うかんだ。

「しかもおっさんっぽい男が三人。いくら私がモテるって言っても、おじさんはちょっとなあ」

　響はそんなことを真顔で呟つぶやいている。

「そいつらの心当たりは？」

「ちょっとお、少しは突つっ込みなさいよ。せっかくボケたのに」

「で、そいつらの心当たりは？」

　どこまで本気なのか、わからないのはいつものことだ。響の冗じよう談だんにつき合っていると朝になるので、いちいち相手にしない。

「特になし」

　響は憮ぶ然ぜんとしながら言った。

「となると、考えられるのは……あの連中か」

「多分ねー」

　この三ヶ月、何も仕し掛かけてこない今の状じよう態たいの方が、不自然だった。透たちに備そなわっているこの特とく殊しゆ能のう力りよくは、いかようにも悪用が可か能のうで、放っておくのはもったいないと考える者も多い。

「また面めん倒どうなことになりそうだな」

　命を狙ねらわれることはないにしても、危き害がいを加えられる可能性は十分にある。敵だ、味方だ、と様々な思おも惑わくを持った者たちが、再ふたたびよからぬことを考え始めたということかもしれない。

「そういえば、島しま木きお兄様はどうしてるの？」

　響は右手に持った箸はしを振り回しながら、意味ありげに言った。

「お前な、その呼よび方止めろよ。あいつは兄でもなんでもない」

「もう照れちゃって、透くんったらあ」

「あのなあ……」

　島木が霧生きりゆう玲れい子この陣じん営えい、柴田里美の陣営、双そう方ほうに睨にらみを利きかせているから、今こうして透たちが安あん穏のんとしていられるのは紛まぎれもない事実だった。響を観察していた者が、どういった者たちなのかまだ不明だが、もしかしたら何か状じよう況きようが変わったのかもしれない。

「あいつなら、しばらく前に柴田里美の仕事でちょっと離はなれるって言ってた。そろそろ連れん絡らくが入ってもいい頃ころだけど、便りがないのは元気な証しよう拠ことみていいのかな」

「一いち応おうあの女にも探りを入れてみたら？　情じよう報ほう収しゆう集しゆうしておいて損そんはないでしょ」

　響は里美のことが気に入らないのか、自分からは決して連絡を取ろうとはしない。だがそれよりも透は、そのまともな意見に面食らった。

「何よ」

　まじまじと見つめる透に、響が不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「なんかお前の口からまともな意見が出てきたんで、気味が悪くなっただけさ」

「何ですってーって、やっぱりこっちの方がしっくりくるわね」

　響は目め尻じりを吊つり上げて透を睨みつけたが、すぐに何がおかしいのかくすくすと笑い出した。

「何の話だ？」

「あそこに行くと確たしかに元気が出るんだけど、違ちがう元気なのよね。なんだか調子狂くるってたのよ。うん、やっぱり、あんたのバカ面づらの方がしっくりくるわ」

　失礼な言い草だったが、ペースを取り戻もどせてよかったわと、安心したように言う響に、なぜか透は一瞬どきりとさせられた。それは響の顔が、透が今まで見てきたどの表情とも違っているように感じたからだ。わけもなく胸むねの鼓こ動どうが速くなる。




『ちょうどあなたたちに電話しようと思っていたのよ』

　相手は、相変わらず落ち着いた口調の柴田里美だ。雑ざつ音おんが混まじらないところからすると、どこか室内にいるのだろう。里美はいつも忙いそがしそうで、彼女から電話がかかってくるときは受話器の向こうは何かと騒さわがしいことが多い。

「どうしたんです？」

　とりあえず先に里美の用よう件けんを聞くことにした。響はぼうっとテレビの方を向いているが、この会話はもちろんしっかりと聞いているはずだ。

『島木くんから連絡ないかしら？』

「えっ？　そっちも？　俺たちも連絡ないかなと思って電話したんですけど」

　一瞬だけ反はん応のうが消えたように沈ちん黙もくが流れた。つまり想定外ということだろう。

『……変ね。約束の時間はもう過すぎてるのに。彼のことだから、危き険けんはないと思うんだけど、ちょっと心配になったものだから、一応ね』

　会う約束をしていたらしく、約束の時間になっても現あらわれないので透のところに電話しようとしていたところらしい。

　里美と島木は、かつて一いつ緒しよに北陸地方の古ふる和泉いずみ村を脱だつ出しゆつし、エクスプローラーを立ち上げた幼おさななじみ同士だ。どういういきさつがあったのか知らないが、今は島木は独どく立りつして一人で何でも屋をやっている。

「それより響が今日、誰かにつけられたんですけど、里美さん心当たりありませんか？」

『なあに？　また厄やつ介かいごとに巻まき込こまれているの？　それとも私を疑うたがってるのかしら？』

「はい」

　後半は冗じよう談だんめかした言い方だったが、透が明めい快かいに肯こう定ていしたので、里美は少し絶ぜつ句くしている。だが、その反応で里美はシロだなと透は見当をつけた。いつの間にかこちらを向いていた響も同様に思ったのか首を左右に振ふっている。

『島木くんがあなたたちの側そばについているんだから、この世界で彼に逆さからう者はいないわよ。でも……、ちょっと嫌いやなタイミングではあるわね』

　カマをかけられたことは里美も気づいているだろうが、それ以上動どう揺ようした素そ振ぶりは見せない。

『わかったわ。こっちでも少し調べてみる。何かわかったら連絡するわ。じゃあね』

　響をつけたのは里美たちではない。断だん言げんは出来ないが恐おそらく間違いはないだろう。となると、やはり相手はあの組そ織しきの連中だろうか。それとも違う別の何かだろうか。

「薫ちゃんと桃の奴やつにも警けい戒かいするように言っとかないとな」

　再ふたたび何かが大きく動き出したような予感がしていた。それなのにどこか楽しそうに上じよう機き嫌げんな響を見て、透は溜ため息混じりに肩かたを竦すくめた。とばっちりを受けるのはいつも透だった。しかもその尻しり拭ぬぐいまでが透の役目なのだ。世の中が不公平に出来ているのは絶対に間違いない。
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　緊きん張ちよう感の伴ともなう毎日が始まった。聴ちよう力りよくの感度を全開にして注意を払はらうのは久ひさし振りだった。全身の細さい胞ぼうに酸さん素そを豊ほう富ふに含ふくんだ血けつ液えきが行き渡わたるのをリアルに感じる。生きているという感覚は、こんなときに最も強く感じた。

　透はしきりに面めん倒どうごとは嫌いやだとぼやいていたが、若わかいうちからあんまり考え過ぎているとハゲるわよと言ってやったら、お前は気楽でいいなと呆あきれながら言われたものだ。

……そう、私は考えるのをやめたの

　響は自分の本ほん能のうに自信を持っている。頭で判はん断だんするのではない。全身で反応するのだ。その本能が言っている。何かが起こる……と。いや、もう既すでに始まっていると囁ささやくのだ。

　その数日後のことだ。携けい帯たいからの藤枝寿美子の憔しよう悴すいした声が、響の耳をついて離れない。




「ごめんね、響ちゃん。こんなことになっちゃって」

　寿美子は目の下に濃こい隈くまを作って、疲つかれたように椅い子すに深くもたれている。響は寿美子の連絡に驚おどろくと、再びあすなろ園に一人で出向いていた。

「それはいいんだけど、それよりどういうこと？　何でこの施し設せつがなくなっちゃうのよ」

　他の職しよく員いんたちも、あちこちに電話をかけて、子こ供どもの引き取り先を探さがしている。

「この前、響ちゃんが来た次の日のことよ。見るからに堅かた気ぎではなさそうなヤクザ風の男たちが何人か来て、すぐにここを立ち退のいてくれって言い出したの」

「ヤクザ？　なんだってそんな奴らがここに？」

「それが……、ここの土地は俺たちが買い取ったって……」

「どういうこと？」

　ここは民間経けい営えいとはいえ、市から正式な認にん可かを受けた社会福ふく祉し法人格の児じ童どう養よう護ご施設だ。勝手に土地が他人の手に渡るなどありえない話だった。

「それが、建物はそうなんだけど、土地は前の園長の個人資し産さんだったらしいのよ。形の上では、この施設は園長から土地を借りて運営していたことになっていたの」

「じゃあ……」

「前の園長には子供がいなかったから、遺い産さんを相続したのは甥おいっ子らしいんだけど、その甥が問題でね。個こ人じん破は産さん寸すん前ぜんの多重債さい務む者しやだったらしいのよ」

「はああぁ」

　まるで透のような溜ため息が、響の喉のどの奥おくから溢あふれ出てきた。情なさけないような呆れ返るような、そういうやりきれない感かん情じよう。後は説明を聞くまでもなく、予想通りの話だった。

　金に困った甥は、叔お母ばから受け継ついだ遺産を一番高く買い取ってくれるところに売り払はらったそうだ。ここの職員たちには何の相談もなく──。

　この前来たときに、前の園長がお金らしきものを男に渡していたという話が出たが、あれはその甥が金の無心に来ていたのだろう。

　多た摩ま地区の比ひ較かく的大きな商業都市で、駅から歩いて数分というところにある一等地だ。三百坪つぼ近くあるこの土地を買い取ったのは、外がい資し系けいの不動産投機筋すじだった。既に分ぶん割かつしてあらかた転売を完かん了りようしており、施設の立ち退のきを待ってビル建けん築ちくなどの予定が立てられているらしい。

「土地を買い戻もどすことって出来ないの？　市とか都が補ほ助じよしてくれないのかな」

「ちょっと前までならお金はあったんだけど……」

「バラバラに売られてしまったからね。購こう入にゆう者しや全員を相手に交こう渉しようしていたのでは時間がかかり過ぎるんだ。もう少し時間があれば……」

　いつの間にか本原がしかめ面つらをしながら隣となりに立っていた。

「だけど、まだ人がいるのにそんな強ごう引いんなことするのっておかしくない？　確たしか借地権けんって借りた側の方が強いんだったよね？」

「常じよう識しきが通用する相手じゃないんだよ。子供たちに危害が加えられてからでは遅おそいんだっっ」

　本原が苛いら立だったように怒ど鳴なった。響に怒鳴っても仕方のないことだとわかっていても、誰だれかに当たらずにはいられなかったのだろう。それだけ追い込まれているということだった。

「一いち応おう、代だい替たい施設を用意していると言うんで見てきたけど、まったく馬ば鹿かにしてるよっ」

「凄すごい山奥でとっても不便なの。みんな転校しなくちゃならないし、せっかく私立に入れた子も、あそこからでは通学はとても無理ね」

　本原のあとを継ついで寿美子が説明をつけ足した。

　どうしたものかと思案していると、派は手でなスーツに身を包んだ男たちが数人、職員室に入ってきた。思わず響は目を見み張はった。先頭の男は知らないが、背はい後ごにつき従したがっている男の心音は、確かに聴きき覚えがあったからだ。先日、門の外で響を観察していた男たちで間ま違ちがいなかった。

……そういうことね

　あの男たちの目的は、響ではなくこの土地だったのだ。ちょっとした響の早とちりだったわけだ。どこかがっかりしたような気分でもあり、安心した気分でもある。

　先頭にいた男は尊そん大だいな態たい度どで応おう接せつ用の椅子に座すわると、足を組んで煙草たばこをふかし始めた。禁きん煙えんと大きく書かれた壁かべの張り紙は、男の目には入らないらしい。残りの者たちはその男を取り囲むように立っている。

「それで、いつになったら出て行ってもらえるのか、教えてもらえますかな」

　口調は紳しん士しぶっているが、態度は実に横おう柄へいだった。

「今必死に代わりの場所を探さがしているところですよ。あなたたちが用意した場所じゃ、通学出来ない子供もいるし、私たちも通つう勤きん出来ない。何人かの子供たちは別の施設に引き取ってもらうことになりましたしね。心配しなくてもいずれ出て行きますとも」

　本原は悔くやしそうだった。手を握にぎり締しめて震ふるえている。

「時間稼かせぎをしても無む駄だですよ。あなたたちの保ほ有ゆうしている株かぶは、暴ぼう落らくしてますしね」

「な、なんでそれをっ!?」

　寿美子が驚いた。本原は一いつ瞬しゆん顔を顰しかめてみせると、チラッと響の方に目を走らせた。

……株？

「ちゃんと出て行きますよ。だから絶ぜつ対たいに子供たちには手を出さないで頂いただきたいっ」

　本原は一歩前に踏ふみ出すと、毅き然ぜんとした様子で男たちに言った。心なしか顔が紅こう潮ちようしている。

「ねえ、おじさんたち、どこの組の人？」

　響は面倒臭くさそうに言った。その単刀直入の聞き方に、寿美子はぎょっと顔を強こわ張ばらせた。

「お嬢じようさん、私たちは暴力団だんなどではないのだよ。れっきとした多た摩ま開発プランニングという合法的な会社のビジネスマンなんだ。誤ご解かいしてもらっては困るよ」

　確かに男たちは堅気ではない雰ふん囲い気きを纏まとってはいるものの、霧生や島木と比くらべれば、全然大したことはない。響は馬鹿にしたように鼻で笑った。

「おい、女。調子に乗ってると、痛いたい目にあうぞ」

　端はしにいた響とあまり年が変わらなさそうな若わかい男が精せい一いつ杯ぱい凄すごんでみせたが、台詞せりふも恐おそろしいほどに陳ちん腐ぷで、オリジナリティのかけらもなかった。響からすると二十点しか与あたえられない。

「あのさ、そういうときは、相手を直接脅おどすんじゃなくて、遠まわしに脅迫するの。じゃないと私が警察にタレ込んだら、あんたたち簡かん単たんに逮たい捕ほされちゃうわよ。もう少し頭使いなさいよ」

「ふっ、面おも白しろいお嬢さんだ」

　椅子に座っている男が床ゆかに灰はいを落としながら鷹おう揚ように頷うなずいた。

「はい、あんたも、そこで余よ裕ゆうぶってないで、もっと効こう果か的な脅し文もん句くでも考えなさいよ。まったく情なさけないわね。そんなんじゃ相手に舐なめられちゃうわよ」

　寿美子と本原が、いったい何を言ってるんだとハラハラした顔で目を丸くしている。

「このアマァ、黙だまって聞いていれば調子に乗りやがってっ」

　そして極きわめつけの台詞がこれだった。なんだか情けなさ過すぎて可哀かわい想そうになってくる。先ほど響に馬鹿にされた一番若い男が、響の胸むな倉ぐらを摑つかんで手を振ふり上げた。

……はい、いっちょ上がりっ

　立派な暴行罪ざいの成立だ。響は渾こん身しんの力を込めて胸倉の手を外すと、さっと身を翻ひるがえして振り下ろされた男の手をかわした。そのまま距きよ離りを取ると、携けい帯たいで一一〇番通つう報ほうした。

「ヤクザ風の男に襲おそわれているんですぅ。助けて下さぁい。場所はあすなろ園ですぅ。こわーい。早く来てぇー」

　男たちの顔色が変わる。

「女ぁ、覚えておけよっ」

　本当に響が電話したことを知ると、男たちは実にしょうもない捨て台詞を吐はいて、そそくさと施し設せつを立ち去った。あまりに情けなさ過ぎて、同情の涙なみだまで出そうだった。

「水瀬さん、なんてことをするんだっ。あんなことして子供たちに危害を加えられたらどうするんだねっ」

　本原がなんてことをしてくれたんだと言わんばかりに、響に詰つめ寄よった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あの連中は荒あら事ごとに慣なれてる感じじゃなかったから。振りをしているだけよ、振り。暴力団絡がらみというのも、もしかしたら噓うそかもね」

「な、何でそんなことがわかるんだ？」

「長年の経けい験けんと勘かんよ」

　とても十七歳さいの小こ娘むすめの言う台詞ではなかったが、自信満々に言う響に、寿美子も本原も呆あつ気けにとられている。

「それよりも、さっきあいつらが言ってた株って何のこと？」

「えっ、ああ、それは……」

　本原が言い淀よどんだ。部外者である響に話してしまっていいものか逡しゆん巡じゆんしているようだったが、代わりに寿美子が本原の制せい止しを聞かずに話してくれた。

　それによると、本原が発見したらしいのだが、前の園長が万一のときのためにと資し産さん運用していた株があったらしい。使し途と不明とされていた助成金の一部は、それに投資されていたようだ。金額は大したことなかったが、伸のび盛ざかりのベンチャー企き業ぎように積極的に投資するという方法で元本を数十倍に増ふやしていたらしい。それこそ、売られてしまった土地を買い戻もどせるくらいの資産になっていたそうだ。

　ところが、園長が交通事じ故こで亡なくなった春頃ごろから、急きゆう激げきにそれらの資産が目め減べりし始めたのだという。投資していた株が、軒のき並なみ暴落と言ってよいほど値ねを下げていたのだ。

　値下がりを始めたときに売り抜ぬけていればよかったのだが、本原が株の存そん在ざいを知ったのはつい最近のことであり、そのときにはもう遅おそ過すぎたということだった。これから再ふたたび値を上げてくることは考えられたが、それがいつになるかはわからない。

「株ねえ」

　少し腑ふに落ちなかった。前の園長は響にそんなことは一度も話してくれたことがなかった。園長室で熱いミルクココアとともに話していたのは、最近見た映えい画がや読んだ本の話など、日にち常じように関してのことがほとんどだった。

「ちなみにその株ってどこの企業？　私も名前を知ってるようなところ？」

「どうかな。少なくとも僕ぼくは知らない企業がほとんどだったよ」

　本原は諦あきらめたように頷くと、数枚まいのレポート用紙に書かれた株の所有リストを取ってきた。

　響はそれを受け取ると、パラパラと捲めくってざっと株の銘めい柄がらに目を走らせた。確たしかに現げん在ざいの評ひよう価か額がくを見ると、土地を買い戻すには全然足りないが、三ヶ月前なら、何とか可か能のうな数字だった。

……ん？

　引っかかりを感じてもう一度企業名を確かく認にんした。動かしていた手が止まる。響はその企業名の半分以上を知っていたのだ。確かに見覚えがある。

「ねえ、これ、ちょっと借りていいかな」

　そんなもの、何に使うんだと寿美子と本原の顔が言っている。

……やっぱり何かが起きてる

　胸むねの内でどんどん膨ふくらんでいく嫌いやな予感を抑おさえることが出来ない。だがそれがなんなのか、響にはわからない。

　響は自分の頭では全ぜん貌ぼうを摑むのに時間がかかることをよくわかっていた。こういうことは考えるのが得意な奴やつに考えさせればいい。

　そして響のすぐ近くには、理り屈くつを捏こね回して答えを導みちびき出すのが好きな奴が一人いる。たまに嫌味な口調が鼻につくこともあるが、今では頼たのもしい相あい棒ぼうでもあるのだ。
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「ちょっと、これ見てくれる？」

　響が出先から帰ってくると、透に数枚のコピー用紙を手て渡わたした。

「なんだ、これ。ふーん、株式のリストか。どこも新しん興こうのベンチャー企業ばかりだな。……っと待てよ、これ……」

　透は顔を上げて響に確認する。

「やっぱり、あんたも身覚えあるわけね」

　透はくるりと椅い子すを回してＰＣのモニターに向き直ると、最近請うけ負った仕事のファイルを呼よび出した。ついでに最近三ヶ月ほどの間にエクスプローラーサイトに出された依い頼らいの一いち覧らんもモニターに映うつし出す。

「あんた、こんなのまで記録に残してるの？　ほんとマメな奴ねー」

　透の肩かた越ごしに響がモニターを見つめた。

「自動スクリプトで収しゆう集しゆうしたデータだからほとんど手間はかかってねえよ」

　響が透に確認を取ったわけがわかった。この用紙に書かれている企業は全部で十二社あるが、そのうちの三社に、透は最近請け負った仕事で何らかの関係を持っていた。盗ぬすまれた機き密みつ情じよう報ほうの奪だつ還かんとか、スパイ行こう為いを行っている社員のあぶり出し、果ては社長の浮うわ気き調ちよう査さなどというものもあった。響は、透とは別に独どく自じに請け負った仕事で、他の二社と関係していた。更さらにエクスプローラーに残りの七社と関係がありそうな依頼も出されていた。

　つまり、このコピー用紙にある全十二社に関しての何らかの依頼がエクスプローラーサイトに出されており、そのうちの五件けんを透と響が請け負っていたということになる。

　問題なのは、それらの仕事の結果かどうかはわからないが、その後ここにリストアップされている企業の株かぶ価かが大きく下がっているということだった。

「どういうことだ？」

「偶ぐう然ぜんの一いつ致ちにしては出で来き杉すぎクンだよね」

　響はモニターを凝ぎよう視ししながら、むむうと唸うなった。

「説明しろよ」

　コピー用紙をひらひらと振ふり回しながら透は言った。だが響は何を迷まよっているのか、なかなか話を切り出さない。

「……この前言ってた怪しい男たちだけど、正体がわかったの。……多摩開発プランニングって会社の社員だったんだけど……、そいつらが脅おどしてる相手を助けたいのよ」

　ようやく響は口を開いたが、なんだか歯切れが悪く、話の全体像ぞうが見えない。

「脅されてるのはどこの誰なんだ？」

「それは……」

　どうもそこが響が言い淀よどんでいる理由のようだが、よほど透には言いたくない相手らしい。

「あすなろ園ってところか？」

「なんで知って……」

　響はぱっと顔を上げて、慌あわてて口を噤つぐむ。

「だってここに書いてあんじゃん」

　透はコピー用紙の一枚目の一番上のところに書かれている文字列を指差した。響はあんぐりと口を開けて驚おどろいている。抜けているにもほどがあるだろうと呆あきれたが、そこが響らしいといえば響らしい。だがそれでも響は説明するつもりはないらしい。

「ネットで検けん索さくすればすぐわかることなんだが、まあ、どうしても話したくないってんなら、別にいいか。気づいたことがいくつかあったけど、後は自分で考えてくれ」

　そう言ってコピー用紙を突つっ返すと、透は椅子から立ち上がって大きく伸のびをした。

「ちょ、待っ、言う言う。言うから話を聞いて」

　それは困こまるとばかりに響が慌てて透の前に回り込こんできた。

「いくら出す？」

「うー、やっぱりっ。そう言うと思ったから話したくなかったのよね。ムカツクー」

　響は嫌そうに顔を顰しかめている。

「というのは冗じよう談だんで、別にただでやってやってもいいさ」

「ほんと？」

「その代わり、『透さま、お願いします。どうか私を助けて下さい』と言え」

「誰が言うかっっ!!」

　透の嫌味ったらしい台詞せりふに、響はいきなり拳こぶしを握にぎり締しめると、透のこめかみに叩たたき込んだ。間かん一いつ髪ぱつでかわせたが、恐おそろしくスピードの乗った一いち撃げきだった。内心冷や汗あせが流れる。

「う─────っっ」

　響は心底悔くやしそうに唸って両手を振り回すと、唇くちびるをぎゅっと嚙かんで、ぶっきらぼうに言った。

「オネガイ、タスケテクダサイ」

　今度は透が度ど肝ぎもを抜ぬかれる番だった。まさか響が本当に言うとは夢ゆめにも思っていなかったからだ。逆ぎやくに考えれば、それだけ響も追い詰つめられているということなのかもしれない。だが響にそれだけのことを言わせてしまった以上、透はもう逃にげられないのだ。気がついたら、響は透の様子を眺ながめながら、ニヤニヤと笑っていた。

　これはもしかしてとんでもなく厄やつ介かいな貧びん乏ぼうくじを引いたのではないかと、内心酷ひどく焦あせり始める。一時の勝利感のために、何かを犠ぎ牲せいにしてしまったような敗北感が募つのった。




　昔、響と薫が世話になっていたという児じ童どう養よう護ご施し設せつの土地が、外がい資し系けい不動産投機筋すじによって買収転売されてしまい、多摩開発プランニングという会社がその土地の地上げを代行しているということだった。

　多摩開発プランニングに関しては、ネットで検索した限かぎりでは、どこの暴ぼう力りよく団だん組そ織しきとも関連は確かく認にん出来なかった。

「ほらね、やっぱりあいつらモドキなのよ」

「んな簡かん単たんに尻尾しつぽ出すわけないだろ。フロント企き業ぎよう化かさせる意味がねーじゃん」

「……そりゃそうよね」

　響はぽりぽりと頭を搔かきながら頷うなずいた。

「だけどなんか変だな。いくら子こ供どもたちに危き害がいが加えられそうだからって、そう簡単に逃げ出すか？　借地権けん主しゆ張ちようすれば絶ぜつ対たい勝てるんだし、いくら民事不ふ介かい入にゆうとはいえ警けい察さつだってパトロールくらいはしてくれるはずだよな」

「私もそう思うんだけどね」

「つまり裏うらがあるんじゃないかってことか。お前もそう思ったから俺おれに話したんだろ？」

「まあね」

　響は肩を小さく竦すくめてみせた。

「キーになりそうなのはやっぱり株かぶだな。これをどう解かい釈しやくするか」

　意図的に株価操そう作さが行われたのは確かく率りつから言って間ま違ちがいない。何千社とある上場企業の中から、偶然リストにある十二社の株が同時に暴落したという事実を、偶然で片かたづけるのは無理があるだろう。しかもその十二社に関する依い頼らいが、揃そろってエクスプローラーに出されていたのだ。

　透はもう一度コピー用紙に目を落として、そのリストから新たな何かが見えてこないか思考を働かせた。

「あいつらってあの土地が欲ほしいんだよね」

「そうなんじゃねーの」

　透は顔も上げずに適てき当とうに相あい槌づちを打った。

「その株が暴落する前なら土地を買い戻もどせたんだよね。もう遅おそいけど」

「そうなるな」

「じゃあ、それを妨ぼう害がいするために、何者かがエクスプローラーを利用して株かぶ価かを意図的に下げさせた……ってのはどう？　結けつ構こう辻つじ褄つまは合うんじゃない」

　響は自分の推すい理りが気に入ったのか、得意気な顔で言った。

「合わねーよ」

「どうして？」

　透が首を横に振ふってあっさり否ひ定ていすると、響は口を尖とがらせた。

「だって考えてもみろよ。株価操作を企たくらむ連中だぜ。最初から株の空売りをやればいいじゃん。そっちの方がずっと単たん純じゆんで利ざやも大きい」

「空売りって？」

「簡単に言うと、証しよう券けん会社などから株を借りてきて売る。株が値ね下さがりしたところで買い戻して、借りた株を返す。差さ額がくが自分のところに残るって取引のことだ。これなら株が下がっても儲もうけられるだろ。意図的な株価操作は犯はん罪ざいだけど、ばれないようにやる方法くらい押おさえているだろ、普ふ通つう」

　何者かが株価下落であすなろ園の連中を困こまらせようとしたのは、確率から言って確かだろう。

……だが何のために？

　土地を入手したがるのは、転売して利り益えきを得るためだ。最終目的は金なわけだ。金が目的なら、こんな回りくどいやり方をせずに、株価操作で直ちよく接せつ利益を上げればよい。

　では金が目的ではなく、土地そのものに目的があったとしたらどうだろうか。どうしてもあの場所を手に入れたかった、というのは考えられなくもないが、その理由がわからない。

　とにかく今は手て掛がかりが少な過すぎた。目的に関しては、推すい論ろんを重ねるのはまだ無理がある。材料が足りないのに無理に考えても、ろくな結論は出やしない。

「ただ……」

「ただ？」

　一つだけ確実に言えることがある。

「万が一のための資産管理で、こんなハイリスク・ハイリターンな運用の仕方はまずしないよ」

　いつ会社が傾かたむくかわからない、将しよう来らいが不ふ透とう明めいなベンチャー企業が多いのだ。急成長したところは、組織が固まっていないせいか案外と脆もろい。

　逆に堅けん実じつな資産運用なら、そのノウハウはいくらでもネットに転がっている。

「それって……」

「本原って言ったっけ？　新しい園長ってのは。そいつの言ってること、明らかにおかしいよ。実じつ際さいに元本を大きく割わり込んでるわけだし……。しかも子供たちが心配という理由はあるにしても、率そつ先せんしてあの場所を明け渡わたそうとしてる」

　響は本原のことを思い返しているのか、視し線せんが宙ちゆうを彷徨さまよっている。

「そういえば、モドキが株のことを口走ったとき、あいつ一いつ瞬しゆん不自然に顔を顰しかめたのよね」

「お前の知ってる限かぎりでは、前の園長が株の取引なんかしていた様子もないんだろ」

「そうよ。ファンキーなお婆ばあちゃんだったけど、施し設せつの予算を勝手に使ったりはしないと思う」

　響は前の園長のことを話すときは、少しだけ目が優やさしくなった。きっと響にとって大切な人だったのだろう。透にはそのような人間は一人もいなかった。

「前の園長が使い込んだんじゃないかと疑うたがわれてる使し途と不明金って、本原が調べて発覚したって言ってたんだよな。……どう思うよ？」

「……なんかちょっとは見えてきた気がする」

「少なくとも、こっちの推理は辻褄合うぜ」

　透は響に頷くと、今後について考えを巡めぐらせ始めた。
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　あすなろ園が保ほ有ゆうしている株式は、どれも急成長してきた新しん興こうのベンチャー企業のものだ。それらの企業に関してエクスプローラーサイトに出されていた依い頼らいは、十二件けんともバラバラのアカウントからだったが、その多くがつい最近発行されたばかりの新しん規きのアカウントだった。

　里美にそれらの身元を確かめてみたのだが、さすがにあの組そ織しき絡がらみの案件でない以上は、顧こ客きやく情じよう報ほうを教えるわけにはいかないと断ことわられた。エクスプローラーの信用にかかわるので、いくら透が頼たのみ込んでも決して教えてはくれないだろう。無理に聞き出して借りを作る気もない。

　ついでに島木からの連れん絡らくはないか確かく認にんしてみたが、相変わらず行方ゆくえ不明のままであった。今いま頃ごろどこで何をしているのか、気にならないでもないが、島木の能のう力りよくを考えればそれほど心配することでもない。

　結局、エクスプローラーに出された依頼の方から辿たどるのは無理と判はん断だんし、直ちよく接せつに本原を張はり込むことにした。じっと相手が尻尾しつぽを出すのを待つことにする。透たちの推すい測そくが正しければ、本原は土地を買ばい収しゆうした側と繫つながっているはずだ。

　透と響は施し設せつの向かい側に建っているビルの屋上で、日向ひなたぼっこをしながら本原の様子を探さぐった。本原は、今は何かの本を読んでいるようで、園長室に籠こもったままだ。

　施設内は休日ということもあって、多くの子こ供どもたちが遊びに出かけてしまい、残っているのは数名の子供と職しよく員いんだけだった。施設内は閑かん散さんとしている。

「結構日差しが強いわね。長なが袖そで着てくればよかった」

　梅つ雨ゆ入り前の春の終わりというのは、一年で一番紫し外がい線せんの強い時期だ。響は所々擦すり切れて破やぶけたジーンズに、薄うすピンク色のＴシャツを着ていた。胸むな元もとは大きなハートの絵え柄がらがプリントされている。見た感じ身軽そうでラフな格かつ好こうだが、恐おそらく響のことだから、足首にでもサバイバルナイフを巻まきつけて隠かくし持っているに違ちがいない。

「あの建物って結けつ構こう古いのか？」

「そうよ。こうしてみるとお化けでも出そうな雰ふん囲い気きよね。子供の頃ころは結構怖こわかったんだから」

　灰はい色いろにくすんだ壁かべと大きなイチョウの木が、暗い雰囲気を醸かもし出している。

「そういや、薫ちゃんは呼よばなかったのか？」

「相手はあの組織の連中じゃないみたいだし、薫の手を借りる必要はないでしょ」

　響は普ふ段だんのエクスプローラーの仕事には、薫をあまりかかわらせたがらない。危き険けんな目に遭あわせたくないからだろう。

　もっとも薫はそれを多少不満に思っているようで、自分も役に立ちたいとそれとなく透に伝えてきている。確かに薫の能力は透や響にはない力なので、仕事に加わってくれれば大いに助かるのは間違いない。だが透も響と同じ理由で、薫がエクサーになるのは賛さん成せいではなかった。

　ただ、相手があの組織の連中となると、話は変わってくる。既すでに薫のことは相手に知られているので、事が起きたときに狙ねらわれるのは、首を突つっ込こんでいようといまいと変わらないのだ。それならいっそ手元にいさせて目を光らせておいた方がいい。

　今回は今のところ関連はなさそうなので、薫には話そのものをしていない。かつて薫もいたことのある児じ童どう養よう護ご施設らしいが、薫は物心つく前に里親に引き取られていったそうなので、ほとんど覚えていないだろうとのことだった。ただここには今でも薫に大きな影えい響きようを及およぼしている出来事があったらしく、響はそのときのことを思い出して笑っている。

「あの子、虫が苦手なのは知ってるでしょ？」

　薫は桃のお陰かげでネズミやカラスなどはかなり平気になったそうだが、昆こん虫ちゆう類るいは今でも大の苦手だった。特に多足生物が苦手らしくて、海え老びやカニなどは今でも食べることが出来ない。

　それというのも、イタズラ好きな同室の子供が、薫のベッドにムカデを忍しのばせたことが原げん因いんだった。服の中をむずむずと這はい回る何かに気がついた薫は、お腹なかの上でそれを見つけてパニックに陥おちいったらしい。匂においからその犯はん人にんを知った薫は、ムカデをその女の子に投げつけて泣きながらボコボコにしたそうだ。だけどそれで気が済すんだのか、薫はそのままベッドに潜もぐり込んで眠ねむってしまった。イタズラをした女の子は、鼻から血を流してノックダウンされたまま朝を迎むかえたらしい。どうやら薫は一度切れるととんでもない力を発はつ揮きするようだ。

　薫は翌よく朝あさ、あまりの出来事に自ら記き憶おくを封ふう印いんしたのか、そのことを全く覚えていなかった。ただ、ムカデが気持ち悪いというイメージだけは強きよう烈れつに残ってしまったそうだ。

「で、そのイタズラを仕し掛かけた女の子ってお前なんだろ？」

「何でわかったの？」

　響は目を丸くして驚おどろいたが、わからない方がどうかしている。薫が三歳さい、響が五歳のときの話だそうだ。

　響は中学を卒業するまで、ここで生活していたそうだ。そして中学三年のときにたまたま知り合いからエクスプローラーを紹しよう介かいしてもらい、卒業と同時にエクサーとして稼かせいだ金で一人暮ぐらしを始めた。このあたりの経けい緯いは、実に透とよく似にている。透と違ったのは、前の園長が保ほ証しよう人になってくれたことで、部屋を借りるのがずっと簡かん単たんだったことだ。確たしか以前に、響も里親に引き取られたと言っていた気がしたが、どうやらそれは噓うそだったようだ。

「だけどなあ、本原って奴やつの不正を暴あばいたところで、土地は戻もどってこないんだよな。借地権けんを盾たてに居い座すわってもいいけど、子供たちに危害が加えられる可か能のう性せいは残るわけだし」

　既に第三者の手に渡わたってしまった土地は、買い戻す以外にはどうしようもない。

「相手はヤクザモドキでしょ」

「モドキかどうかはまだわかんねーよ。今は下っ端ぱしか表に出てきてないけど、施設側が抵てい抗こうしてきたら本気で牙きばを剝むくかもしれないしな」

　多摩開発プランニングの詳くわしい情じよう報ほうはまだ調べていない。ネット上に掲けい載さいされていた情報からすると、この駅周辺を中心に再さい開発を手掛ける会社となっているが、年商や社員数、取引先などはわからないままだ。いずれ会社の登記情報をあたる必要が出てくるだろう。

「助手が欲ほしいところね」

　薫に調べてもらってもいいが、まずはそのノウハウを教えるところから始めなければならないので、今回の件けんには間に合わない。

「ん、待てよ……。そういや、そういうのに詳くわしい奴が一人いたな」

　透はクラスメイトの一人を思い出した。いつも飄ひよう々ひようとしていて、人懐なつっこい笑えみを絶たやさない男だ。情報屋顔負けと言ってもいいくらいの事情通でもある。学校外のことにまで網あみが伸のびているのかは未知数だが、試ためしてみる価か値ちはあった。透は椎名総一郎に電話をかけた。

『珍めずらしいなお前から電話なんて。あっ、もしかしてあの子を紹介してくれるのか？』

　コール一回で出たところを見ると、相手は暇ひまなのかもしれない。

「いや、そういうわけじゃないんだけど、ちょっと頼たのみたいことがあってな。でもまあ、上手くいったら紹介してもいいぜ」

　薫が聞いたら気を悪くするかもしれないが、紹介するだけなら別に問題はないだろう。

『んだよ、それ。まあいいや、話だけは聞いてやるよ』

……食いついてきたな

「多摩開発プランニングって会社なんだけどさ」

『立川駅前のだろ。確か関東龍りゆう神じん会かい傘さん下かの企き業ぎよう舎しや弟ていだったはずだけど、それがどうかしたか？』

「えっ、お前知ってんの？」

　総一郎は、それがどうかしたのかといった感じにあっさりと答えた。会話を聞いていた響も目を丸くして驚いている。もったいぶる様子がないところを見ると、それは総一郎にとって大した情報ではないということになる。

「あ、いや、その会社について出来るだけ詳しく知りたいんだ。ちょっと調べてくれるかな」

『なんだよお前、やーさんとトラブってんのかよ』

　僅わずかに声を潜ひそめるような感じで総一郎が聞いてきた。

「そんなんじゃねーよ」

『ほんとかあ？　まあいいや、知り合いにあたってみるから少し時間くれよ』

「わかった、頼む」

『それよりマジで紹介しろよ、頼んだからな』

　最後の一言だけ、いやに念を押おすと、総一郎は通話を切った。

「紹介するって誰だれのこと？」

　すかさず響が突つっ込んできた。

「ああ、この前、学食で薫ちゃんとそいつが会ってさ。気に入っちゃったみたいなんだ」

「薫とお？」

　なぜか響は白い目で、呆あきれたように透を見つめた。

「なんだよ、あいつは悪い奴じゃないよ。めちゃくちゃいい奴でもないけどさ」

「そうじゃなくて……。あーあ、薫も可哀かわい想そうに」

「どういう意味だよ」

「さあね」

　響はもう一度呆れたように透を眺ながめやって、わざとらしく大きな溜ため息をついた。




　動きがあったのは、本原の携けい帯たいにメールが入ってからだった。しばらくすると出かける準じゆん備びをして、施し設せつの乗用車で門から出て行った。メールの内ない容ようは携帯ディスプレイが向こうを向いていたため、透の透とう視しでは読み取れなかった。

　透と響は腰こしを上げた。園長室に誰もいなくなったら、忍しのび込むつもりでいたのだ。だけど二人は立ち上がったところで動きを止めた。透と響のセンサーが、園長室に近づく怪あやしげな人物を感知したからだ。

「何やってるんだ？　あいつ」

　気配を殺した動作で、園長室に忍び寄よる姿すがたが一つ。透に背せを向けている格かつ好こうのため表情は見えない。

「あれー、寿美子姉さんじゃない」

「そいつが何で、園長室なんかに忍び込んでるんだ？」

　確か本原は部屋に鍵かぎをかけていったはずだが、寿美子はあっさりと園長室に侵しん入にゆうしていた。盗ぬすんだのか作ったのかわからないが合鍵を持っているようだ。

「意外な展てん開かいだな。っつーか、どうでもいいんだが、あれのどこがお姉さんなんだ？」

　どう見ても中年の女性だ。お姉さんと呼よぶには無理があり過すぎる。

「みんなそう呼ぶことになってんのよっ。どうでもいいことでいちいち文もん句く言わないのっ」

　その寿美子は、金目の物でも探さがしているのか、本原の机つくえの中を引っ搔かき回している。

「何やってるんだろ。どうする？」

「うーん……、とりあえず現げん場ばに行ってみるか。近くにいればどうとでも動けるし、単なる泥どろ棒ぼうならそれでいいけど、違うなら何を探さぐってんのかくらいは押さえておきたい」

「わかった。でも泥棒の可能性はないわよ」

　響はそう断だん言げんすると、非ひ常じよう階かい段だんを駆かけ下り始めた。透も響の後に続く。

「あーっっ」

　急に響が立ち止まって、透は響の背中にぶつかった。あれを見てと、響が踊おどり場から施設の門を指差した。ちょうど乗用車が入ってくるところだった。なぜか本原が戻ってきたらしい。

　響の目がどうするのと言っている。とりあえず判はん断だんを保ほ留りゆうして、まずは現場に駆けつけることにした。
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　養よう護ご施設は閑かん散さんとしている。透は響の先せん導どうで堂々と正面玄げん関かんから中に入った。誰ともすれ違ちがわないので、部外者の透を訝いぶかしがる者もいない。

　本原は職しよく員いん室しつに寄って何やら雑ざつ談だんをしていた。響の話では忘わすれ物を取りに戻もどったとか何とか言っているらしい。園長室に忍び込んだ寿美子は、本原が戻ってきたことにまったく気がついていない。このまま本原が園長室に向かえば、見つかるのは確かく実じつだった。

「とりあえず俺おれたちもどっかに隠かくれよう」

「なんで？　寿美子姉さんに知らせないの？」

「鉢はち合あわせさせた方が面おも白しろそうじゃね？　やばそうだったら、そのときに助けに入ればいいし」

「えー、それはちょっと……」

　透の言葉に響は複ふく雑ざつそうに顔を顰しかめた。だがそれがいい案であるのは、響も理り解かいしているのだろう。強きよう硬こうに反対まではしない。本原を動どう揺ようさせるには、意外性せいのある事じ態たいに巻まき込むのが一番いいことをわかっている。

　響は仕方ないというふうに肩かたを竦すくめると、いい場所があると言って歩き出した。ちょうど二階の園長室の隣となりにある、階段下の小さな部屋が物置となっており、二人はその中に潜もぐり込んだ。

　園長室の様子を探さぐるにはベストの場所だったが、狭せまいスペースしかなく、透と響は身体からだを密みつ着ちやくさせないと立っていられなかった。周囲は大型ストーブや新聞雑ざつ誌しなどがうず高く積み上げられていて、迂う闊かつにそれらに触ふれると、崩くずれ落ちてきそうな状じよう態たいだ。

「おっかしーなあ。子こ供どもの頃ころは結けつ構こう広く感じたんだけど……」

「それっていつ頃の話だよ」

「……小学三年生くらいかな。あははは」

　響は乾かわいた笑いであさっての方を向いた。お互たがい至し近きん距きよ離りで向かい合わせに立っていると、なんとなく気まずい。

　透は極力、響の身体には触ふれないように気をつけた。変なところを触さわったとか言って、拳こぶしや蹴けりが飛んできてはかなわない。

「別にそんな無理しなくてもいいわよ」

　くすくす笑う響の息が、透の喉のど元もとをくすぐる。半年前に出会った頃は、二人の身長はむしろ響の方が高いくらいだったのに、今では透の方が少しばかり上回っていた。

　透は背せ筋すじの力を抜ぬくと、自然と響と身体が触れ合う面積が増ました。意外なほどに柔やわらかな感かん触しよくが透の肌はだを温める。丸みを帯びた細い身体が、普ふ段だんの響の凶きよう暴ぼうなイメージと重ならなくて一いつ瞬しゆん混こん乱らんした。

「何緊きん張ちようしてんのよ」

「うるせーな」

　響の笑いを含ふくんだ声に、透はぶっきらぼうに答えるしか出来なかった。黙だまっていても心しん臓ぞうの高鳴りを聞かれてしまえばどうしようもない。狭せまい密室に二人だけという状じよう況きように、透は妙みような気分に陥おちいりそうで焦あせった。触れられたくない感情や、触れたくない感情が湧わき起こるのは、当分の間は避さけたかった。家族ごっこで踏ふみ留とどまっているからこそ、成り立つ関係だってあるのだ。

　透は意い識しきして雑念を振ふり払はらうと、寿美子の様子を探った。壁かべの向こうでは、寿美子がコンセントの蓋ふたを開けて何かを仕し掛かけているところだった。どこで入手したのか知らないが、恐おそらく盗とう聴ちよう器きだろう。てっきり金目の物を漁あさっているのだろうと思っていたのだが、どうも何らかの思おも惑わくがあるらしい。そこまでして調べようとしている内ない容ように、俄が然ぜん興きよう味みが湧わいてくる。

「職員室を出たわね」

　階下の職員室は、透のところからは死角になって見えなかった。この体たい勢せいだと振り返って見下ろすのも容よう易いではない。

　本原が園長室の前に辿たどり着いた。さすがに寿美子も誰かがやってきたことに気がついたようで、顔を引きつらせて部屋の中をぐるりと見回した。だがどこにも隠れる場所は見当たらない。ここは二階で窓まどから飛び降おりるにしても、下はコンクリート舗ほ装そうなので無む傷きずでは済すまないだろう。よくても捻ねん挫ざ、悪ければ骨こつ折せつは免まぬがれそうもない。
















　ドアを開けて入ってきた本原は、寿美子と目を合わせて固まった。まさか室内に誰かいるとは思ってもいなかったのだろう。寿美子は本原を突つき飛ばして逃にげようとしたが、本原は咄とつ嗟さに寿美子の腕うでを取ると、無理やり室内に引きずり込んだ。

　寿美子は乱らん暴ぼうに床ゆかに投げ出されて倒たおれ込んでいる。

「なんか呻うめいているけど、殴なぐられでもした？」

　透はそれには返事をしないで、注意深く観察を続けた。本原が後ろ手に部屋の鍵かぎをかけるのが目に入ったからだ。本原の表ひよう情じようが一変している。その目は同どう僚りようを見るものではなかった。

「ここで何してるって言ってる」

　響が教えてくれたが、さすがに壁を一枚まい挟はさんでしまうと透の耳には何も聞こえない。唇くちびるの動きを読むのにも限げん界かいがある。寿美子は落ち着いた様子で本原を見上げていた。

　本原はゆっくりと寿美子に近づくと、苛いら立だたしげな表情で見下ろした。足で軽く寿美子の太ももを蹴けりつける。寿美子は口を真一文字に引き締しめて睨にらみ上げた。

「本原が警けい察さつを呼よぶって言ってるわねー。本気で呼ぶつもりはないくせに」

「そろそろ止めに……」

　透が言いかけると、響は透の口を押さえて、じっと耳を澄ました。

　いつの間にか寿美子の口が僅わずかに動いていた。

「『人殺し』だって」

「人殺し？」

　本原の表情が冷たく感情の読めないものに変わっていた。

……まずいな

　本原は部屋の中を冷静に見回している。何らかの覚かく悟ごを決めてしまった者のように、目が据すわっていた。ああいう目をした者を、透は何度か見てきた。その後に彼らの取る行動は、たいていがろくなものではない。

　響も同意するように小さく頷うなずいた。二人は物置を出ると、園長室のドアをノックした。

　本原は寿美子の口を片かた手てで押さえつけながら、息を殺して様子を窺うかがっている。

「園長。お話があるんですけど」

　響がもう一度ノックしながら声をかけた。たまたま通りかかった小学校低学年くらいの女の子が、不ふ審しんそうに透たちを見ている。

　本原はあくまで居い留る守すを使うつもりのようだったが、寿美子が猛もう然ぜんと暴あばれだした。

「助け……」

　寿美子は塞ふさがれていた口の隙すき間まから、一瞬だけ助けを求める叫さけび声を漏もらした。それは透の耳にもはっきりと聞こえた。すかさず本原の両手が寿美子の首を力任まかせに絞しめ始める。

「まずいっっ!!」

　透と響がドアに向かって体当たりをするのが同時だった。だがいくら古い建物とはいえ、普通は体当たり程てい度どでは、そう簡かん単たんにドアは破やぶれはしない。ましてやここのドアは手前に引いて開けるタイプだ。

　それでも何度か繰くり返してぶつかっていると、騒さわぎを聞きつけた職しよく員いんが何事かと集まってきた。

「本原さん、一いつ緒しよにそこにいる藤枝さんにも用があるんだけどなあ」

「素す直なおに諦あきらめた方がいいわよ」

　透が大声で言うと、響も声を張はり上げた。抜き差しならない状況だと察したのか、職員も口々に本原に呼びかけた。

　だがそれが本原を追い詰つめる結果となった。追い詰められた人間は冷静な判断が出来なくなる。本原は寿美子を背はい後ごから抱だきすくめる形で窓に向かってじりじりと移い動どうし始めた。

「まさか、飛び降りる気じゃねえだろうな」

　だが、透の悪い予よ測そくが当たりそうだった。本原は窓を開け放つと、首を絞めながら寿美子を突き落とそうとした。寿美子の顔面はどす黒く変色して、寿美子は足をばたつかせた。

……やばいっっ

　突き落とされる前に、頸けい椎ついが骨こつ折せつするか窒ちつ息そく死しそうな勢いきおいだった。悠ゆう長ちように鉢はち合あわせさせた方が面おも白しろいなんて言っている場合ではなかったのだ。

　響が必死に他の職員に事情を話して、一緒に体当たりを始めたが間に合いそうもなかった。既すでに寿美子は白目を剝むいて口から泡あわを噴ふき始めていた。

……だめだ……

　そのときだった。十数羽ものカラスが一いつ斉せいに窓を越えて、本原に襲おそいかかった。鋭するどい嘴くちばしで頭部を襲われた本原は、寿美子から手を離はなすと悲鳴を上げて逃げ惑まどった。

「桃っっ!?」

　響が小さく叫んだ。

「薫もっっ。なんでっ!?」

　響が門の辺りを指差した。敷しき地ちには入らず、園長室を見上げた薫が桃を抱だいて立っていた。薫が地面に桃を放すと、桃はスタスタと園長室の真下まで歩いて行き、そこでジャンプをした。

──が、太った身体からだが災わざわいして一階の窓まど枠わくにすら届かない。べちゃっと壁かべにぶつかってそのままずるずると地面に落ちただけだった。透と響は揃そろってずっこけた。何がしたかったのかよくわからない。

「あのデブ猫ねこ……」

　だがそうこう言っているうちに、桃は何匹びきかのカラスに命じて自分の身体を二階の窓枠にまで運ばせると、まだ逃げ惑って暴れている本原を尻しり目めに部屋を横切って、ドアノブの鍵を鋭い爪つめでくるりと回した。

　すかさず響がドアを開けて寿美子に駆かけ寄よった。透は本原の腕うでを取り、背せ中なかに捻ねじり上げて身み柄がらを拘こう束そくする。

　響は意い識しきを失って仰あお向むけに横たわっている寿美子の胸に耳を当てて鼓こ動どうを確たしかめると、今度は呼こ吸きゆうの有無を確かく認にんした。そして透に向き直ると、安心したように頷いた。

（間かん一いつ髪ぱつだったな）

　桃がテレパス能力で透に話しかけた。

「ああ、助かったよ」

　響は寿美子の上半身を起こすと、背後に回って膝ひざを脊せき椎ついに添そえて活を入れた。ぐっぐっと二、三回力を入れていると、寿美子が目を覚ました。だがまだ意識朦もう朧ろうとしているようで視し線せんが定まっていない。

「お前、なんで活の入れ方なんて知ってるんだ？」

「中学の頃ころに何回か実験したことがあってね」

　誰にだよという突つっ込こみは敢あえてしなかった。ろくでもない答えが返ってくるのは目に見えている。

　透は他の職員に本原を任まかせると、窓から顔を出して薫に手を振ふった。そして玄げん関かんを指差して中に入ってくるように言った。
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　透たちの予想通り、本原は横おう領りよう行こう為いを働いていた。園長室にあった本原の私用パソコンから、養よう護ご施し設せつの予算を使い込んだ裏うら帳ちよう簿ぼファイルが出てきたので、もはや言い逃のがれは出来ない。

　そしてそれを前の園長がやったように見せかけようとしていた。響が先日呼よび出されたのは、そのことをそれとなく伝えて、周辺からでっちあげを固めていこうとしていたのだろう。本原にとって計算外だったのは、響が利用されるだけの並なみの女子高生ではなかったということだ。

　あのあと、寿美子はまだ頭がぼうっとしていると言ってはいたものの、透たちの質しつ問もんにも何とか答えてくれた。

「じゃあ、藤枝さんは、本原が施設の予算を横領していたことに気がついていたんですね？」

　寿美子の話によると、前の園長と本原が口こう論ろんしているのを偶ぐう然ぜん聞いてしまったのだそうだ。普ふ段だんは飄ひよう々ひようとしていて、激はげしい感かん情じようとは無む縁えんのように思えた園長が、珍めずらしく怒おこっているので驚おどろいたのだという。予算がどうとか、使い込みがどうとか聞こえたそうだが、そのときは偶然とはいえ立ち聞きしてしまったという罪ざい悪あく感に、足早にその場を立ち去ったそうだ。

　だがその直後に前の園長が事じ故こ死してしまった。それであのときの口論は一体なんだったのだろうと、疑ぎ問もんに思ってしまった。

　それで密ひそかに本原の周囲を調べていたらしい。地上げ屋と本原が繫つながっていることも、寿美子は突き止めていた。何度か尾び行こうして多摩開発プランニングの者と密みつ会かいしているのを目もく撃げきしていた。後は横領の証しよう拠こさえあれば告発は可か能のうと考えて、園長室に忍しのび込んだのだという。

「この土地が狙ねらわれた理由はなんだと思いますか？」

「条じよう件けんのいい一等地だからじゃないの？」

　寿美子は土地の転売が目的だと思っていた。建物には大した価か値ちはない。何度か改かい築ちくがなされているとはいえ、基き礎そとなる部分は昭和になる前に造つくられたという古い建物だ。元は教会として使われていた場所で、それを戦後の高度経けい済ざい成長時代に前の園長の父親が、買い取ったということだった。そのときから民間の児童養護施設としての運うん営えいが始まり、多くの子こ供どもたちを支し援えんし続けてきた。響も薫もその恩おん恵けいに与あずかって生きてこられたのだ。

　本原は予算の使い込みの事実を多摩開発プランニングの連中に嗅かぎつかれてしまい、地上げに協力するように脅おどされていたようだ。ただ、この件けんで多摩開発プランニングによる悪あく質しつな工作が明るみに出てしまったため、表立った嫌いやがらせは仕し掛かけにくくなったはずだ。子供たちに危き害がいが加えられないのなら、上う手まくいけば下落した株かぶ価かが回かい復ふくするまで、交こう渉しようを引き延のばすことも出来るかもしれない。あとは職員たちに任せておけばいい問題だった。




　それからタイミングよく駆けつけた薫についてだが、最近、妙みように透たちがこそこそとしていて、ずっと気になっていたのだという。透たちのマンション前まで来てみると、二人とも揃そろって外出中で、しかもなんだか懐なつかしい香かおりが微かすかに残っていた。二人がどんな仕事をしているのか気になったので、ちょっとした好こう奇き心もあって、後を追いかけてみたのだという。

　後をつけたことはあまり褒ほめられたものではないが、薫のお陰かげで助かったので頭ごなしに叱しかることも出来なかった。薫がエクサーになりたがっているのは、二人ともよくわかっている。薫は薫なりに自分が役に立つことを示しめしたかったのだろう。薫をエクサーにさせたくないのは、危き険けんから遠ざけておきたいからであって、能力に関しては透も響も十分に認みとめている。というより、捜そう索さく活動に関して言えば、誰だれよりも能力は秀ひいでているはずだ。だが薫からすれば、一人だけ子供扱あつかいされることに、納なつ得とくがいかないのだろう。その気持ちはわかったが、薫は透や響と違ちがって自分の身を守る術すべを持たないし、能力はあってもそれを生かすノウハウまでは持っていない。それに薫は、透や響と違って生活のために仕事をこなす必要もないのだ。出来れば普通の高校生活を享きよう受じゆして欲ほしいと二人とも願っていた。




　その翌よく日じつ、再ふたたび寿美子から響が呼よび出された。今度は透も一いつ緒しよについて行った。寿美子は先日はありがとうと礼を言ったあと、二人を園長室まで連れて行き、誰も人がいないことを確かく認にんして話を切り出した。

「あのね、ただのイタズラだとは思うんだけどね……、響ちゃんになら任まかせてみてもいいかなって思うから……」

　寿美子は、以前に前の園長から、何か困こまったことが起きたら響に相談するようにと言われていたそうだ。だが当の園長があんなことになってしまい、今回のこともどうするか迷まよっていたようだ。だが昨日響たちに助けられたことで、全面的に頼たよることにしたと言った。

「今朝、あすなろ園の連れん絡らく用アドレスに変なメールが届とどいたのよ」

「変なメール？」

　透が聞き返すと、寿美子は大きく頷うなずいた。

「差出人は知らないアドレスで、内ない容ようは、前の園長は事故死なんかではなく殺人だって書かれてたのよ。殺したのは本原だって」

　響は予想していたかのようにすいっと目を細めた。透も話を聞く限かぎりでは、もしかしたらその可能性があるのではないかと思っていた。だが証拠は何もない。

　前の園長はこの近所で交通事故に遭あったと響から聞かされていた。車の運転に不ふ慣なれな大学生が、暗い夜道で誤あやまってはねてしまったそうだ。事故の詳しよう細さいな様子は知らないが、警けい察さつが事件性なしと判はん断だんしたのなら、それは間違いないはずだった。

　だからミステリやサスペンス好きな者の、行き過すぎた妄もう想そうではないのかという気がしないでもない。

「藤枝さんがイタズラじゃないって思う根こん拠きよは？」

「根拠ってほどのものじゃないんだけど、メールには共きよう犯はん者の名前も書かれていたのよ」

「共犯者？」

　透が思わず聞き返すと、寿美子は透に一歩近づいて話し始めた。

「その共犯者として名前が書かれていた子なんだけど、昨日からいなくなってるの。今、警察にも捜そう索さく願を出しているところ」

「どういうことですか？」

「前から怪しいとは思っていたんだけど、施し設せつの子供に手を出すってのはやっぱり許ゆるされることじゃないわよねえ」

「ねえ……、その共犯者って誰なの？　メールには名前まで書かれていたんでしょ？」

　それまで黙だまって聞いていた響が、ようやく口を開いた。

「それは……」

　寿美子が一いつ瞬しゆん口くち籠ごもった。だがすぐに名前を言った。

「……純菜ちゃんなのよ」

　響は険けわしい表ひよう情じようのまま、ううむと唸うなった。







　Interlude







　超ちよう高こう層そうビルの最上階に近いフロアにて、初老の男は不ふ機き嫌げんそうに報ほう告こくを聞いていた。

「霧生きりゆう、島しま木きの両名とも、依い然ぜんとして行方ゆくえは摑つかめておりませんね」

　左ひだり眉まゆから目め尻じりにかけて大きな傷きずのある男が、扉とびら近くの壁かべに寄よりかかりながら言った。両手はポケットに突つっ込んだままだ。初老の男の前でこのような態たい度どを取る者など、今までに一人しかいなかった。

　先日、その一人をあと一歩のところまで追い詰つめておきながら、邪じや魔まが入って取り逃にがしてしまったばかりだった。初老の男が不機嫌になるのも当然というものだった。

「ですが、記録されていた映えい像ぞうディスクからだと、致ち命めい傷しようと思われる銃じゆう弾だんを胸むねに三発受けてますからね。奴やつの死し亡ぼうはほぼ確定ですよ」

「そうだとしても、確認が取れるまでは注意を怠おこたるな」

　初老の男は報ほう復ふくを恐おそれていた。左ひだり腕うでを失ったのも、同じように暗殺に失敗した直後のことだった。先日以来、初老の男はしきりに左腕をさすっている。

「まあ、今はこのビルに忍しのび込むのでさえ、容よう易いではないですよ」

　相手が人の認にん識しきを狂くるわせるのなら、最初から人の介かい在ざいしない防ぼう御ぎよシステムを考えればいい。それがこの竣しゆん工こうしたばかりのハイテクビルに施ほどこされている。

「では、私は仕込みがありますので」

　男はひょいと丸まる刈がりの頭を下げると会長室の扉を開けた。

「黒くろ田だ、お前は裏うら切ぎるなよ……」

「わかってますよ。私はそこまで馬ば鹿かじゃありません」

　重苦しく響ひびくその声を軽く受け止めると、黒田と呼よばれた男は部屋を出て行った。

　入れ替かわりに報告役の男が入ってきて、レポートを読み上げた。

「先せん般ぱんからの工作活動ですが、首しゆ尾びは上々です。すでに接せつ触しよくは完かん了りようしました。あとは反はん応のう待ちですが、いかがいたしましょうか」

　数ヶ月前に蒔まいた種がいよいよ花開くときが来たようだ。

「うむ。このまま慎しん重ちように事を進めよ」

　状じよう況きようはまだ不ふ確かく定てい要よう素そに彩いろどられているが、いずれ一つの色に塗ぬり潰つぶされるときが来る。もちろんそのキャンバスを眺ながめているのは、初老の男自身である。

「急いではいかん。だがのんびりともしてられぬ」

　初老の男は喉のどの奥おくでクックックと笑った。金も地位も名めい誉よも手に入れた人間の最後の道楽とは、人を動かすことだった。人の運命を弄もてあそぶ。これほど面おも白しろいものはない。







　第二章　発芽する悪意
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　物心ついたときには、既すでに響ひびきの両親はいなかった。自分がいつ生まれたのか、どこで生まれたのか、本当の名前はなんなのか、響は何も知らなかった。だけどそれは生きていく上で、特に重要なことではない。三ヶ月前の騒そう動どうでそれを知るチャンスはあったが、透とおると同じように響は知ることを拒こばんだ。深い理由などない。特に必要を感じなかった、ただそれだけ。

　施し設せつの子こ供どもたちは、連帯感や仲間意識が強い。だけど小学生の頃ころの響にとっては、同じ施設の子供というのは、決して気を許すことの出来ない別の生き物たちだった。どんなに親しくしているように見えても、裏に回れば手のひらを返したように敵てきになっている。

　自分の陰かげ口ぐちをその耳で聞くのは辛つらいものだ。幼おさない頃は数え切れないほど傷きずついた。

──可愛かわい気げがない

──不気味な子供

──あんな奴、死ねばいいのに

　いつの間にかみんな、響の前では口を噤つぐむようになった。施設の職しよく員いんでさえ、響を胡う散さん臭くさそうに扱あつかった。常じよう人じんを遥はるかに凌りよう駕がした優すぐれた聴ちよう力りよくのせいで、響はどんな隠かくし事も見み破やぶることが出来た。響を騙だますことは誰にも出来ない。

　でもそのお陰かげで響は人を信用することが出来なくなった。人は誰でも必ず心の内に醜みにくいものを隠し持っている。嫌いやでも耳に入ってしまう負の電でん荷かを帯びた感かん情じよう。いつしか響は誰とも会話をしないようになっていた。

　薫かおるがどこかの里親に引き取られてからは、本当に孤こ独どくな毎日だった。透の台詞せりふではないけれど、確たしかにこの世の中は、人を騙そうとする奴が多過すぎる。

　誰とも口を利きかなくなって、どれくらいの日々が過ぎた頃だろうか。情報は知りたくなくても入ってくるので、生きていく上で会話は特に必要なものではない。

　そんな響だったが、一人だけ信じることが出来る人がいた。それが施設の園長だった。

　ある日のことだ。施設の職員室が荒あらされ、金目の物が盗ぬすまれるという事じ件けんが起きた。響はその犯はん人にんが誰か知っていた。夜中に怪あやしげな物音がすれば、それがどんなに小さなものでも目が覚める。何をやっているのかは、すぐにわかった。金庫を開ける音も、慎重な手つきも、いつもより速く打ち鳴らされる心しん臓ぞうの音まではっきりと聞こえた。

　もちろん事件は翌朝すぐに発覚した。だけど犯人が誰なのか職員にはわからない。響は犯人の子をずっと見つめていた。その子供も響の視し線せんに気がついた。

　誰とも話をしない不気味な子が、自分をじっと見つめているのだ。後ろ暗いところのあるその子は、自分の仕し業わざだと響にはばれていると悟さとったのだろう。

「わたし、昨日の夜、響ちゃんが職員室に入って行くの見たっ。響ちゃん、掃そう除じ用具入れになんか隠してたよっ」

　そうみんなの前で言った。もちろん隠したのはその子自身だ。その子は部屋のリーダーをしていた。職員のお兄さんやお姉さんからも信望が厚あつく、まさかその子が噓うそをついているなどとは疑うたがいもしなかっただろう。

　それでも響は何も言わなかった。なぜなら身の潔けつ白ぱくを晴らしたところで、状じよう況きようは何も変わらないことを知っていたからだ。それ以上の悪い状況は何も考えつかなかった。

　園長室に連れてこられた響は、園長と二人だけになった。お説教なら早くしてくれないかなと考えていると、園長は響に椅い子すに座すわるように言った。ついでに熱いミルクココアも入れてくれた。予想外の対たい応おうに不ふ審しんがっていると、園長は少し厳きびしい顔で意外なことを話し始めた。

「響さん、あなたは考え過ぎなのです」

　考え過ぎとはどういうことだと考え始めた響を、園長の威い厳げんに満ちた笑えみが遮さえぎった。威厳に満ちた笑み、そうとしか言いようがない。

「あなたは正しい心を持っています。考えるのではありません。感じるのです」

　何を根こん拠きよに園長がそんなことを言ったのか不思議なのだが、今となってはもうわからない。だがそのときは、珍めずらしくその言葉をそのまま受け入れていた。微かすかな香こう水すいの匂においも、なぜかそのとき響の気分をリラックスさせた。

「理り屈くつは大事です。そうやって整理しないと、自分の行動に自信を持てない人はいます。でもあなたは違ちがう。感じるままに受け入れなさい。嬉うれしかったら、なぜ嬉しいのかなどと考えなくていいのです。腹はらが立ったら、なぜ腹が立つのかなんて考えなくてもいいのです。響さん、私の言っていることがわかりますか？」

　両りよう肩かたの見えない重荷が軽くなったような気がしたのは気のせいではない。確かに響はそのとき、身体からだが浮うき上がるような感覚を得たのだ。

「そうすれば、なくなるとまでは言いませんが、あなたを悩なやますことは減へるでしょう」

　楽しかったら楽しい、悲しかったら悲しい、それでいいではないか。それ以上何を悩む必要があるのですかと問われたのだ。人の心の裏うらを聞き取ったからといって、それがなんだというのか。醜い闇やみを垣かい間ま見て、それで嫌きらいになるなら嫌えばいい。おかしな性せい癖へきを盗み聞いて、滑こつ稽けいだと思えば笑えばいい。罪ざい悪あく感なんて感じなくてもいい。自分の悪口を聞いたからといって何だというのだ。言いたい奴やつには言わせておけばいい。別に殺されるわけではないのだ。

　園長は小学生だった響に新しい世界観を提てい示じしてくれたのだ。あのとき飲んだミルクココアの味は、今でも鮮せん明めいに覚えている。苦くて甘あまくて、そして少しだけしょっぱかった。

　園長には能のう力りよくのことも、自分が何を考えていたのかも全すべてを話した。園長は全てを聞いた後で、急にいたずらっぽく笑いながら、「便利そうね。私もその力欲ほしいわ」と言ったのだ。憎ぞう悪おすらしていた自分の能力──。気味悪がらずに、まさか肯こう定ていしてくれるとは思わなかったから、それも新鮮だった。

　それからというもの、響はまるで生まれ変わったように行動が変わった。考え方が変わると、本当に世界が一変するのだ。あれほど憎にくらしかった施設の子供たちとも、普ふ通つうに接せつするようになった。みんな愚おろかで愛らしい生き物なのだ。




　寿す美み子この話では、あすなろ園に届とどいたメールには、その前の園長が、実は事じ故こに見せかけて殺害されたというようなことが書かれていたそうだ。響はその話を、何か性た質ちの悪いジョークでも聞かされているような気分で聞いていた。

　あの怯おびえた表情で周囲を恐おそる恐る窺うかがってばかりいた純じゆん菜なが、養よう護ご施し設せつの予算を本もと原はらと共に使い込こみ、あまつさえ園長の殺害を企たくらんで実行したというのは、到とう底てい信じられるようなものではなかった。妻さい子しある本原と、高校生の純菜が男女の関係にあったというのも信じられなかった。だがあの怯えた様子は、それらが発覚するのを恐れていたからとも考えられる。

　状況証しよう拠こは次々と積み上がっていった。純菜は本原が寿美子を襲おそった日の朝から姿すがたを消しており、今もどこかに隠れたまま出てこない。

　そしてメールの届いた翌日に純菜から養護施設宛あてに手紙が届いた。

　白い無地の封ふう筒とうで便びん箋せんが二枚まい。多くの人に迷めい惑わくをかけたことについて謝しや罪ざいする内ない容ようで、養護施設の予算を使い込んでいたこと、それが前の園長にばれたため本原と共きよう謀ぼうして殺害したこと、使い込みの事実をなぜかヤクザに嗅かぎつかれ土地の売ばい却きやくに手を貸かしたこと、そしてこれらのことは全すべて自分から言い出したことで、本原は何も悪くないというようなことが書かれていた。

　直接文面を読んだわけではないが、他の職しよく員いんの話では、それは遺い書しよと言われてもおかしくはない内容だったらしい。この時期の少女によく見られる思い込みの激はげしさも感じられた。

　消印からすると前日の午後に、隣となりの日ひ野の市内のポストに投とう函かんされたものらしいが、さすがにそれだけでは捜さがしようがない。手紙の実物も警けい察さつが押おう収しゆうしてしまったので、薫に匂いを確かめてもらうことも出来なかった。

　それでも響は信じることが出来なかった。人を見る目、いや人を聞く耳は確たしかだという絶ぜつ対たいの自信がある。その自分の耳が、何かが違うという囁ささやきを捕とらえるのだ。どうしても不自然さが感じられてならない。一度しか会ったことのない少女のことなど、こうして気にする必要などないのだが、なぜかあの食堂室で、一人で食事をとっていた姿が強く印象に残っていた。

　直接会って話を聞いて、純菜の発する呼こ吸きゆうの音や心しん臓ぞうの鼓こ動どう、些さ細さいな仕草から漏もれる音を聞いて、真実を見み極きわめたかった。真実の音を響は決して聞き逃のがしはしない。

　あれこれと考える前に、まずは純菜を捜し出して会うのが一番いい。考えるのは、考えるのが得意な奴に任まかせてしまえばいいのだ。

　ようやくそう心に決めると、響は部屋からベランダに出て隣の部屋に向かった。




　　　　§２




　響の部屋の窓まどが開く音に弾はじかれて、透はベランダに向き直った。遊びに来ていた薫と桃ももも、同様に音を聞きつけたようで窓に注目した。日はまだ暮れてはおらず、太陽はかなり高い位置に留とどまったままだ。

　せっかくの日曜に薫が遊びに来ているというのに、あすなろ園で寿美子から純菜のことを聞いて以来、響はずっと部屋に閉とじ籠こもったままだった。普ふ段だん何も考えない奴が珍しく考え込んでいるので、透は放っておくことにした。

　ガラガラと窓の開く音のあと、カーテンをめくって響が姿を現した。

「……お待たせ」

　響は苦笑いを漏らしながら部屋に入ってきた。

「ごめんね。せっかく遊びに来てたのに」

　透は、薫と桃には今回の件けんに関してあらかた状じよう況きようを説明していた。事件はほぼ解かい明めいされてしまい、透たちがこれ以上首を突っ込む余よ地ちはなかったからだ。そう思っていたのだが、響は違ちがったようだ。

「それで？　どこまで調べは進んだの？」

「調べ？」

　何を言ってるんだと透はきょとんと響に聞き返した。薫はなぜかおかしそうに笑っている。

「あんた、まさかこれで全すべて終わったなんて思ってるんじゃないでしょうね」

「いや、終わっただろ。後は株かぶ価かが持ち直すのを待っていればいい」

　土地を買い戻もどすには資し金きんが必要だが、それは株を売ればいい。幸いなことに十二社のうち何社かは値ねを戻し始めていた。

　前の園長に関する事件の方は、携たずさわった本人たちが殺害を自白していた。本原は取調べに対して、自分が園長を突き飛ばしたと素す直なおに犯はん行こうを認みとめているそうで、純菜の手紙は本人による自筆のものだと鑑かん定てい結果が出されたそうだ。

「そんなの、裏があるに決まってるでしょー」

　響はそんなものも見み抜ぬけないのかと、呆あきれたように鼻を鳴らした。

「根こん拠きよはなんだよ」

　呆れたいのはこっちだと、透がやや憮ぶ然ぜんとなって聞き返すと、響は自信満々に何の根拠にもならない答えを返した。

「女の勘かんよ」

「野生の勘の間違いじゃないのか」

　すかさず透がまぜっかえす。響の拳が飛んできたが、透は床ゆかを蹴けって椅い子すを滑すべらせて避よけた。

「ふんっ。で、純菜ちゃんはどこよ」

　響は透たちを見回した。当然、もう居い場ば所しよは突き止めているんでしょと言わんばかりだ。透は薫と顔を見合わせて肩かたを竦すくめた。桃は相手にしてられないとばかりに、面めん倒どう臭くさそうに欠伸あくびをしながら耳の後ろを前足で搔かいている。

「まったく、あんた今まで何やってたのよ。使えないわねー」

　響は自分のことを棚たなに上げて、ぶつぶつと文もん句くを言った。

「やれやれ、貧びん乏ぼうくじを引かされるのはいっつも俺おれだ」

「要よう領りようが悪いだけでしょっ」

　響が滅め茶ちや苦く茶ちやなのはいつものことだが、それにいちいち応こたえるのも馬鹿らしい。相手にしてられないと透は無む視しすることに決めたが、ちょうどタイミングよくというか、悪くというか、透と響の携けい帯たいにメールが入った。お互たがいの身体からだからブルブルと震ふるえる音がする。嫌いやな予感がした。前にもよく似にたことがあったことを思い出す。

　思った通り、エクスプローラーからの緊きん急きゆう依い頼らいだった。透はモニターの前に移い動どうすると、慣なれた手つきで素す早ばやくキーを叩たたいた。響はあのときと違って、透が依頼画面を呼よび出すのを待っている。レスポンス良く一いつ瞬しゆんで表ひよう示じされた画面に、透たちは釘くぎづけになった。





『一、あすなろ園　川かわ内うち純菜の身み柄がらを至し急きゆう拘こう束そくのこと

　一、対象者は自殺の恐おそれあり

　一、対象者の所持品も合わせて無む傷きずで確かく保ほすること

　一、報ほう酬しゆうは対象者が持ち逃げしたと思われる品の資産価か値ちの一割とする

　一、なお、対象者が持ち逃げしたと思われる所持品については、添てん付ぷ資料を参照のこと』






「なんだ、こりゃ」

　透と響はモニターを凝ぎよう視ししたまま、あんぐりと口を開けて固まった。その様子を怪け訝げんに思ったのか、薫も横からモニターを覗のぞき込んだ。

「……これ、依頼者は誰だれよ？」

　我に返った響が透の耳元で言った。胡う散さん臭くさい、という思いが如によ実じつに表れている声だった。依頼人の詳しよう細さい情じよう報ほうを呼び出して確かく認にんしたが、透の見知らぬものだった。だが響はこのアカウントに見覚えがあるらしい。

　透は自作のデータベースファイルを開いて、この依頼者が過か去こに出した案件を呼び出した。頻ひん繁ぱんに依頼を出しているようで、検けん索さく結果がずらりと表示された。その中に、響が先日請うけ負った仕事があった。例の株価操そう作さの疑うたがいがかけられている案件の一つだった。

「どういうことよ、これ」

「俺が知るわけないだろ」

　透は面倒臭そうに投げやりに答えた。

　純菜が持ち歩いているらしい歴史的骨こつ董とう価値のある所持品とは、江戸時代後期にロシア人宣せん教きよう師しが持ち込んだロザリオだった。添付資料が正しければ、確たしかに数億円の価値がある代しろ物ものだった。とは言ってもそれは、ロザリオそのものに価値があるのではなく、ロザリオの中央に嵌はめ込まれたファンシーカラーダイヤモンドのせいだ。ブルーダイヤと呼ばれる天然のカラーダイヤモンドの一つで、大変に希少なものらしく、市場に出回ることもほとんどないらしい。

「あのクロス、サファイアじゃなかったんだ。色がちょっと薄うすいかなとは思ったんだけど」

　響は純菜が実じつ際さいにそれを首から下げているところを見ているらしいが、特に高価なものであるとは気がつかなかったようだ。純菜自身も母親から貰もらったというだけで、それが貴き重ちようなものとは気づいていないようだったと言っている。この依頼者の言うように持ち逃げしたものなら、無む造ぞう作さに首から下げていたりはしないだろう。資産価値が数億円？　胡散臭いにもほどがある。あまりに都合よく出てきたお宝たから話に、透の嗅きゆう覚かくが怪あやしさをぷんぷんに感じている。

　だが依頼者は、これを緊急扱あつかいで出しているのが腑ふに落ちない。エクスプローラーの緊急依頼はそれだけでもかなりの金がかかるのだ。イタズラで出せるような金きん額がくではない。

「土地転がしに株価操作ときて、偽ぎ装そう殺人の次が、急に表に出てきた歴史的骨董品だろ。……なんかさあ、あまりに場当たり的過すぎないか？」

「場当たり的？」

「なんて言うか……」

「流れが一いつ貫かんしていない？」

　薫が小首を傾かたむけながら口を挟はさんだ。

「そう、それ」

　薫の言う通り、一連の事じ件けんの繫つながりが酷ひどく不自然なのだ。事件にかかわっていなかった薫からだと、余よ計けいにはっきりと見えるのだろう。目的がみんなバラバラの方に向いている。もしかしたら一見関連があるように見えて、実は別々の出来事が一度に起きているだけなのかもしれない。透たちはとんだ思い違ちがいをしている可か能のう性せいもある。辻つじ褄つまの合わないことだらけだった。

「それよりも俺は、タイミングの方が気になるな」

　土地転がしと株かぶ価か操作の関連が発覚した途と端たん、偽装殺人が表おもて沙ざ汰たになって、犯人の目め処どがついた途端にこのお宝話だ。

「この子がいなくなったことが発覚してすぐにこの依頼が出された。クロスのダイヤが本物かどうかは別にしても、これで多くの奴やつらが捜そう索さくに乗り出すわけだ。当然俺たちも捜すことになる……のかな？」

　別に透は手を引いても構かまわないのだが、これは響次し第だいだ。

「当たり前でしょ」

　ロザリオ云うん々ぬんは別にしても、このように施し設せつの子こ供どもの自殺を仄ほのめかされたら、響が放っておくはずがない。そしてそれにつき合って透たちも動くことになるだろう。

「うーん……。でもやっぱり引っかかるなあ」

「何がよ」

「なんて言うか……上う手まく言えないけど……」

「遊ばれてる感じがする？」

　再ふたたび薫がぽつりと言う。

「そうっ。まさにそう。薫ちゃん、センスあるよ」

　透が褒めると薫は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。物事の渦か中ちゆうにいるとなかなか気がつかないことでも、俯ふ瞰かんから眺ながめてみると別の何かが見えてくることは多い。今回は最初から、なんだか見えない視線を肌はだに感じているのだ。薫は不ふ穏おんな臭においを感じているといったところだろうか。

「遊ばれてるって誰によ？」

「それはまだわかんないけどさ。とにかく今回の件は不自然なことが多いってのは、頭の隅すみに入れておいて損そんはないよ」

　響はまだ釈しやく然ぜんとしない様子だったが、珍めずらしく透の忠ちゆう告こくには素す直なおに頷うなずいた。




　　　　§３




　純菜と亮りよう輔すけの両親は数年前に離り婚こんし、二人は母親と三人でアパート暮ぐらしをしていたのだが、半年前に純菜の母親は、子供たちを置いて男と行方ゆくえをくらませた。数ヶ月間の家や賃ちんが前まえ払ばらいされており、更さらに当とう座ざの生活費として数十万円だけが残されていたそうだ。もちろんそれだけでは生きていけないので、純菜と亮輔は施設に入所することになったのだが、アパートは純菜の希望でまだ引き払っていないそうだ。もしかしたら母親が戻もどってくるかもしれないと、希望を残しておきたかったのだろう。確かく認にんのためか純菜はそのアパートにときおり帰っていたそうなので、もし失しつ踪そうの手て掛がかりがあるとしたらそこだろう。

　自殺の可能性もあるので、時間が惜おしいこともあり、今回は二手に分かれて行動することにした。手掛かりを探さがすのなら薫の能力が一番適てき任にんなので、護ご衛えいとして透と桃がアパートにつき従したがうことにし、響はこの案件の依い頼らい人に詳しよう細さいな情じよう報ほうを聞きに行くことになった。

　透と響は、薫に口が酸すっぱくなるほど仕事に関しての注意点を言い聞かせたが、それでもまだ不安は残った。普ふ段だんは聞き分けのいい素直な子なのだが、一度思い込むと、響以上に突っ走るようなところがある。どうかそんな場面はこないようにと祈いのるしかない。




　マンションを出たところで、椎しい名な総そう一いち郎ろうから連れん絡らくが入った。先日依頼した多た摩ま開発プランニングについての詳細がわかったという電話だった。ただ、総一郎は薫の電話番号と交こう換かんだと言うので、それなら今から一いつ緒しよに合流してちょっとつき合ってくれないかと頼んでみた。総一郎の情報収しゆう集しゆう能力はかなり役に立つ。薫も一緒にいると言うと、躊ちゆう躇ちよなく引き受けてくれた。

　純菜のアパートの最も寄より駅で待ち合わせると、既すでに総一郎は先に来て待っていた。いつものようにガムを嚙かみながら、人懐なつっこく笑っている。

　なんだかそのがっつき振ぶりが微ほほ笑えましかった。物事に対する執しゆう着ちやく心しんが薄い透は、不思議なものを見るような感覚だった。

「ほらよ。大まかなところはこれで摑つかめるはずだ」

　そう言って総一郎は透に大型の封ふう筒とうを手て渡わたした。中には数枚まいのレポート用紙と組員らしき男たちの写真が入っていた。

「さんきゅ。助かったよ」

　透はパラパラと目を通しながら礼を言った。桃が透の肩かたに飛び乗って、レポートを覗のぞき込こんできた。かなり重かったが、振り落とすまではしない。総一郎が桃に驚おどろいていたが、面めん倒どうなので説明はしなかった。

　多摩開発プランニングは、指定暴ぼう力りよく団だんである関東龍りゆう神じん会かい傘さん下かの吉よし澤ざわ組の、そのまた傘下である北ほく勝しよう会のフロント企き業ぎようとして、不動産ブローカーのような合法的活動を行っている会社だった。社員数は十一名で、社長を始めみんな若わかい男たちばかりで構こう成せいされている。男たちの経けい歴れきを見てもみな素す性じようの綺き麗れいな者ばかりで、響の睨にらんだ通り、バックの暴力団の威いを借りた狐きつねに過すぎない団だん体たいと言って差し支つかえはなかった。

　土地を購こう入にゆうしたいずれかの者が、この会社に地上げを依頼したはずだが、さすがにこのレポートには取引先までは網もう羅らされていない。

　レポートに見入っていると、右みぎ脇わきを薫に突かれ、左脇を総一郎に突かれた。総一郎は恨うらめしそうに、薫は不ふ審しんそうに透を見ている。

「ああ、そうだった。えーと、この前学食でも会っただろ。こいつ同じクラスの椎名総一郎と言って、耳の早い奴なんだ。ちょっと調べ物をしてもらっててさ」

「あの、こんにちは」

「こ、こちらこそ、こんにちは。よ、よろしくお頼たのみ申します」

　総一郎のヘンテコな挨あい拶さつに思わずズッコケそうになった透だったが、薫はおかしそうに笑った。透は総一郎に知り合いの部屋に行くから、ちょっとつき合えと言った。総一郎はその言葉を何も疑うたがいはしない。

　目的地に向かう間、総一郎はしきりに薫にアプローチを仕掛けているようだったが、どうも空回り気味だった。興こう奮ふんして話しまくる総一郎に、薫は困こん惑わくしたように相あい槌づちを打っている。先を歩く透は、なんとなく背せ中なかに総一郎から助けを求めるような視し線せんを感じたが、敢あえて会話に参加する気はなかった。紹しよう介かいすることは約束したが、さすがにその先までの面倒は見切れない。

（それより気がついているか？）

　桃がテレパスで透に話しかけてきた。透は無言で頷く。目的のアパートに近づくにつれて、周囲から嫌いやな雰ふん囲い気きを感じ取っていて、そちらに注意を払はらわざるをえなかったのだ。

　ポツンと道路に停とめられた不審な車。大通りからは二本も中に入っているというのに不自然に通行人の多い路地。全身に絡からみつく粘ねばつくような視線。

　彼らに行動の統とう一いつ性せいがないところを見ると、破は格かくの報ほう酬しゆうに引き寄せられてきた有象無象のエクサーたちとみて間ま違ちがいない。純菜の手掛かりを求めてやってきたのだろう。

　アパートから少し離はなれた場所には、黒のメルセデスが幅はばの狭せまい道路に停まっていた。車中には明らかに堅かた気ぎではないと思われる男たちが待機していて、透たちを観察していた。

「雰囲気悪いな」

　総一郎が眉まゆを顰ひそめて透に囁ささやいた。素人しろうとの総一郎でもわかるくらいなので、近所の住人たちもこの威い圧あつ感を味わっているはずだ。住人から通報でもあったのか、自転車に乗った巡じゆん回かい中の若い巡じゆん査さが、透たちを不ぶ躾しつけに眺めながら通り過ぎて行った。

　二階建てのアパートを外から観察したが、ドアの前には誰も張はりついていない。部屋は八部屋あったが、学生らしき男が一人ベッドで眠ねむっている部屋以外は全すべて留る守すだった。

　純菜の部屋は二○五号室ということだったので二階の一番奥おくの部屋に違いない。もちろん部屋の中には誰もいない。

　透は桃にドアを指差しながら顎あごをしゃくった。

（やれやれ、人ひと遣づかいが荒あらい奴やつだ……。鍵かぎを開ければいいのだな？）

　透が無言で頷うなずくと、桃はトコトコとアパートの裏うら手てに回り込んで行った。換かん気き扇せんの穴あな辺りからネズミでも侵しん入にゆうさせて鍵を開けさせるつもりなのだろう。家の鍵は単たん純じゆんな構こう造ぞうなので、命令通りに動けばネズミでも開けられる。
















　階段を上がって二○五号室のドアの前まで来ると、外をうろついていたエクサーやメルセデスの中で待機していた男たちがじりじりと集まりだしたのがわかった。

　呼び止められる前に透たちは部屋の中に侵入した。目め敏ざとい総一郎が鍵が開いていたことを不審がったが、透も薫もそれには何も答えない。

　ドアを閉しめて鍵をかけると、透たちは早さつ速そく家や捜さがしを始めた。

「……お前ら何やってんの？」

　さすがに透たちの行こう為いを不審に思った総一郎が、胡う散さん臭くさげに言った。

「まだ説明してなかったっけ？　この部屋の持ち主がさ、しばらく前から失踪してるんだよ。それで、その手掛かりを求めて家捜ししてるとこ」

「……お前、最初から俺を巻まき込むつもりだったんだろ」

　総一郎の声が険けん悪あくなものになる。普段はにこにこと人好きのする表情を崩くずさない奴だが、今は明らかに透に対して不信感を露あらわにしていた。

「あー、まあ、そういうことだ。悪いな。今はとにかく時間が惜おしくてさ。他ほかに頼たよれる奴はお前しかいなかったんだよ。お前の情じよう報ほう力りよくってプロと比くらべても劣おとらないくらい凄すごいからさ」

「プロと比べてって、プロを知ってるような口振ぶりじゃねーか。お前、何者なんだ。前からおかしな奴だとは思ってたが、外の連中といい、ちょっと普通じゃねーぞ」

　透は総一郎を持ち上げたが、それでも総一郎の怒いかりは収おさまらないらしい。激はげしく敵てき意い剝むき出しで透を睨にらみつけてきた。薫がおろおろと透と総一郎の間に立って交こう互ごに顔を見やったが、総一郎は薫を見ようともしない。両りよう拳こぶしをきつく握にぎり締しめて今にも透に飛びかからんばかりだ。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気が辺りに立ち込める。

「……なんてな」

　そう言って総一郎は全身に張り詰つめさせていた力を抜ぬくと、普段の人懐なつっこい笑えみで透に近づき肩かたを軽く小こ突づいた。

「スルーを騙だました俺の演えん技ぎ力も、大したもんだろ？」

「っっっ!!」

　今度は透が目を剝く番だった。咄とつ嗟さに身体からだを捻ひねって手を振り払はらうと、薫を背せ中なかにガードするように総一郎から距きよ離りを取った。

「……何で知ってる？」

　ポケットの中のスタンガンに手が伸のびた。透は姿し勢せいを低くして身み構がまえた。

「なぜなら俺もエクサーだからだよ。先せん輩ぱい」

「は？」

　意外な返事に思考が一いつ瞬しゆん止まる。それを見て総一郎はニヤリと笑った。だが透は笑えない。薫は不安そうに、透のシャツの背中を摑つかんだ。

「あれ、いつだったかなあ。去年の終わり頃ごろだったかな。お前と水みな瀬せ先輩について知ってることを聞かせてくれって話が、複ふく数すうの奴らから立て続けに舞まい込んできてさ。そのときから興きよう味み持ってたんだよ」

「去年の終わり頃？　ああ、あれか……」

　響のとばっちりを受けて、霧生きりゆう玲れい子こからエクスプローラーに透と響の情報を求める依い頼らいが出されたことがあった。恐おそらくそのときのことを言っているのだろう。何人かのエクサーが、当時から事情通だった総一郎に接せつ触しよくしたに違いない。

「あれで、エクスプローラーなんていうおかしな団だん体たいがあることを知ったんだよ。凄すご腕うでのＳ級エクサー、スルーとエコーの名もな。名前ですぐにピンときたぜ、お前らのことだって」

「…………」

「いつか切り出そうとは思ってたんだけど、エクサーのことは隠かくしてるみたいだったし、敢えてこっちから言う必要もないかと思ってさ」

「……本当にエクサーなのかどうかはまあいい。後で里さと美みに聞けばわかることだし。それよりもエクサー絡がらみの仕事だとわかってながら、俺おれたちについてきた理由はなんだ？　薫ちゃんを紹しよう介かいしろってのはただの口実だったんだな？」

「いんや、そっちはマジで本気。こっちはただの好こう奇き心でついてきただけさ。表札に川内って出てたから、例の行方ゆくえ不明者捜しの件けんで来たんだろ？　んであわよくば俺に手伝わせる気でいたんだな？　オーケー、なんか面おも白しろそうだし手伝ってやるぜ」

　総一郎はますます興味深そうに言った。この好奇心の強さが、総一郎の情報収しゆう集しゆう能のう力りよくの源みなもとなのだろう。だが、その好奇心を自分に向けられては、透もあまりいい気分はしない。

　透は薫にどう思うか横目で聞いてみた。

「うーん……、噓うそは言ってないと思うけど、本当のことも言ってないような感じ。でもとりあえず悪意は感じないです」

「おっ、薫ちゃん鋭するどいね。人を見る目は確たしかみたい」

　総一郎は実に楽しそうだった。その様子に透は次し第だいに緊きん張ちよう感が削そがれていく。薫が確かなのは目じゃなくて鼻だけどなと内心呟つぶやきつつ、透は総一郎を受け入れることにした。もっとも、信用したわけではない。敵ではないと見み做なしただけだ。

　予想外の展てん開かいに多少驚おどろいたが、状じよう況きようは変わらない。純菜の行方に関する手て掛がかりを探さがしだすことが当面の目標だった。




　あらかた家捜しを終えたが、残念ながら行き先に繫つながるような決定的なものは見つからない。

「どう？　なんか感じるか？」

　透は総一郎に聞かれないように薫の耳元で囁ささやいたが、薫は首を横に振った。薫は先ほど総一郎に悪意を感じないと分ぶん析せきしてみせたように、悪意や好意など人の感情まで匂においで感知することが出来る。強い感情ほど匂いはその場所に残るそうなので、過か去こに起きた出来事もある程てい度ど探さぐることが可か能のうだった。

　だが、ここには特に気になるような匂いは感知出来ないとのことだった。純菜と、恐らく母親と亮輔のものと思われる匂い以外はほとんどしないそうで、ここに頻ひん繁ぱんに誰だれかが訪おとずれていた形けい跡せきはないらしい。本もと原はらは妻さい子しがいるので、純菜と逢あい引びきするならこの部屋がメインになったのではないかと思っていたのだが予よ測そくが外れた。

　ただ手紙や年ねん賀が状じよう、中学時代のアルバムなどはそのまま残されていた。自ら姿すがたを消したわりに、こういうものを残していくのは多少不自然と言える。

「俺ならやばいものは全部処しよ分ぶんしていくけどなあ」

　アルバムを眺ながめていた総一郎が、腑ふに落ちないよというように首を傾かしげている。手掛かりが多過すぎて、どこから取りかかればいいかわからないのだろう。

「逆ぎやくに言えば、そういうところに逃にげるつもりはないってことなんだろ」

　もしくは姿を消したのは、逃げることが目的ではなく、自殺が目的なのかもしれない。

「じゃあ俺らにはお手上げじゃねーか」

「そうでもない。大した物じゃないけど、結けつ構こう色々な物が見つかった」

　透はユニットバスで見つけた歯ブラシや石せつ鹼けんに、タンスから抜き取ったタオル、玄げん関かんに置かれた簡かん易いスリッパを手に持って示しめした。

「これがどうかしたのか？」

「これ、全部どっかのホテルの備び品ひんだな。他にも棚たなにまだいっぱいあった」

「ぷっ。いるよな、そういうケチくせえ女」

「倹けん約やく家って言ってやれよ」

　口の悪い総一郎に、透は苦く笑しようを返しながら、薫にそれらの匂いを嗅かがせた。

「うん、全部同じところの物みたいです。あの園長だった男の人の匂いも僅わずかに残ってます」

　薫は透の耳元で囁いた。透はその返事に満足すると、今度はそれらを総一郎に差し出した。

「これの出所を調べてくれよ」

　歯ブラシにも石鹼の包み紙にも、タオルにもホテルの名前は記されていないが、メーカー名と商品名は記されている。総一郎になら納のう入にゆう先のホテルを割わり出せるかもしれない。

「人間ってさ、逃げるときってなぜか土地勘かんのあるところに行くんだよ。それか知り合いのいるところ。逃とう亡ぼう中の不安を少しでも拭ぬぐい去ろうとして無む意い識しきに安心感を求めるんだ」

「詳くわしいじゃねーか」

「ただの経けい験けん則そくさ。多分このホテルではないにしても、その近くにいるんじゃないかって思うんだ。可能性はそれほど高くないけど」

「なるほど……。わかった、一いち応おう調べてみる」

　総一郎はどこかに電話をかけ始めた。ついでに部屋の隅すみに置かれていたパソコンを勝手に立ち上げて触さわっている。

「でも、この純菜ちゃんさあ、お宝たからを持ち逃げしたってのはいいけど、それからどうするつもりだったんだろうな」

　総一郎が電話をかけている間、手持ち無ぶ沙さ汰たの透と薫は、カーペットの上に腰こしを下ろした。

「海外に高飛びして捌さばくつもりでもないようだし、いつまでも逃げ回ってるわけにはいかないと思うんだよな。依い頼らいのタイミングもそうだったけど、この失しつ踪そうそのものもやっぱりどこか不自然だ。……ロザリオ……ねえ」

「もしかしたら純菜さんは別の誰かに拉ら致ちされたというのは考えられないですか？」

　薫は幼おさなさの残る顔で、眉まゆ根ねを寄よせて考え込こんでいる。

「んー、でもこの依頼人は彼女が持ち逃げしたと断だん定ていしてるんだよな。そう確かく信しんする証しよう拠こなり状じよう況きようなりがあったってことだ。まあ、依頼人が噓をついてる可能性もあるけど」

　そう言って肩かたを竦すくめた透だったが、さすがにそこまでいくと、もう何を基き準じゆんに判はん断だんしていいかわからなくなる。

　桃がベランダから窓まどをこつこつと叩たたいた。気づいた薫が鍵かぎを開けて桃を迎むかえ入れた。

（すっかり囲まれているな）

　多くのエクサーが透たちが出てくるのを外で待ち構かまえていた。メルセデスに乗った荒あら事ごとに慣なれていそうな連中もまだ移い動どうしていない。

「一応、エクサー同士の争いは御ご法はつ度とだからな。乱らん暴ぼうなことはしてこないとは思うが……。問題はあのメルセデスの連中だけど、まあこんな住じゆう宅たく街がいでいきなり襲おそってはこないよ」

「いざとなったら警けい察さつに頼たよってもいいですしね」

「あのね、薫ちゃん、一応俺たちも不法侵しん入にゆう者しやなんだよ」

「あっ、そうでした」

　薫はぺろっと舌したを出して笑った。しっかりしているようで、こういう抜ぬけたところがあるのは響とよく似にている。もっとも響は抜けたところの方が多過ぎるのだが……。

　薫をエクサーとして一人立ちをさせるには、やはりまだ早過ぎる。

「よし、わかった」

　携けい帯たいを切った総一郎が、にんまりしながら走り書きしたメモをひらひらさせた。透が手を差し出すと、総一郎は透にではなく薫にそのメモを手て渡わたした。

「もう？」

　薫が目を丸くして驚おどろいている。

「情じよう報ほうってのはスピードと正確さ、この二つが揃そろわなければ価か値ちはないのさ。都内のホテルでこの歯ブラシ、石鹼、タオル、スリッパと四つとも納のう入にゆうしているのは一いつ箇か所しよしかなかった」

「すごーい、椎名さんって物知りなんですね」

「違ちがう違う。情報屋の仕事ってのは、物知りなんじゃなくて、誰がどの情報を持っているのかを出来るだけ多く把は握あくしておくことなんだ。お勉強して知ち識しきを蓄たくわえるのは他人に任まかせとけばいい。俺はその情報を管理するってわけ」

　総一郎は得意そうに胸むねを張はった。

「ヒモみたいな奴やつとも言うがな」

「うるせえよ」

　茶ちや化かした透に憮ぶ然ぜんとなった総一郎だが、すぐににんまりと人懐なつこそうに笑った。人に警けい戒かい心しんを与あたえないこの物もの腰ごしも、情報屋としてやっていく総一郎の大きな武ぶ器きになっているに違いない。

「じゃあ行くとするか」

　透がベッドから立ち上がると、総一郎はコンビニの袋ふくろに歯ブラシやタオルなどを詰つめ込んだ。

「持って行くのか？」

「あのな、情報ってのは独どく占せんしてこそ価値が上がるんだよ。他の奴らに手て掛がかり残してどうするんだよ」

「それもそうだな」

「おいおい、しっかりしてくれよ。Ｓ級エクサーさんよ」

　総一郎の軽口に、透は苦笑いを堪こらえながら立ち上がった。行き先は新宿西口。あの辺りのビジネスホテルをしらみ潰しに当たれば、上う手まくいけば純菜を見つけられるかもしれない。そして透たちの能のう力りよくを以もつてすれば、それは大した労力ではなかった。
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　透たちとは別行動の響は、しばらく前にとあるベンチャー企き業ぎようの機き密みつ情報を入手するよう依い頼らいしてきたクライアントのもとに出向いていた。川内純菜の件けんの依頼人でもあるからだ。

　中央線荻おぎ窪くぼ駅裏うらにある薄うす汚よごれた雑ざつ居きよビルの一室に、その探たん偵てい事じ務む所しよがあった。この依頼人、自分の手に負えないような仕事をエクスプローラーに回すことが度たび々たびあって、今までにも何度か響は仕事を請うけ負ったことがあった。エクスプローラーの存そん在ざいを知らない客から依頼を受けるだけ受けて、エクスプローラーに丸投げするというやり口はあまり褒ほめられたものではないが、自分が損そんをしないのであれば別に構かまいはしなかった。

　所長の男は醜みにくく太った中年の冴さえない親おや父じだった。響の肢し体たいを嘗なめ回すような視し線せんには閉へい口こうしたが、金払ばらいはよかったので我が慢まん出来ないほどではない。これでもかつては新しん宿じゆく署しよの生活安全課にてブイブイ言わせていた敏びん腕わん刑けい事じだったという話で、脛すねに傷きずのある住人たちから賄わい賂ろを受け取っていたことを密告されて、自主退たい職しよくに追い込まれたと聞き及およんでいる。

　その後は刑事時代の人脈を生かして探偵事務所を開いたということだったが、事務所の様子を窺うかがう限かぎりでは経けい営えいの方は順調なのだろう。外観の薄汚れたビルの内部とは思えないほどに、調度品は一通り揃っていた。重じゆう厚こうな本ほん棚だなが二つ壁かべ際ぎわに並ならんでおり、仕事関係と思おぼしきファイルがぎっしり詰まっている。反対側の壁には印象派はの絵画が二点、額がく縁ぶちに入れられて飾かざられており、観葉植物にもきちんと水がやられているようだった。窓も定期的に拭ふいているようで、ヤニで黄色く変色しているようなこともない。目の前の男は案外几き帳ちよう面めんな性せい格かくなのか、掃そう除じ人でも雇やとっているのだろう。

「さっさと教えなさいよっ」

「いや、そうは言ってもねえ、響ちゃん。この世界はぁ、信用で成り立ってるってのはわかってるはずでしょお」

「だから、今は一いつ刻こくを争うときなんだって言ってるじゃないっ。人命がかかってるのよっ」

　先ほどから何度も同じことの繰くり返しだった。どんなに響が強きよう硬こうに迫せまっても、のらりくらりと語ご尾びを延のばす癇かんに障さわる口調で、なかなか教えようとはしない。

「個こ人じん情報保ほ護ご法ほうなんてものも出来たじゃなあい？　ウチとしても気を遣つかってるわけよお」

「そんなわけないでしょっ。あの法ほう律りつって確たしか五千人以上の情報を持っている会社にしか適てき用ようされないはずよっ。あんたのとこが五千人も客がいるなんて思えないわね」

　助手を何人も抱かかえて、手広く事業展てん開かいしているようでもない。日本の探偵事務所は、アメリカのように公的資し格かくが必要なわけでもなく、法律で守しゆ秘ひ義ぎ務むを課せられているわけでもないので、その気になれば顧こ客きやくの個人情報を漏もらしても罪つみにはならないのだ。

「だからあ、信用が一番なんだって言ってるじゃない」

「別にあんたから聞いたなんて言わないからいいでしょっ」

「だけどもしばれたら、僕ぼくのところに、仕事来なくなっちゃうよお。そしたら響ちゃん、僕のこと養ってくれるの？」

　男の嫌いやらしい目が響の全身を上下にねっとりと嘗なめ回した。思わず二の腕うでにぞわぞわとした鳥とり肌はだが立ち始めて、響はあまりの気色悪さに顔を顰しかめてしまった。交こう渉しよう相手にそれは不ま味ずいということはわかっていたが、顔に出てしまったものはしょうがない。

　だが男は特に気を悪くした様子もなく、嫌がっている響をニヤニヤ見つめながら、何本目かのタバコに火をつけた。

「…………仕方ないわね」

「ごめんねえ。力にはなってあげたいんだけどねえ」

　少しも悪いとは思っていない様子で、男は椅い子すにふんぞり返った。

「話し合いが通じないなら……、実力行使に訴うつたえるまでよっっ!!」

　響は男を怒ど鳴なりつけると、絵画の額縁を入り口ドアの方に力任まかせに蹴け飛とばした。金庫の隠かくし場所は調べがついている。額縁は凄すごい勢いきおいで回転しながら飛んでいった。そして壁にぶち当たると、派手な音を立ててバラバラに砕くだけた。どうせレプリカに決まっているので、弁べん償しようを求められても踏ふみ倒たおせばいい。

　そして額縁のかかっていたところから、壁に仕込まれた耐たい火か金庫が現あらわれた。

「なっ、あ、おいっ」

　所長は慌あわてて立ち上がったが、それでもまだ余よ裕ゆうがあるのか、こちらに来ようとはしない。

　響は扉とびらのダイヤルに手を伸のばした。唇くちびるを歪ゆがめて笑えみを漏らす。

──左に二回、右に四回、左に三回

　この手のダイヤル錠じようは、響にとってはかかっていないも同然だった。ギアの嚙かみ合う音に注意していれば、どこで手を止めて反転させればいいのかすぐにわかる。

───カチリ

　最後のギアが嚙み合うのを聞き取ってハンドルを捻ひねった。あっさりと耐火金庫の扉が開き、響は中に収おさめられていた大き目のクリアファイルを取り出した。

「あーっっ!!」

　ここにきて初めて所長は大声で叫さけび声を上げると、ドタドタと駆かけ寄よってきた。

「なんでダイヤルを知ってるんだっっ!!」

　叫びながらタックルを仕掛けんばかりに飛びかかってきたが、もちろん響は軽かろやかに身をかわして男から距きよ離りを取った。男は太った身体からだが災わざわいして響の身体に触ふれることさえ出来ない。

　ファイルをパラパラと捲めくって依頼のワークシートに目を走らせた。該がい当とうする依頼は、ファイルの一番後ろに収められていた。依頼人は聞いたこともない名前だが、響はその用紙を抜ぬき取ると、クリアファイルを所長に投げつけた。

「かっ、返せっっ!!」

　所長は顔を真っ赤にさせてドアの前に立ち塞ふさがった。響を捕つかまえることは無理と判はん断だんして、逃にげ道を塞ぐことにしたのだろう。その判断は賢けん明めいだった。この部屋の出入り口はそのドアしかない。ここは三階で窓まどから飛び降おりるわけにもいかない。

　響は用紙を携けい帯たいカメラで接せつ写しやすると、その用紙もくしゃくしゃにして所長に投げつけた。

「データを消せっ。今すぐ消せっ。さもないとっっ!!」

「さもないと？」

「……響ちゃん、僕はこんなことはしたくないんだよお。でもその情報だけは渡わたせないっ」

　所長はスーツの内側から銃じゆうを取り出すと、響に向けて身構えた。銃口は僅わずかに震ふるえている。真っ赤だった顔は、いつの間にか血の気を失って土気色に変色していた。

「物ぶつ騒そうなもの、持ってるのね」

　所長は片かた手てで銃を構えながら、携帯で電話をかけた。どこかに応おう援えんを頼たのんだのだろう。

「その依頼人は本当にやばいんだ。響ちゃん、恨うらまないでくれよお」

　所長は本当に泣きそうだった。狡こう猾かつで抜け目のない男がこんな顔をするのもなんだか信じられない。調子に乗り過すぎたかなという気がしないでもなかったが、この男をこれほどまでに怯おびえさせるということは、この情報はそれだけの価か値ちがあるということでもある。

「わかったわよ。消すわよ。消せばいいんでしょ」

　響は渋しぶ々しぶ折れたように演えん技ぎをしながら、画が像ぞうを透の携帯とＰＣにメール添てん付ぷして送った。それから画像を携帯のメモリーから削さく除じよする。

「携帯を渡せ」

　響は言われた通りに所長に向かって携帯を放ほうり投げた。放物線を描えがきながら所長の顔めがけて携帯が飛んでいく。所長はそれを受け止めようと、銃を持ったまま両手を伸のばした。

　それを見み逃のがす響ではない。銃口が逸それた瞬しゆん間かんに、足首からナイフを抜き取ると、一気に間合いを詰つめた。所長が響の動きに気がついて慌あわてて銃を向けたときには、響は既すでに所長の喉のど元もとにナイフを突きつけていた。僅かに指先に力を込めると、ナイフの先が所長の弛ゆるんだ皮ひ膚ふに食い込んで一ひと筋すじの血が流れ出た。ナイフ越ごしとはいえ、ぶよぶよの肉体に触れるのは嫌けん悪お感が募つのる。

「銃を捨すてて、両手は頭の後ろにっっ!!」

　響が所長の耳元で怒鳴ると、所長は渋々従したがった。

　響は床ゆかに転がった携帯と銃に手を伸ばそうと屈かがんだときだった。ビルの前に一台の車が急停車する音と、続けて数人の男たちが慌あわただしく降おりる音が聞こえてきた。

　響はこれ以上の長なが居いは、本当に危き険けんだと本ほん能のう的に感じた。男たちの数は三人。足音にも心音にも迷まよいがない。荒あら事ごとに相当慣なれているプロに違いなかった。

……早く逃げ出した方がいいわね

　そのとき所長の捨て身の体当たりが炸さく裂れつした。体重の軽い響はあっさりと弾はじき飛ばされた。駆け上がってくる男たちに気を取られていて、いきなりだったので受身を取る暇ひまもなく後頭部をしたたかに打ちつけた。

　男たちが階段を駆け上がってくる音が聞こえてきた。

……やばいっっ

　くらくらする視し界かいを宥なだめすかしながら立ち上がるのと、ドアが開き、男たちが飛び込んでくるのが同時だった。
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　透の携帯にメールが入ったのは、玄げん関かん口で座すわり込みながら靴くつを履はいているときだった。小こ刻きざみに震ふるえ続ける振しん動どうのパターンは響からのものだ。スニーカーの紐ひもを結ぶ手を止めて、透は携帯メールを開いた。だが件けん名めいにも本文にも何も書かれていない。かなりサイズの大きな写真が一枚まいあるだけだった。

「なんだこれ？」

　携帯のディスプレイでは、それがなんなのか判別出来ない。

「どうしたの？」

　薫が後ろから透の携帯を覗のぞき込んだ。

「響からのメールなんだけどさ、写真一枚きりで何も書かれてないんだ。なんだろ、これ」

「直ちよく接せつ聞いてみればいいだろ」

「そりゃそうだ」

　総一郎の指し摘てきに頷うなずくと、透は響に電話をかけた。だが単調な呼よび出し音が鳴り響ひびくだけで、留る守す電に切り替かわってしまった。

「変だな……出ない」

　透は首を傾かしげつつ、薫と顔を見合わせた。

「響ちゃんになんかあったんじゃ……」

　次し第だいに薫の表情が心配そうに歪ゆがみだす。薫の様子を見ていたら、透まで不ふ吉きつなものが胸むねの奥おくから湧わいてきて、どうしても気になってしまった。透は響のＧＰＳ情じよう報ほうを呼び出して、現げん在ざいの居い場ば所しよを確かく認にんした。荻窪駅裏うらにマークが点てん滅めつしている。

「まあ、あいつのことだから多分大だい丈じよう夫ぶだろうけど」

「なんだよ、お前ら。ヤーさんといい、やっぱりやばいことに首突つっ込こんでんのか？　俺おれたちは大丈夫なんだろうな」

「別に危き険けんな案件じゃねーよ。今だって連れん絡らくが取れないってだけだし、気にし過すぎさ」

　そう、単なる気にし過ぎに違ちがいない。これまでの一連の件にやたら違い和わ感や不自然さを感じることが多いから、少し神しん経けいが過か敏びんになっているだけだ。ネタが割われれば、なあんだと笑い話になるような些さ細さいな捩ねじれに過ぎないはずだ。

「よし、次の場所に向かうかっ」

　透はわざと大きな声で宣せん言げんすると、勢いきおいよく立ち上がった。

　だがドアノブに手をかけて鍵かぎを開けたところで、足元がずんずんと微かすかに振動し始めた。はっとしてアパートの階段に目を向けると、黒塗ぬりのメルセデスに乗っていた男たちのうち、二人がそっと上がってくるところだった。

……なんだ？

　咄とつ嗟さに透は鍵をかけ直すと、続けてドアレバーも倒たおした。そして二人を玄関口から遠ざけた。

　男たちは二階に上がると、足音を殺してこの部屋の前までゆっくりと近づいてきた。

　突とつ然ぜんの透の緊きん迫ぱくした様子に、二人とも異い常じようを察したようで何も口を挟はさまない。

　透は総一郎と薫の靴くつを玄関から持ち上げると、それを履はくように小声で言った。土足になるが、二人とも黙だまってそれに従う。

　厄やつ介かいだった。相手は二人……。それも表情や物もの腰ごしなどの雰ふん囲い気きから察するに、相当に荒っぽいことに慣れているように見える。車の前では残りの男がベランダ側を見み張はっていた。

　階段を上がってきた男たちは、懐ふところに手を入れてドアの両りよう脇わきに張りついた。懐の膨ふくらみ具合がとても気になる。

……くそっ、何なんだ、いきなり

　嫌いやなタイミングだった。実に嫌なタイミングだ。響からの意味不明なメール。そしてその直後の男たちの行動。

　透は口元に人差し指を立てて口を開かないように二人に指し示じすると、続けてドアの両横を指差して男たちがそこにいることを教えた。

　総一郎は顔を引きつらせると、隠かくれ場所でも探さがしているのか部屋の中をきょろきょろ見回した。薫は意外と落ち着いていて、透の指示をじっと待っている。

　問題は相手が何を企たくらんでいるのかだ。ただ透たちに聞きたいことがあるという程てい度どなら、ここは相手の指示に従った方がいいかもしれない。だが危害を加えるつもりでいるのなら、後手に回るのは致ち命めい的だった。相手の意図がわからない以上、先に行動を始めないといざというときに手て遅おくれになる。

　透一人ならスタンガンで強行突とつ破ぱを試こころみてもいいが、相手は恐おそらく銃じゆうも所持している荒事のプロだ。戦せん闘とう経けい験けんのない二人を巻まき込んで戦っても無事に切り抜けられるとは思えなかった。

　やはりここは逃にげることしか考えられない。透はアパートの周囲をぐるりと見回して逃とう走そうルートを探した。

　この部屋の出入り口は三箇か所しよ。玄関ドアとベランダの窓まど、そして出窓だ。玄関は論ろん外がい、ベランダは男が道路から見張っているので、こちらもすぐにばれるだろう。

　となると残るは出窓しかなかった。アパートの端はしにこの部屋が位置しているのが幸いした。隣となりの敷しき地ちまでは一メートルと離はなれてなく、普ふ通つうの庭になっている。地面は柔やわらかい土だった。

……いけるな

　部屋の前の通路は、トタンで周囲を覆おおわれており、隣の様子は見えないようになっている。

　そして隣の庭からは、建物の脇わきを通って表の道路にも簡かん単たんに抜けられそうだった。逃走ルートとしてこれ以上のものは考えられない。あとは実行するタイミングだけだった。

──ピンポーン

　そのとき、部屋のインターフォンが鳴った。総一郎が飛び上がらんばかりに背せ筋すじを伸ばした。

　透は総一郎に、サッシごと窓を取り外すように指示すると、受話器を取った。

「はーい」

　わざとのんびりした声で返事をした。透の意図を察した総一郎は、薫と協力しながら慎しん重ちような手つきで窓まど枠わくを外し始める。

『宅たつ急きゆう便びんです』

……ウソつけっ

「えっ、宅急便？　おっかしいなぁ、誰だれだろ？」

　透は適てき当とうに話を合わせて時間を稼かせぐ。

「誰かここに荷物送ったか？」

「えー、知らなーい」

　薫も負けじと白々しく言い返した。顔は強こわ張ばっているが、まだ余よ裕ゆうがあるようだ。ああ見えても薫はこの半年の間、結けつ構こうな修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたのだ。

「あー、ちょっと待って、いま玄関開けるから」

　窓枠が二枚まいとも外されたのを確かく認にんして、透はインターフォンの受話器を切った。

「よし。椎名、薫ちゃん、俺。この順番で飛ぶから、椎名は下で薫ちゃんをサポートしてやってくれ」

「わ、わかった」

「はいっ!!」

「着地したらすぐに転がって受身取れよ。その方が衝しよう撃げきが逃げるから」

　二階程度の高さで下は柔らかい土とはいえ、下手な降おり方をすれば捻ねん挫ざくらいはしてしまう。総一郎は出窓に足をかけて乗り上がると、ごくりと唾つばを飲み込んだ。僅わずかに足が震ふるえている。

「高いところは苦手か？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　総一郎が強がっているのはわかっていたが、強がれるだけまだ余裕があるということだ。

「行けっっ!!」

　透が背せ中なかを押おすと、総一郎はどさりと隣の庭に落ちていった。ごろんと転がってすぐに起き上がる。その音に気がついた外の男たちが、思った通り懐に隠し持っていた銃じゆうを取り出して何かを叫さけんだ。

　薫が続けて飛び降りると、間を置かず透も飛び降りた。受身を取って衝撃を逃がすと、すぐに飛び起きて二人を確認する。ちょうど総一郎が薫を助け起こすところだった。

「こっちだっっ!!」

　透は二人を先せん導どうして庭を駆かけ抜ぬけると、薫の手を引いて駆け出した。

　すぐにアパートの前に待機していた男が庭を越こえて追ってきた。だがその頃ころには透たちは既すでにかなりの距きよ離りを取っていた。相手は三人しかいないので逃げ切るのはそう難むずかしくはない。

　だがここで予想外のことが起きた。多数集まってきていた他のエクサーたちが、メルセデスに乗っていた男たちに扇せん動どうされたのか、騒さわぎに乗じて透たちを追いかけ始めたのだ。

　獲え物ものの横取りはよくあることでも、エクサー同士では直ちよく接せつ争わないのがエクスプローラーの暗あん黙もくの了りよう解かいごととなっていたはずだが、よくよく考えてみれば、透がエクサーだとは相手は知らないのだ。かつてのように身元を隠してはいないものの、顔はまだまだ知られていない。

　相手は連れん携けいした動きではないので、完全に追い詰つめられたわけではないが、いかんせんあちこちにいる。そのうちに路地を挟はさみ撃うちにされてしまった。咄とつ嗟さに他人の敷地に逃げ込んだものの、段だん々だんと包囲網もうは狭せばまってくる。

　透だけならまだしも、薫と総一郎を引き連れていては、捕つかまってしまうのは時間の問題と言えた。決けつ断だんは早い方がいい。

「二手に分かれよう。俺と椎名で奴やつらを引きつけるから、薫ちゃんは先に新宿に向かってくれ」

「えっ、でもっ……」

「桃っ、薫ちゃんの護ご衛えいを頼たのむっ」

（了解っ）

　透は薫の返事も聞かずに桃に後を任まかせると、総一郎と一いつ緒しよに路地に飛び出した。そしてポケットからスタンガンを取り出すと、わざと人の多い方に向かって駆け出した。
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　透は荻窪駅に降り立つと、もう一度響のＧＰＳ情じよう報ほうを呼よび出した。だが、相変わらずその位置は駅裏うらから動いていない。もう既に何度か電話をかけているが、一向に響は出なかった。

　響らしくない行動だった。響の行動が予よ測そく不能なのは確たしかなのだが、このように意味不明なことは滅めつ多たにない。常じよう識しきからすると支し離り滅めつ裂れつに見えても、自分の不ふ利り益えきになるようなことはしないという一いつ貫かんした法ほう則そくに従したがった行動だから、響らしい行動と納なつ得とく出来る。

　だがこれは違ちがう。響はこういう意味のないイタズラはしない。

「あの人のことだから大丈夫なんじゃないのか。お前の考え過すぎじゃねーの？」

「それならそれでいい」

　透は総一郎に口だけで返事をして、駅裏のビルを片かたっ端ぱしから透とう視しで覗のぞいていった。ＧＰＳ携けい帯たいの地図上では、細かい建物の一軒けん一軒までは区別出来ない。

　川内純菜のアパート近くから薫たちが無事離り脱だつしたのを確認して、なんとか透と総一郎も追ってきたエクサーとメルセデスの男たちを撒まいた。だけど予想外に手間取り、響のメールから既に一時間ほどが過ぎてしまっていた。

　その後、薫を追って新宿に向かうところだったのだが、何度電話をかけても響と連絡が取れない。通り道でもあったので、途と中ちゆう下車して荻窪駅裏に寄よってみることにしたのだ。なぜか無む性しように不安が膨ふくらんで、焦しよう燥そう感が募つのるばかりだった。気が急せいて、喉のどが渇かわいて仕方がない。

　薫は既に新宿に到とう着ちやくしていて、総一郎が割わり出したホテルを中心に捜そう索さくを始めていた。

「薫ちゃん一人に任まかせておいていいのかよ？」

「桃もついてるし大丈夫だろう」

「桃ってあの猫ねこのことだろ。何が大丈夫なんだよっ」

　総一郎が透の肩かたを引っ張ぱった。その拍ひよう子しに透の視し界かいがずれる。

「うるさいっ、ちょっと黙だまってろっっ!!」

「なんだお前……」

　急に声を荒あらげた透に総一郎は呆あつ気けに取られたようで、ポカンとした顔で透を見た。

「あっ、いや、すまん。ちょっとイライラしてた」

　我われに返った透は素す直なおに謝あやまった。自分でも少し頭に血が上り過ぎていると感じたので、大きく深しん呼こ吸きゆうを繰くり返す。

「……なんだよ、そんなに心配なのか？」

「そんなんじゃねーよ。そんなんじゃねーけど……」

「心配してるんじゃねーか」

　途と端たんに総一郎が透を茶ちや化かすようにからかった。

「ふーん、普ふ段だん教室では冷静で落ち着いてるお前がねえ……」

「うるせーな」

　透は総一郎から顔を逸そらした。背せ中なかから嫌いやな汗あせが出てくる。

「よおし、それじゃあ透クンの愛いとしの水瀬先せん輩ぱいを捜さがそう」

　総一郎がニヤニヤしながら透の肩かたをバンバン叩たたいた。透は何も言い返せない。その代わり、総一郎の尻しりを力任まかせに蹴けり飛とばした。総一郎は痛いたそうに尻を撫なでていたが、ニヤニヤ笑いはいつまでも消えなかった。




　駅南口の改札を出てすぐに、透はそれに気がついた。商店街奥おくの古いビルの前に、パトカーが回転灯を回しながら一台停とまっていた。サイレンは鳴っていない。しかもビルの前の道路にはガラスが散さん乱らんしていて、女の人がそれらを箒ほうきで掃はき集めていた。

　チリチリとうなじの辺りがざわつく。

　くすんだ色のその雑ざつ居きよビルは、相当に年季の入った古い建物だが、空きフロアはないようで、全すべて埋うまっている。屋上を見上げたが特に変わった様子はない。

　いや、ガラスが散乱していたということは、どこかのフロアのものだ。視線を下げていくと、ちょうど三階の窓まどの一枚まいが窓まど枠わくだけを残して綺き麗れいに開いていた。中では、私服の刑けい事じらしき男が、包帯を首に巻まいた太った男に事情を聞いているようだった。

　ビル内を透視で隈くまなく捜したが、響の姿すがたは見当たらない。透は商店街に向かって走り出した。透はガラスを掃き集めていたおばさんに何があったのか聞いた。

「女の子があそこから飛び降りたのよ。凄すごかったわよ。ばりーんって音がしたと思ったら、どっかぁーんって女の子が落ちてきて」

「飛び降り？」

　おばさんは上の窓を指差して言った。三階から誰かが飛び降りたらしい。問題はそれが誰なのかってことだ。

「その子はっ？　どんな女の子だったっ？」

「何、あんたの知り合いなの？」

　血相変えて尋たずねる透に、おばさんは怪け訝げんな顔で聞き返した。

「いいから、さっさと教えろよっっ」

　乱らん暴ぼうに言う透にムッとしたおばさんだったが、迫はく力りよくに押されて女の子の姿格かつ好こうを話し始めた。

「破やぶれたジーパンはいてたわね。上はぴったりしたＴシャツみたいなの？　若わかい子はいいわね。あんなに身体からだのラインの出る服が着られて」

　おばさんの感想がずれたところに流れていく。だが今朝マンションを出て行くとき、響もジーンズをはいていたことを思い出して背せ筋すじから嫌な汗が一いつ斉せいに噴ふき出た。

「髪かみは？」

「髪は長くて、多分綺麗な子だったわよ。血だらけだったからわかんないけど」

「血だらけ？」

　思わず大声で聞き返していた。

「そうよ。頭からどくどく血を流してて、大丈夫だったのかしら、あの子。ほら、この染み。あの子の血の跡あとよ。もう凄かったんだから」

　血の気が引く思いだった。総一郎も声を失って固まっている。

「そ、それで、その子は？」

　もう、いてもたってもいられなかった。

「それがねえ……」

「なんだよっっ、早く言えよっっ!!」

　なぜか言いにくそうに目を伏ふせるおばさんに苛いら々いらして、透は叫さけぶように怒ど鳴なった。

「その子、ここに停まってた車の上に落ちてきて、どかーん、ごろごろって感じに道路に転がって、起き上がったと思ったら、血だらけのまま走ってどっかに行っちゃったのよ。信じられないでしょ」

「…………はあ？」

　一瞬、何を言っているのか意味がわからず、意い識しきがショートしかけた。だがその様子を頭に思い描えがくと、なぜか素直に、落ちてきたという女の子の姿が響と重なった。

　響だ。響に違いないと透は確かく信しんした。そんな無む茶ちやをやるのは響しかいない。心配しているのは確たしかだが、なぜか呆あきれた笑えみもこみ上げてくる。

　だが問題は残ったままだ。響はなぜ電話に出ないのか。なぜ透に連れん絡らくしてこないのか。もう一度、響の携けい帯たいのＧＰＳ情じよう報ほうを呼よび出したが、場所はこの近辺から動いていない。携帯を持ったまま電話に出られない状じよう態たい、もしくはどこかに落としたか、誰かに奪うばわれたということだ。

　こんなとき薫がいてくれれば話は簡かん単たんなのだが、いないものは仕方がない。

　話からすると、怪け我がの具合は決して軽けい傷しようとは言えなさそうだ。もしかしたらあのメールは、響が透に助けを求めるために送ったものかもしれない。

「あのさ、その辺のインターネット喫きつ茶さで、この画が像ぞう調べてくれないか」

　透はメモリーチップを携帯から抜ぬき出すと総一郎に手て渡わたした。

「ああ、いいけど、お前はどうするんだ？」

「あいつは多分この近くにいる」

　ちょっと歩き回ってみるつもりだと答えた。

「なんでそう思うんだ」

「勘かんだ」

　そう答えて透は走り出した。




　とっくにこの場所を離はなれてしまったのなら、透に連絡してきてもいいはずだ。窓を破やぶって三階から飛び降りるなんて無茶をやるくらいだから、相当のことがあったに違ちがいない。命を狙ねらわれるほどに誰かに追われていたか、あの三階にはどうしてもいられない理由があったか、何かやばいことをしでかして逃とう走そうしたか、そのどれかということになる。響のことだから、三番目が怪あやしいのだが、いずれにしろ逃にげ切る自信がなければ、響はこんな無茶はしない。無む謀ぼうに見えて相当にしたたかなのだ。だから敵てきに捕つかまっている可か能のう性せいは真っ先に考こう慮りよから外した。

　今この周囲に怪しげな者はいない。もし響を狙う者がいたとしても、警けい察さつが出で張ばってきているので迂う闊かつなことも出来ないのだろう。それは響もわかっているはずだ。それなのに連絡してこないということは、残る可能性は、どこかで動けないで助けを待っているということになる。

「聞こえてるか？　ちゃんと見つけてやるから、感かん謝しやしろよ」

　透は道路脇わきの街路樹じゆに寄りかかると、五十メートル、百メートルと、少しずつ範はん囲いを広げながら全てのスペースを漏もれなく透とう視ししていった。激はげしくこめかみの奥が痛いたみ出したが、気にしている場合ではない。




「いたっっ!!」

　二百メートル先、四方をビルに囲まれた不思議な空間に、倒たおれている響を見つけた。響は倒れてはいるものの意識はあるようで、もぞもぞと身体からだを動かしている。透が自分を見つけたことに気がついたのだろう。

「お前、なんて格好してんだよ」

　響は血止めのためにか、Ｔシャツを脱ぬいで頭に巻きつけており、上半身は裸はだかだった。力なく笑いながら、スケベと口が動くのがわかった。

　白いブラまでが赤く染まっているところをみると、相当の出血をしているらしかった。

「すぐ行くから、もうちょっと頑がん張ばれっっ!!」

　響は素す直なおに頷うなずいた。その様子に透は再ふたたび焦あせり始める。かなり参っているに違いない。

　バラバラに再さい開発が行われた結果、いびつに取り残された土地が、デッドスペースとしてビルの谷間に出来上がったのだろう。隠かくれるにはもってこいの場所に響は倒れていた。その場に駆かけつけると、響を抱き起こした。

「おいっ、しっかりしろよっっ!!」

　透はシャツを脱ぐと、響の肩かたに羽は織おらせた。地面がどす黒く変色していた。これは全て響から流れ出た血けつ液えきなのだろう。

「……遅おそいわよ……」

「一体何があったんだ？」

「……それが……私にもよくわかんないのよねえ……」

　響は大量出血で意識が朦もう朧ろうとしているのか、酒に酔よったような調子で呟つぶやいた。

「でも、あれね……。ガラスを破るのって……映えい画がみたいにはいかないのね……。何箇か所しよも切っちゃってエライ目に遭あったわよ……」

「ああ、ああ、もうしゃべるな」

　頭だけではなく、両りよう腕うでにもざっくりと傷きず口ぐちが開いていた。まだ血は止まっていない。左足首も赤黒く腫はれ上がっていた。捻ねん挫ざか、悪くすれば骨こつ折せつしているかもしれない。よくここまで走って逃げてこられたものだ。

　透は総一郎に電話をかけてタクシーを表通りまで回してもらうように頼たのんだ。総一郎もインターネット喫茶を出てこちらに向かい始めた。

　その直後に透の携帯が震ふるえた。相手は見知らぬ番号だ。

『あなたたち、この件けんからは手を引きなさい』

　電話の相手は里美だった。

「なんだ里美さんか。どうしたんだよ、いきなり」

『忠ちゆう告こくはしたわよ』

　無む機き質しつな機械音声のような声だった。里美のいつもの調子とは違う。

「忠告って、なんか知ってるのか？　それより、島木と連絡取れたのかよ」

『…………彼は……もういないわ』

　長い沈ちん黙もくの後に返ってきたのは、聞き取りにくい小声だった。そしてそのまま通話は切れた。

「……なんなんだ？　手を引けってどういうことだ？」

　さっぱり意味がわからなかった。だが今は、それに考えを巡めぐらせている場合ではなかった。透は響を背せ負おうと、表通りに向かって歩き出した。五月の陽気な暖あたたかさだというのに、響の身体は異い様ようなほどに冷え込んでいた。




　　　　§７




　薫は道路に残された匂においを丹たん念ねんに嗅かぎ取りながら、川内純菜の匂いを探さがした。特とく徴ちようのある匂いではないので、注意していないと見落としてしまう。しかし休みなく歩き回っているうちに、西新宿にあるビジネスホテルはあらかた探し終えてしまった。

　響が大怪け我がをして病院に収しゆう容ようされたと透から連れん絡らくを受けたときは、心配のあまり気が気ではなかった。すぐに薫も駆かけつけようと思ったのだが、幸い響の怪我の具合は命に別べつ状じようはないそうで、治ち療りようが終わり次し第だい、透もこちらに向かうとのことだった。

　いよいよエクサーの仕事として、危き険けんなゾーンに入ってきたように感じている薫だったが、正せい確かくには薫たちも響もあの男たちに襲おそわれたわけではなかった。襲われる直前に逃げ出したという方が正しい。しかも襲われるかどうかはまだ確定した状じよう態たいではなかった。

　どうやら透や響たちにとっては、エクサーの仕事を続ける上ではこの程てい度どのことは日にち常じよう的にあるようで、これはまだ危険の内には入らないらしい。危険だからと言って薫を仕事から遠ざけていたわりに、危険に対する感覚が違ちがうのはなんだか面おも白しろかった。

　薫にとっては今の状態でも十分身が引き締しまる思いだった。だが透によると、最初はそれでいいのだという。自分なりの危険感知ラインはきちんと持っていろとのことだった。少しでも自分の手に負えないと判はん断だんしたなら、躊ちゆう躇ちよなく逃げ出すように、耳にタコが出来るほど言い聞かされている。依い頼らいを成功させることより、無事に生き残ることの方が大事なのだという。何度も死線をくぐり抜ぬけてきた透と響の言葉なので、薫は素直に頷いたものだ。

　念のために桃に頼んで、護ご衛えいの数も増ふやしてもらっている。薫の遥はるか上空では数十羽のカラスが舞まっているが、誰だれもその光景に気がついてはいない。気がついたとしても、それが薫を護衛するためだとは思わないだろう。

　まだエクサーにはなっていない薫だが、いずれエクスプローラーには申しん請せいを出すつもりでいたので、今回はその予行演えん習しゆうと思っている。透や響の役に立てるところをしっかりと見せれば、きっと自分のことも認みとめてもらえるはずだ。

「そうすれば、私だって……」

　薫は響のことが少しだけ羨うらやましかった。

（薫、もっとゆっくり歩いたらどうだ？　そんなんでは、いざというときに疲つかれてしまうぞ）

「あっ、桃ちゃん、ごめん、速かった？」

　薫は立ち止まって桃が追いつくのを待った。

（どうするのだ？　ここらで切り上げるか？　これだけ捜さがしても見つからないということは、あのバカの予想が外れていたということだろう）

「透さんは馬ば鹿かじゃありませんっ」

　薫は口を尖とがらせて桃に言った。桃が不満そうに鼻息を吐はき出すと、薫はくすりと笑った。

（ではどうするのだ？　東口に回るか、もう少し範はん囲いを広げてみるか？）

「えっと、透さんは、逃とう亡ぼうする人は土地勘かんのあるとこに逃にげるって言ってたよね。うー、だとしたら、やっぱり線路のこっち側かなあ。桃ちゃんはどう思う？」

（あいつの考えが、合ってるとは思えないのだが……）

「合ってますぅ」

　薫は桃を軽く睨にらんだ。

（わかった、わかった。合ってるとしよう。だが一人で逃げているのなら、金は自じ腹ばらだよな。いつもは本原って園長が払はらっていたのだろ？　こういうときはオスが払うものなのだろう？）

「知りませんっ」

　薫は僅わずかに顔を赤くさせながら答えた。

（この辺りはビジネスホテルといえども相場が高い。逃亡中の女が、先立つものがないとなると、出来るだけ出費は抑おさえようとするのではないか？　だとするともう少し安いところを捜すべきだろう。捜そう索さくの範囲を広げるのなら、たとえば大おお久く保ぼ方面なら、かなり相場は下回ってそうだがどうだ？）

「そうなの？　うん、桃ちゃんがそう言うならそっち行ってみましょ」

　薫たちは北に向かって歩き出した。




　通りから日本語以外の言葉が多く聞こえるようになってきた。それにつれて原色ランプが派は手でな、いかがわしい看かん板ばんが数多く目につくようになった。薫はそれらを興きよう味み深そうに眺ながめながら歩いて行った。

　こんなところを猫ねこを連れてフラフラ歩いている薫に、通りを行く人々が一いつ瞬しゆんだけ怪け訝げんそうに目を留とめる。だけどすぐに興味を失ったように、人々は背はい景けいに溶とけ込んでいった。

　にもかかわらず、どこからかねっとりした視し線せんで、薫の全身を値ね踏ぶみしているような気配が感じられて、無む性しように居い心地ごこちが悪かった。

「見られている気がする……」

（そうだな。若わかいメスが一人で歩いていたら、そういう目で見られるのは仕方のないことだ。だが我われ々われの敵てきではない）

「勝手に襲っちゃダメよ」

（薫……、私を何だと思っているのだ？）

「だって、桃ちゃん、結けつ構こう好戦的でしょ。いっつも透さんか響ちゃんとケンカしてるじゃない」

（あれは、あのバカどもが……）

　交差点を渡わたっていると、薫はピンと神しん経けいに引っかかるものを感じた。抗こう議ぎの鳴き声を上げる桃を手で制せいして、周囲の匂においを嗅かぎ直した。

　僅かだが、記き憶おくにある匂いを感じた。ついさきほどまで、川内純菜の部屋でずっと感じていた匂いだった。

「やっぱり透さんの予想、当たってたみたい」

　薫はにっこりと桃に笑いかけた。こういうところが、透の凄すごいと思うところだった。薫と歳としは一つしか違わないのに、実に色んなことを知っている。同じ物知りでも、情じよう報ほう屋やという総一郎とは何かが違うのだ。

（私の予想もな）

「そうね、桃ちゃんも凄い」

　きっとそれは、透の生きてきた過か去こがそうさせているのだと思う。いつだったか、学食で透が言っていたことを薫は思い出した。自分は執しゆう着ちやく心しんが人よりも薄うすいのだと……。生きていくためのお金以外には、何も興味はないと公言して憚はばからない透にとって、薫のこともあまり重要な存そん在ざいではないのかもしれない。それはとても悲しいことだけど、いつか透にも大切な何かが出来て欲ほしいと思うし、その中に薫が入っていたのなら、それ以上に嬉うれしいことはないに違ちがいない。そして透にはもっと色んな大切なものを手に入れて欲しいと思った。透にはもっと色んなことに喜びを感じて欲しい。

（薫、どうした？　ぼうっとして）

「あ、ごめんね、なんでもないの。さあ、行こっ」

　薫は再ふたたび力強い足取りで匂いのする方へと辿たどって行った。




　匂いは約二日前に通ったもののようだ。駅の方から来たのか、駅へと続いていくのか、それはわからないが、とにかく片かた道みち分の匂いが残されていた。ビジネスホテルはここに来るまでいくらでもあったが、純菜がそのホテルを選んだ理由はわからない。だが、確たしかに純菜の匂いは目の前のビルに続いていた。何の変へん哲てつもない安そうなビジネスホテルだ。

（間違いないのか？）

「うん」

（透を待つか？）

「どうしよう……本当にいるのかどうか、確かく認にんだけしてもいいかな。私の顔は知られていないはずだし、いきなり逃げ出したりはしないと思うの」

（一いち応おう連絡しておいた方がいいんじゃないのか）

「あっ、そうよね」

　薫は透に電話をかけたが、電源が切られているのか呼よび出し音は鳴らなかった。

「病院にいるからかなあ。……メールしとけばいいか」

　薫はメールを送ったあと、桃を背せ中なかのリュックに入れて担かつぐと、玄げん関かんの自動ドアをくぐった。

　その途と端たん、薫の警けい戒かい信号が最大に鳴り響ひびいた。本ほん能のうに刷すり込まれた恐きよう怖ふ心しんと言ってもいい。半年前の出来事がフラッシュバックのように脳のう裏りに瞬またたいた。

……なんで？　なんでっ？

　足がガクガクと震ふるえだして、その場から一歩も動けなくなった。受付の女の人が、固まったまま動かなくなった薫を見て怪訝そうにしている。

（どうした？）

　桃の声に弾はじかれて、薫は回れ右をすると、一目散に逃にげ出した。




（薫、どうしたんだ一体。なぜ震えている？）

「はあっ、はあっ」

　薫は荒あらい息を繰くり返しながら、必死に胸むねの動どう悸きを抑おさえようと心しん臓ぞうの辺りを強く押おさえた。

「あの匂い……」

　間違えようがなかった。半年前に薫をさらって、あの忌いまわしい研究所で数々の尋じん問もんを繰り返した女の人……。本名は知らない。だけどあそこでは霧生玲子と名乗っていた。

「なんでっ？　なんであの女の人があそこにいるのっっ？」

　最後は叫さけぶような声だった。

（あの女とは誰のことだっ？　まさか、霧生か？　あいつがいたのかっ？　薫っっ!!）

……大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ

　薫は何度も自分にそう言い聞かせた。匂いは新しいものではなかった。昨日か最近だとしても数時間は前のものだった。ただ、今も滞たい在ざいしているのかどうかはわからない。もう一度匂いを嗅ぎに行けばはっきりするだろうけど、とてもあそこに足を延のばす勇気はなかった。

　だけどこのままここにいても埒らちが明かない。もし純菜が霧生に襲おそわれたのだとしたら、一いつ刻こくを争うかもしれない。

　透に電話をかけたがまだ繫つながらない。治ち療りようが長引いているのだろうか。

　それになぜここに霧生の匂いが残されているのかはわからないが、どうやってあのホテルに入ったのかそれも不思議だった。入り口のドアをくぐるまで気づかなかったというのは変だった。
















（地下駐ちゆう車しや場じようから来たのだろう）

　リュックから出た桃が、前足を伸のばして地下に降おりていく道路を指差した。

「車……車……。そっかっ!!」

　車なら来たときの匂いか出て行ったときの匂いか判はん別べつ出来る。薫は慎しん重ちように地下から上がってくる道路の匂いを嗅ぎ始めた。霧生の乗った車には、霧生の匂いが付着しているはずだ。普ふ通つうなら、さすがにそこまでは匂いで感知出来ないが、他でもない霧生の匂いなのだ。しかも通ったのが数時間前なら、ぎりぎり感知出来るかもしれない。

　薫はほんの僅わずかに残された霧生の乗った車の痕こん跡せきを嗅ぎ取ると、表通りへと辿っていく。匂いの元は二本。しかも新しい方の匂いは左の方向へ手前の車線に残されていた。つまりここから出て行ったということだ。

（間違いないな？）

「うんっ!!」

（では私が見てこよう。薫はここで待っていてくれ）

「えっ、私も行くよ。だって桃ちゃん、純菜さんの顔知らないでしょ」

（霧生はいないかもしれないが、その仲間がいるかもしれない。その逆ぎやくの可か能のう性せいもあるぞ。霧生の仲間が出て行っただけで、霧生はまだ残っている）

「でも……それも、私が行けばはっきりするよ。もし危あぶなそうだったら、やっぱりすぐ引き返すから。その代わり桃ちゃんは私をしっかり守って」




　再ふたたびドアをくぐると、受付は胡う散さん臭くさそうな目を露ろ骨こつに薫に向けてきた。先ほどの態たい度どで思いっきり怪あやしまれていた。ドアの外ではカラスの大たい群ぐんが集まっている。

　心臓が痛いたいくらいに収しゆう縮しゆくを繰り返す。周囲からはべっとりとした悪意を感じていた。霧生の匂におい、純菜の匂いが濃のう厚こうに漂ただよっている。不安と恐きよう怖ふが極きよく限げんまで膨ふくらんで吐はきそうなほどだ。

　無む駄だとは思いつつも、受付に純菜らしき人は泊とまってないか聞き出そうと歩み寄よったところで、今度は別の匂いを僅かに感じ取った。あのアパートで純菜のものと一いつ緒しよに嗅いでいた匂いだ。道路の前にはこの匂いはなかったはずだが、地下駐車場から入ったのだろうか。

「あっ」

　エレベーターのドアが開いて、小さな男の子がそこから降おりてきた。男の子は自分を凝ぎよう視しする女の人に驚おどろいているのか、足が竦すくんだように立ち止まっている。

「ボク、亮輔くんでしょ？」

　薫の問いに男の子は目を丸くして驚くと、警けい戒かいするように一、二歩後ずさった。

「お姉さん、変へん質しつ者しや？」

「違ちがう、違う」

　慌あわてて薫は否ひ定ていした。受付の女の人に聞かれてないかとヒヤヒヤした。ただでさえ挙動不ふ審しんで怪しまれているのに、男の子の声が届とどいていたら、一一〇番通つう報ほうされかねない。

「純菜さんを捜さがしているの」

「ほんと？」

　亮輔は単たん純じゆんに信じると、安心したように警けい戒かいを緩めた。

「それより、亮輔くん、こんなところで何してるの？」

　薫は亮輔の目線になるようにしゃがみ込んで尋たずねた。

「そうだったっ。姉ちゃんがここにいるみたいなんだっ。早くみんなに知らせなくちゃっ」

　亮輔は我われに返ったように小さく叫ぶと、泣きそうな顔になってどこかに走り出そうとした。薫は慌てて亮輔を呼よび止めた。

「ちょっと待って。亮輔くん、何でそんなこと知ってるの？」

　亮輔は薫の問いにぐっと詰つまって黙だまり込んでしまった。困こまったようにもじもじとしている。

「とにかく、ここに純菜さんがいるのね。部屋番号はわかる？」

　亮輔は部屋の場所はわかるけど、鍵かぎがかかっていて確たしかめていないと言った。何度呼び鈴りんを押しても、純菜は部屋を出てこなかったらしい。

　薫は桃に先に様子を見に行かせると、自分は受付の女の人に適てき当とうに事じ情じようを話して、ホテルの者が立会いのもと、部屋の鍵を開けてもらうように頼たのんだ。受付の女の人が支し配はい人にんに相談している間、薫と亮輔は先に上で待っていると怒ど鳴なって一いつ緒しよにエレベーターに乗り込んだ。なぜか嫌いやな予感がしてたまらない。不安と恐怖で気が狂くるいそうだった。

　五階の純菜が泊とまっているという部屋に走り寄ると、桃が遅おそいと怒おこっていた。

「そんなにかかってないじゃないっ」

（血の匂いがする。まずいぞっ）

　ざっと匂いを嗅かいだ。確かに血の匂いが嗅ぎ取れた。ますます嫌な予感が膨ふくらんでくる。純菜以外の匂いは感じない。呼び鈴を押したが、やはり純菜は返事をしない。

　支配人がマスターキーを持ってやってくると、同じように呼び鈴を押して応答の有無を確かく認にんしている。仕方なく支配人が鍵を開けると、待ちきれないというように亮輔がドアを開けて部屋に飛び込んだ。むわっとむせ返るほどの血の匂いに、薫は頭がくらくらしそうになった。

「姉ちゃんっっ」

　亮輔の悲ひ痛つうな叫び声がバスルームから響いてきた。薫も急いで駆かけつける。

「ひっっ!!」

　思わず喉のどの奥おくから悲鳴が漏れた。真っ赤なお湯に浸つかって、ぐったりと倒たおれ込んでいる純菜がそこにいた。
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　透がホテルに駆けつけたときには、既すでに川内純菜は救急車で運び出された後だった。純菜は手首を切って数時間が過すぎており、薫が発見したときにはもう既に冷たくなっていたそうだ。

　状じよう況きようからすると、自殺で間違いないし、不自然な点もあまりない。ホテルの従じゆう業ぎよう員いんも、純菜はずっと塞ふさぎ込こんでいるような様子だったと証しよう言げんしているし、ホテルの室内に遺い書しよまで残されていた。もっともその内ない容ようは、あの手紙とさほど変わらない。

　だが肝かん心じんのロザリオは見つかっておらず、何か裏うらがあるような気がしてならない。

　薫は警けい察さつから簡かん単たんな事情聴ちよう取しゆを受けたあと、桃と一緒に世せ田た谷がやの家に戻もどって行ったが、透が元気を出すように言っても、ずっと俯うつむいたまま生返事を繰くり返すだけだった。純菜を助けられなかったことと、自殺死体を間近で見てショックを受けているようだった。

　響も多少落ち込んでいるようだった。

「……あの純菜って子、ずっと気になっていたのよね……。話を聞こうと思っていたのに」

　そう言ってあとは黙り込んだ。何がしかの思いがあったようだが、響はそれを説明する気はないようだった。

　響の怪け我がの具合はかなりの重じゆう傷しようで、左耳の後ろや両りよう肩かたなど、合計二十五針はりも縫ぬう裂れつ傷しように加え、左足の捻ねん挫ざも酷ひどかった。耳の後ろの裂傷は、割われたガラスが遅おくれて響の頭上に落ちてきたものらしい。あと一、二センチずれていたら頸けい動どう脈みやくをバッサリとやっていたはずだ。大量出血のために緊きん急きゆうの輸血で対たい処しよしたが、しばらくは絶ぜつ対たい安静にしているようにと、治ち療りように当たった医者から言われていた。本来は入院すべきところだが、響が入院は絶対に嫌だと主しゆ張ちようしたため、自じ宅たく療りよう養ようを認みとめてもらった。今回は響も本当に参ったみたいで、今は大人しく部屋に籠こもっている。

　響が送って寄よ越こした画が像ぞうは、今回の件けんを依い頼らいしてきた者の情じよう報ほうだそうで、響はそれを知ったためにプロと思われる連中に襲おそわれそうになったということだった。純菜のアパートで透たちに仕し掛かけてきた連中もプロと思われたため、タイミングを考えると、もしかしたら同一のバックがついているのかもしれない。

　総一郎とは薫を駅で見送ったあとその場で別れた。今は響が入手した依頼人の情報について、調べてもらっているところだ。あいつの情報収しゆう集しゆう能力なら、いずれ連れん絡らくがあるだろう。

　だがそれよりも薫が嗅ぎ取ったという霧生玲子の匂においが一番気になった。なぜ今いま頃ごろあの女が姿すがたを現あらわすのか。そもそも霧生は、三ヶ月前の事件のあと、里美たちにどこかに軟なん禁きんされていたはずではなかったのか。

　里美にどういうことか確認しようと思ったところで、響を助け出したときにかかってきた電話を思い起こした。里美と声がそっくりだったから本人だと思い込んだが、もしかしたらあれは霧生だったのではないか。確か電話の相手は、この件から手を引けと言ったのだ。そして島木はもういないとも……。不自然な電話だったが、相手が霧生だったとするとそうでもない。

　透は携帯を開いて里美に電話をかけた。

『どうしたのかしら』

　昼間聞いたのとは、やはり声の調子が違った。こちらはいつもの快かい活かつな里美だった。

「昼間、俺おれに電話しましたか？」

『……してないわよ。……どうかしたの？』

　一いつ瞬しゆん、間があった。どこか探さぐるような気配がそれとなく伝わってくる。

「霧生玲子……、彼女、今何してます？」

　返事はなかった。まるで重力が変わったかのように周囲の空気が重くなる。

「島木は何の仕事で出かけたんですか？」

『それは……』

「霧生玲子は……とっくに逃にげ出していたんですね？　そして島木はそれを追いかけに行った。だけど今現げん在ざい、なぜか彼とは連絡が取れない。そういうことですね？」

『黙だまっていてごめんなさい。でもわかって。彼があなたたちには黙っていてくれって。心配かけさす前に解かい決けつしてくるからって言ったのよ』

　それは本当のことだとしても、島木と連絡が取れなくなった時点で、すぐに事情を話さなかったのはなぜだろう。

「今日、霧生が接せつ触しよくしてきたよ。でも前とはちょっと様子が違ってた」

　もう透は敬けい語ごで話すのはやめた。電話の向こうで息を吞のむような音がした。

「なあ、里美さん、俺はどっちについたらいいんだ？　いつか言ったよな、俺は敵てきじゃない方につくってさ」

　島木に何か起きていたのなら、もう透たちの身の安全はかなり危あやうくなっている。霧生の陣じん営えいが何かを画かく策さくしてくるのは、火を見るより明らかだった。里美だってみすみす透たちが敵の手に落ちるのを見み過すごすはずがない。敵になるくらいなら、いっそのこと今のうちに……などとおかしなことを考えないとも限かぎらない。

　養よう護ご施し設せつの土地の地上げ話から始まった一連の事件。今まで、どこかちぐはぐに感じられて気持ち悪さが拭ぬぐえなかったのだが、霧生という新たなピースが一枚まい加わったことで、なぜか全すべてがしっくりくるような気がしてきた。

「島木はなぜ連絡を寄越さないんだ？」

『…………』

　沈ちん黙もくがその答えだった。里美も島木の身に何が起きたのかもう気づいている。答えは、昼間霧生が言ったことが全てだった。

　島木はもういない。だが透はそれを信じない。あの男がそう簡単にやられるはずがない。







　Interlude 2







「報ほう告こくします。取りつかせた虫からの定時連絡で、島しま木きが死し亡ぼうしたとの報告を受け取りました。まだ遺い体たいは確かく認にんしておりませんが、状じよう況きようを考えますと、信しん憑ぴよう性せいは高いと思われます」

「ううむ……」

　初老の男は腹はらの底に響ひびく唸うなり声を上げた。先日の黒くろ田だも、致ち命めい傷しように違ちがいないと報告していた。あれほど痛いたんでいた左ひだり腕うでの根元付近は、今朝からすっかり痛みを感じなくなっていた。

　初老の男は引き出しから葉は巻まきを一本取り出すと、片かた手てで器用にシガーカッターを操あやつって両りよう端はしを切り落とした。そして口にくわえると、火はつけずに椅い子すから立ち上がった。

　ブラインドの隙すき間まから外を眺ながめた。遠くでは真っ暗な海面に浮うかんだ小型タンカーのシルエットがゆっくりと流れていく。

「そうか……ついに……」

　欲よくを言えばこの手で止とどめを刺さしたかったが、そこまで望むこともない。長年喉のどの奥おくにつかえていた小こ骨ぼねを、ようやく取り除のぞくことが出来たのだ。それで十分だった。

　あとは相手が罠わなに落ちるのを待てばいい。

「女の動きはどうなっている？」

「それが、どうやら独どく自じに動いているようでして、今後、障しよう害がいとなってくる可か能のう性せいがあります」

「始末せよ」

　初老の男はあっさりそう言うと、あとは興きよう味みをなくしたように葉巻に火をつけた。薄うす紫むらさき色の煙けむりが立ち昇のぼる。

「仕込みの方は？」

　初老の男は香かおりを楽しむように口の中でくゆらすと、ゆっくりと白い煙を吐はき出した。

「半分は成功したとのこと。もう半分はこれからの動き次し第だいとのことです」

「……あやつがいない今、少々強ごう引いんになっても構かまわぬ」

「かしこまりました。そのように黒田とあの者にも伝えます」

　回りくどいやり方ではあったが、効こう果かは挙げていたようだ。だがもうそんなやり方はしなくてもいい。もっと効果的にあの者を生かすように動けばいい。使い勝手は悪いが、一度型に嵌はめてしまえば、これ以上に強力なものはあるまい。

　初老の男は灰はいを机つくえの上の灰皿に落とすと、葉巻をもみ消した。

　もう男に恐おそれるものはなくなった。腹はらの底から笑えみが溢あふれてきた。男は神にでもなったような気分を味わっていた。







　第三章　花開く裏うら切ぎりの匂におい
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　純じゆん菜なの自殺発覚の翌よく日じつ──。

　月曜日の朝、透とおるが目を覚ますと、既すでに響ひびきは登校する準じゆん備びを整えて、静かに本を読んでいた。差し込んだ朝日に照らされて、なんだか神こう々ごうしいような雰ふん囲い気きすら湛たたえて佇たたずんでいる。

　透はその光景に見とれた。元々色しき素その薄い栗くり色いろの髪かみは、綺き麗れいに結ゆい上げられていて、白いうなじが包帯の隙すき間まから露あらわになっている。耳の後ろに止血のガーゼが巻まかれ、首にも包帯が巻かれている痛々しい姿すがたなのに、どこか凜りんとした気高さを感じた。

　透はどれくらい壁かべ越ごしに眺めていただろうか。時間は穏おだやかに流れていく。

　視し線せんを感じたのか、透が起きたことを音で感じ取ったのか、響はゆっくりと振ふり返った。

「起きてたんだ、おはよ」

　多分そう言ったに違いない。そんなふうに薄いピンク色の唇くちびるが動いた。

「お前、その怪け我がで学校行くつもりかよ」

　響は珍めずらしくミニスカートを穿はいて、長なが袖そでのシャツを着ている。両腕の包帯は隠かくれて見えない。

　響はベランダを通って透の部屋にやってきた。だが窓まどのところで立ち止まって、部屋の中にまでは入ってこようとしない。逆ぎやつ光こうとなって響の表ひよう情じようはよくわからなかった。

「昨日はありがと。助かったわ。……あんたには助けられてばかりね」

「…………」

　透は返事が出来なかった。響の言う台詞せりふではない。こいつは偽にせ者ものなのではないかと、真しん剣けんに思い始めたくらいだ。

「何よ」

　反はん応のうしない透に、ようやく自分が変なことを言ったと自覚したのか、響はややぶっきらぼうに言って横を向いた。

「お前、熱でもあるのか？」

「少しあるかも」

　響は怪我をしていない方の手の甲こうを額ひたいに当てて上を向いた。だるそうに呟つぶやく声も熱っぽい。

　考えてみたらあれだけの怪我をしたら、各所の炎えん症しようで熱が出るのは当然だった。

　響は部屋の中に入ってくると、ＰＣラックの椅子に腰こしかけた。

「えらく早起きなんだな」

　よく見ると響の目が赤く充じゆう血けつしていた。

「あんたが起きる前に身体からだ拭ふいちゃおうと思ってね。お風ふ呂ろは入れないから……」

　響の声に張はりがない。いつものような元気がなく、その様子に透の方も何だか調子が出ない。

　だけどそう思ったのも今だけだった。

「あはは、どうやってあいつらに仕返ししてやろうか考えてたら、寝ねれなくてねー。そしたら朝になっちゃってたわよー。あはははっ」

　突とつ然ぜん、響は陽気に笑い出すと、しれっと無む茶ちやなことを言い出した。

「は？　仕返しって、何でそうなるんだ？」

「何よ」

　響が挑ちよう戦せん的に透を睨にらみつけた。

「だって、自分で飛び降おりたんだろ？」

　男たちが響に迫せまってきたのは確たしかだが、別に危き害がいを加えられたわけではない。その後、自ら窓ガラスを突つき破やぶって飛び降りただけだ。響はその男たちに突き落とされたわけではない。

「だからよ。私を飛び降りさせたのはあいつらのせいじゃない」

　響はそれがどうしたのと、さも当たり前であるかのように聞き返した。

「いや、あのさ…………すまん、なんでもない」

　透は口を開いたものの、途と中ちゆうで説明する気力を失った。

「仕返しリストの一番上に書き加えといたわ。死ぬほどの地じ獄ごくを見せてやるんだから」
















「仕返しリストお？」

　そんなものを記録してるのかと呆あきれる思いだった。そういえば透が起きたときに何か読んでいるようだったが、あれはノートに名前を書いていたのかもしれない。透はせいぜいそれに記録されないように気をつけようと自分に言い聞かせた。

「ついでに言うと、あのリストの三分の二はあんたのことで占しめられてるのよ」

「うっ」

　気をつけようと思ったが、既に無む駄だだったようだ。口元がひくひくと引き攣つる。

「でも半分に減へらしてあげたから感かん謝しやしなさいっ」

「……そいつはどうも」

　まだ半分も残ってるじゃねえかと突っ込こみたかったが、やぶへびなので黙だまっておいた。

「はー、なんかあんたのバカ面づら見てたら元気出てきたわ」

「またかよ」

　透はやれやれと内心で溜ため息をつきながらも、本当に元気が出たならそれでいいと思った。殊しゆ勝しような態たい度どでいるよりも、無茶苦茶な方がずっと響らしい。




　月曜の四時間目、透と響はいつものように授じゆ業ぎようをサボって、学食にて個こ数すう限げん定ていのＡランチを平らげていた。そして今日は、ここに椎しい名な総そう一いち郎ろうも加わっていた。

　薫かおるは大人しく数学の授業を受けている。かなり落ち込んでいたので、学校には来ないかもしれないと思っていたが、何とか登校だけはしてきたようだ。

　透は膝ひざ丈たけのハーフパンツに半そでトレーナーという気楽なスタイルだ。今日も見事な五月さつき晴ばれで、気温は三十度近くにまで上がっている。穏やかな空気が学食を包んだ。

　響は今日は、透の単車の後ろに乗って登校したので、長袖シャツにいつもの丈の短いキュロットに着き替がえていた。そして松葉杖づえを長なが机づくえの端はしに立てかけている。生徒たちは響の怪我に目を留とめて少々驚おどろいたがそれだけだった。親しい者でなければ、特に何も聞いてこない。無関心な日にち常じよう。だけど平和。

　四時間目が終わると、学食はいつものように大おお勢ぜいの生徒たちでごった返した。みな楽しそうに笑っている。学校の勉強に頭を悩なやまし、友人と色々なことを語り合い、心ときめく恋れん愛あいをして、自分の将しよう来らいを夢ゆめ見る。そんな当たり前の日常風景。

　それなのに今日は、なぜかあの生徒たちがとても遠くに見えた。自分とは何かが違ちがう。そんなふうに感じたのは、今朝の響の様子にあてられたせいかもしれない。

　だけど透は、自分が響や薫ともどこか違っているように感じた。これまでただ生きてきただけの自分……。多分根本的に何かが欠けているのだ。いつだったか薫が言っていた。透には大切なものはないのかと……。きっとその辺りが他ほかの人とずれている。

　響や薫は大切な存そん在ざいだと思うが、薫はそれだけではダメなのだと言う。今は響と共同生活のようなことをしているが、いつかは離はなれることになるだろう。それはわかっている。卒業が機になるかもしれないし、その前にお互たがいがこの生活に愛あい想そをつかして嫌いやになるかもしれない。

　そうなったときに、透には何が残るのだろうか。空っぽの人生、そして空っぽの自分──。周囲のみんなが眩まぶしく見えるのはなぜだろうか。




「へー、あんたもエクサーとはねー」

　透が総一郎を紹しよう介かいして、お互いの情じよう報ほう交こう換かんを行った。昨日はバタバタと立て続けに色々な出来事が起きたので、ろくに話も出来ないままだったのだ。

　情報収しゆう集しゆうのスペシャリストだと紹介すると、響の目がきらりと光ったように感じた。きっと自分の手足のように扱こき使ってやろうと怪あやしい算さん段だんでも立てているのだろう。

「それで、あんたはなんて名乗ってんの？」

「か、頭かしら文字を取って、『シーソー』です」

「クラスは？」

「ま、まだＤ級です。よろしくお願いします」

　なぜか総一郎は、響の前で緊きん張ちようしたように畏かしこまっている。

「お前、何でそんなに固くなってんの？」

「だって、この人メチャ怖こわいって噂うわさだしよ。お前知らねーの？　水みな瀬せ先せん輩ぱいの中学時代の伝説」

　総一郎は透の耳元に口を寄よせて囁ささやいた。

「知るわけねーだろ、そんなもん」

「はあー、無知って幸せだよなあ」

　響の地じ獄ごく耳を知らない総一郎は、無意味にもかかわらず、ぐっと声を潜ひそめてヒソヒソと話し出した。向かいの席で響がニヤニヤと笑っている。

「この人の影かげのあだ名、知ってるのか？　ハイエナだよ、ハイエナ。この人に目をつけられたら、あとには腐ふ肉にくすら残らないとか言われてたんだぞ」

　響の表情がぴくりと引き攣ったように固まった。ジト目で総一郎を睨みつけているのだが、総一郎は気がついていない。透はおかしくて笑いを堪こらえるのに必死だった。

──バキッ

　響の割わり箸ばしが折れて床ゆかに飛び跳はねた。ぎょっとしたように総一郎が背せ筋すじを伸のばす。

「あらっ、変ね。ヒビでも入ってたのかしら」

　響は白々しく言った。さすがに総一郎も、今の話を響に聞かれていたと気がついたらしい。総一郎は可哀かわい想そうになるくらい、本当に真っ青になって、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

「これからもよろしくね」

「は、はいいぃ」

　総一郎は不自然に裏うら返がえった声で返事をした。なんだか無む性しように哀あわれだった。

「で、ハイエナさんは、これからどうするつもりなんだ？」

「誰だれがハイエナよっっ!!」

　響が目の前の皿を透に投げつけた。透はすかさずそれをキャッチしてトレイに重ねた。響は傷きずが痛いたむのか、投げた方の腕うでを抱かかえて唸うなっている。

「ほら、こういうバカなんだから、ビビるほどじゃねーって、なっ」

　透はバンバンと総一郎の肩かたを叩たたいた。総一郎は目を白黒させている。

「うー、あんた、リストの一番上に書き直すことに決めたからね、覚えておきなさいよっ」

「うっ、それは勘かん弁べんしてくれ」

　情なさけない声で透が言うと、すかさず響の右足が透の向こう脛ずねを蹴けり飛ばした。

「ぐ───」

　目から火花が出た。あまりの激げき痛つうに呻うめき声が漏もれる。

「今ので許ゆるしてあげるわ」

　ふふんと鼻で笑う響の声が頭上から降ふってきた。




　案の定、薫は授じゆ業ぎようをサボった透たちにぶつぶつと文もん句くを言った。だが透たちの顔を見て少しは元気が出たようである。

「ちょっと状じよう況きようを整理しよう」

　薫が食事を終えたのを見計らって透は切り出した。透と響、薫、そして総一郎の四人が、長なが机づくえの端はしに座すわっている。昼休みはまだしばらく時間があった。相変わらず食堂内は騒さわがしい。

「養よう護ご施し設せつの土地の地上げから始まって、本もと原はらの横おう領りよう発覚、本原らによる前の園長殺害疑ぎ惑わく、川かわ内うち純菜のロザリオ持ち逃にげ、そして純菜の自殺。それぞれ関連があるのは確たしかなんだけど、なんか目的も動機もタイミングも全部がバラバラに感じてたんだ」

　これは以前にも話したが、やはり不自然さはどうしても拭ぬぐえない。響も薫もそれには異い論ろんを挟はさまなかった。

「それで昨日、新たに霧生きりゆう玲れい子こが絡からんでいたことがわかった」

「ちょっとっ。関係ない人巻まき込んじゃダメでしょ」

　霧生の名を出した途と端たん、響が総一郎を指差した。

「や、水瀬先輩、そんな無関係だなんて、水みず臭くさいこと言わないで下さいよ」

　慌あわてて総一郎が身を乗り出すと、響は胡う散さん臭くさそうに総一郎を見やった。

「まあ、この通り、色々調べてもらってて、その報告もあるからさ」

　響は納なつ得とくしていない様子だったが、ここは争点ではないので敢あえて話を先に進めた。

「霧生は俺おれに、この件けんから手を引けって言ったんだ」

　昨日の電話の内ない容ようを薫と総一郎にもう一度伝えた。

「あの女、どういうつもりなのかな」

「さあ。またなんか悪わる企だくみをしてるのは間ま違ちがいないんだけどな……。それから響がカメラで撮とった依い頼らい人の情じよう報ほうだけど……」

　透はこの後の説明を総一郎に振ふった。それを受けて総一郎がポケットから折り畳たたまれた紙切れを取り出して机に広げた。三人がそれを覗のぞき込む。撮さつ影えいされた画が像ぞうをプリントアウトしたものだ。依頼人名のところに赤ボールペンでアンダーラインが引かれている。

「依頼人は清し水みず大だい介すけ。たぶん偽ぎ名めいだろうと思ったんだけどさ、こいつの身元はあっさりわかったよ。昨日渡わたした多た摩ま開発プランニングの調ちよう査さ結果に、吉よし澤ざわ組ってのどっかに書いてあったろ」

「そうだっけ？」

　透は昨日のレポート用紙を思い出そうとしたが、さすがにそこまでは覚えていない。

「関東龍りゆう神じん会かい傘さん下かの吉澤組だよ。その下に北ほく勝しよう会かいがいて、更さらにその下に多摩開発プランニングが企き業ぎよう舎しや弟ていとして入ってるって書いといたじゃねーか」

「ああ、そうだったな」

　本当は覚えていなかったが、適てき当とうに相あい槌づちを打つ。

「その吉澤組の組員に清水大介と名乗っている奴やつがいたんだ。まあ、こいつはただの下したっ端ぱで写真もない」

「吉澤組ねえ」

　聞いたことがない名前だ。響も同様で首を捻ひねっている。

「この吉澤組は、かつては企業恐きよう喝かつを専せん門もんに総そう会かい屋やとして鳴らした団だん体たいだったんだけど、派は手でにやり過すぎてお上に目をつけられたのと、長引く不況で総会屋対たい策さくなどに資し金きんを回してられない企業が増ふえたこともあって、かなり落ちぶれたんだ。ヤクザっつっても、上じよう納のう金きんが減へれば組織内での勢せい力りよくは落ちるからな。その辺は普ふ通つうの会社と変わらない。それで一時は解かい散さん寸すん前ぜんまで行ったらしい」

　そこで総一郎は一いつ旦たん話を切ってお茶を飲んだ。喉のどを湿しめらしてから再ふたたび説明を始める。

「ところが、一人の男がこの状況を変えたらしい。若わか頭がしらの黒くろ田だ龍りゆう司じという男が組の中で主しゆ導どう権けんを握にぎってから、この二、三年で急に息を吹ふき返してきた。そして再び関東龍神会の中で勢力を伸のばしてきたらしい」

　総一郎は黒田龍司の写真のコピーを取り出して机に置いた。再び三人がそれを覗き込む。

「この写真は昨日渡したレポートにも添てん付ぷしておいたはずだけど」

「あっ、そうなの？　悪い、この辺りはどうでもいいと思って目を通してなかった」

「しくしく。せっかく苦労して入手したのに」

　総一郎は悲しそうに口を尖とがらせた。

「その写真は公安が指定暴ぼう力りよく団だんの組員リストを作成したときのものだ。だから信しん憑ぴよう性せいは高い」

　何でそんな写真を総一郎が入手出来たのかは、透にもよくわからないが、この数ヶ月間エクサーとして仕事をこなしてきたそうなので、それ相応のルートを開かい拓たくしているのだろう。

　写真には五、六人の男が写っており、組事じ務む所しよらしき場所の前で、ワゴン車に乗り込むところを隠かくし撮りされたもののようだ。

「黒田ってのは真ん中に写ってるこいつだ」

　丸まる坊ぼう主ずの男がカメラの方を睨にらみ据すえている。左ひだり眉まゆから目め尻じりにかけて、抉えぐれたような傷きず痕あとが残っている。島木ほどではないがかなりの長身で、逞たくましい身体からだつきだ。

「…………あ──っ、こいつっっ!!」

　突とつ然ぜん、響が素すっ頓とん狂きような声で叫さけんだ。写真を食い入るように見つめている。

「ほら、こいつっ。薫も見てっっ!!」

　響が透と薫に向かって、写真の一番右端に写っている男を指差した。小太りで残ざん忍にんそうな目をした男がそこにいた。ショットガンをぶっ放していた姿すがたが透の脳のう裏りに鮮せん明めいによみがえった。

「こいつ……」

　忘わすれもしない三ヶ月前に起きた銀行強ごう盗とう事件の犯はん人にんの一人だった。あのときの肋ろつ骨こつの痛いたみを思い出して、透は顔を顰しかめた。

「なんだ？　知り合いでも写ってんのか？」

「あのとき霧生が雇やとった男で間違いない」

「どういうこと？」

　薫が不安そうに聞き返した。

「えーと、つまり、こういうこと？」

　響が自分の推すい測そくをまとめながら話し出した。

「この黒田っていう男には、霧生がバックについていて、それがばれるのを恐おそれて、私を襲おそった？　吉澤組っていうのは、霧生の資し金きんで息を吹き返した？」

「いや、どっちかというと、霧生とこいつらは同列で、更さらにこいつらのバックに何かがいる。そいつが資金源げんであり黒くろ幕まくなんじゃねえか？　こいつらはまだその黒幕と切れてない。だからそのことが漏れるのを恐れて、口くち封ふうじに襲ってきた」

　ただそれだと霧生が伝えてきた手を引けという電話の意味がわからない。逆ぎやくに興きよう味みを抱いだかせるための挑ちよう発はつと捉とらえていいのか、本当にかかわらないでくれという警けい告こくの振りをした要よう請せいなのか。だが、今明らかになった事実から、一つだけ答えが導みちびき出せた。

「なあ、もうこの件けんからは手を引いた方がいいんじゃねえか」

　はっきり言って危き険けんだった。かつて薫を拉ら致ちし、響を襲った相手に、わざわざこちらから絡からんでいく必要がどこにあるというのか。

「なんでよっっ　あんたビビったのっ？」

「だって、俺たちには何のメリットもない。あいつらの争いには巻まき込こまれたくない」

　睨みつける響に、透も負けじと睨み返した。

「あんた、私にあすなろ園を見み捨すてろって言うの？　園長の敵かたきも討うたず、あの子の自殺の真相も暴あばかずにうっちゃれって言うの？　この怪我の仕返しもしてないのに」

　響の声の調子が一いち段だんと低くなった。薫と総一郎はハラハラと二人を見守っている。

「養よう護ご施し設せつは株かぶ価かが戻もどれば買い戻せる。園長殺害の犯人は捕つかまっているし、純菜の件は自殺だろ。残念だけど俺たちの出る幕じゃない。これは警察の仕事だ。それにその怪我は自じ業ごう自じ得とくだ」

「あんた、本気で言ってるの？　株価が元に戻るのなんて、いつになるかわからないでしょ。あの子の自殺だって裏うらがあるって言ってたじゃない」

　響の声に殺気のようなものすら漂ただよい始めた。食堂内のざわめきが遠くなったように、この一帯だけ空気が違ちがっていた。刺さすような緊きん張ちよう感がビリビリと肌はだに伝わってくる。

「そう簡かん単たんに言うけど、お前、薫ちゃんの安全をどう考えてるんだ？　俺は少々の怪我は何とかなるし、防ぼう御ぎよ型のセンサーを持つお前はまだいいが、薫ちゃんは自分の身を守れないんだぞ」

　この言い方は卑ひ怯きようだとわかっていた。だが透は敢えて口にした。切りつけるようだった響の雰ふん囲い気きが僅わずかに緩ゆるむ。

「そ、そんなことないです。桃ももちゃんもいるし」

　薫は消え入りそうな声で、透と響の気が激げき突とつする間に割って入った。響の眉み間けんには今までに見たこともないような深い皺しわが刻きざまれた。

　透は自分が酷ひどいことを言っているのは十分にわかっていた。それでも透は引くつもりはなかった。この件はこれ以上突っ込むと本当にやばくなる。それだけは確かく信しんしていたからだ。




　　　　§２




　長い睨み合いが途と切ぎれたのは響の携けい帯たいが震ふるえたからだ。二人ともはっと我われに返った。

　とうに昼休みは終わっており、学食に生徒は透たち四人しか残っていなかった。調理場のおばさんは、相変わらずサボっている透たちを気にもしてない。

　先ほどまで快かい晴せいだった空も、いつの間にか分ぶ厚あつい雲が立ち込め始めて、急きゆう激げきに明るさが落ちていた。響が電話に出たのを機に、総一郎が席を立って蛍けい光こう灯とうをつけた。

　通話が切れてしまったのか、響は怪け訝げんな顔で携帯ディスプレイを眺ながめている。午前中に学校近くのショップで新しく購こう入にゆうした携帯らしいが、自携帯番号は紛失扱あつかいで引き継つげても、当然アドレス帳は引き継げないので、相手がわからないのだろう。

「透さん……私……」

「ごめん。きつい言い方だったと思う」

「ううん。それはいいんです。でも……」

　再ふたたび響の携帯が震えた。勢いきおいが削そがれてしまったのか、薫は言いかけた言葉を飲み込んだ。番号が同じだったのか、響はしばらく出るのを躊躇ためらったあと、通話ボタンを押おした。

「……誰？　あっ、寿す美み子こ姉さん？」

　電話の相手は、養護施設の藤ふじ枝えだ寿美子らしい。だがどうも相手が錯さく乱らんしているようで、響も意味を聞き取れないでいる。

「誘ゆう拐かい？　ちょっと何言ってるんですか？……えっ、亮りよう輔すけくんが攫さらわれた？　雅まさ人とと裕ひろ明あきも？」

「誘拐って、おいおい」

　総一郎が腰こしを浮うかせて響の方に身を乗り出した。透は薫と顔を見合わせた。透の心配は間に合わなかったのかもしれない。

　響は通話を切ると、何かを決意したような表ひよう情じようで松葉杖づえを摑つかんで立ち上がった。

「……どこ行くんだよ」

「あんたには、もう関係ないわ。これは私の問題なの」

　響は冷たい目で透を見下ろすと、無表情のまま背せを向けた。

「待てよ。満足に歩くことも出来ないのに、そんな身体からだで何をやろうってんだ？」

「だからあんたには関係ないって言ってるでしょっっ!!」

　響は再び透に向き直ると、力いっぱい怒ど鳴なった。そしてそのまま、左足を引き摺ずりながら食堂の出口に向かって歩き出した。

「待てって言ってるだろ」

　透も立ち上がると、響を追いかけてその手を摑んだ。

「離はなしてよっ」

　響は身を捩よじったが、透は手を離さない。

「あんたにはわかんないかもしんないけどっっ」

　一転して悲ひ痛つうにも聞こえる叫さけびだった。響の肩かたが震えている。こんなに小さい背中だったろうか。触ふれたら、さらさらと崩くずれてしまいそうなほどに細く儚はかない。

「私にとっては、とても大切なものなのよっ。あの子たちが私の助けを待ってるのっっ!!」

　響は決してこっちを振ふり向かない。だけど声が泣いていた。

「響……」

　それ以上、言葉が続かない。がらんとした学食に、その声が虚うつろに響ひびき渡わたる。

「あんた、助けてよ。あの子たちを……。あの子みたいに死んじゃったら……。お願い……」

　血を吐はくような心の叫びだった。響は自分でも、今の状じよう態たいでは役に立てないことをわかっているのだ。透と薫の協力なしでは、事じ件けんを解かい決けつ出来ないと理解している。そしてあの響が、透に頭を下げて頼たのんでいた。いつだったかの、透を嵌はめるための演えん技ぎなんかでは決してない。

「響ちゃん、私も行くよ。透さん、私からもお願い。響ちゃんを助けてあげて」

　薫も一いつ緒しよになって泣いていた。

「そうだぜ。よくわからんけど、女の子が困こまってるなら、助けてやるのが男の役目だろうが。それに薫ちゃんが巻まき込まれるのが心配なら、薫ちゃんのことも全力で守ってやれよ。お前なら両方守れるはずさ」

「……俺を何だと思ってるんだよ」

　自分勝手で自分さえよければそれでいい男なのだ。敵てきにびびって逃にげ出そうとしている小心者なのだ。響と薫が無事なら、あとはどうでもいいと思っている薄はく情じような男なのだ。

「凄すご腕うでのＳ級エクサーで、依い頼らいされた案件は全すべて成功させてきたスルー様だろ」

　そう言って総一郎はニヤリと笑った。

「簡単に言ってくれるぜ」

　薫の安全を確かく保ほした上で、響の願いを聞き入れ、子こ供どもたちを救い出す。ついでに養よう護ご施し設せつの土地も取り戻もどして、園長の敵かたきも討うち、純菜の自殺の真相も暴あばいて白日の下にさらけ出す。

　透には不ふ可か能のうとしか思えなかった。だけど響の叫びが胸むねの一番深いところに突つき刺ささっている。透を形作っている器をぶち壊こわしにするような熱い刃やいばが、ドクンドクンと脈打っている。

……とても大切なものなのよ……か

　魂たましいが震ふるえていた。透にとって大切なものとはなんなのだろうか。そしてそれを奪うばわれそうになったとき、どうするだろうか。もし響と薫が拉ら致ちされたら、透は何をおいても助けに行くだろう。そして実じつ際さいにそうしてきた。

　響にとって大切なものは、透にとっても大切と言えるだろうか。答えはきっとそこにある。

「……仕方ないな」

　気がついたら、そう口が勝手に動いていた。本心からそう思ったのか、雰ふん囲い気きに流されただけなのか。だけど一度口にしてしまえば、気持ちもそれについてくる。

「現げん場ばに案内してくれ」

　透が言うと、響は小さく頷うなずいて、目をごしごしと袖そで口ぐちで擦こすった。あくまで泣き顔を見せるつもりはないらしい。

「きゃっ」

　透は響を無理やり背中に背負うと、単車を停とめている裏うら門もんまで走り出した。響に首を絞しめられたが、大して力は入っていない。




　透と響の間に薫も跨またがらせて、三ケツであすなろ園の近所の小学校までぶっ飛ばした。空はますます濃こい雲がかかっており、いつ降ふり出してもおかしくない空模も様ようだった。出来れば雨が降り始める前に片かたづけたい。重要な匂においが残されていても、雨が降ると流れてしまうからだそうだ。透や響のセンサーも感度が鈍にぶる。

　まだ状じよう況きようがイマイチ摑めていないのだが、寿美子が錯さく乱らんしながら話した内ない容ようを響がまとめたところでは、誘ゆう拐かいされたのは、あすなろ園の子こ供どもが三人。そのうちの一人が亮輔ということらしい。雅人と裕明というのは、響によく懐なついていた子供で、亮輔と同い年ということだった。

　亮輔は姉があんなことになってしまい、ずっと塞ふさぎ込んでいたのだが、昨日の今日だというのに、学校に行くと言って雅人と裕明とともに登校していた。施設で落ち込んでいるよりはずっといいと判はん断だんしたそうで、職しよく員いんも心配しつつも送り出したそうだ。

　あすなろ園のもとに犯はん人にんと思われる者から亮輔の携けい帯たいを使ってメールが送られてきたのだが、添てん付ぷされていた画が像ぞうには、車の中に監かん禁きんされている三人の男の子たちが写されていた。誰だれにも知らせるなとあったが、そういうわけにもいかず、寿美子は藁わらにもすがる思いで響に電話してきたということだった。響は念のためにそのメールを自分のところに転送してもらって、総一郎に解かい析せきを依頼した。総一郎は透たちとは別行動で、その添付画像の解析と、この事件に関しての情じよう報ほう面でのサポートを行うことになっている。

　小学校の区画をぐるっと回ると、体育館裏手の細い路地で亮輔たちの匂いが途と切ぎれていた。つまりここで車に乗せられて拉致されたということだ。学校の隣となりの敷しき地ちだというのに、白昼の住じゆう宅たく街がいはまるで人気がない。残された匂いに悪意はあまり感じられず、単に作業として拉致したかのようだと薫は言った。

　そしてその車の匂いは、川内純菜のアパートの前でも嗅かいだ匂いということだった。

「あのメルセデスか？」

　薫がこっくりと頷いた。ただし拉致した者については知らない匂いとのことだった。とりあえず透は総一郎に、昨日純菜のアパート前で見かけたメルセデスが犯人の車だと連れん絡らくした。ちょうど総一郎も画像に写っていた車の内ない装そうから、車種はメルセデスと割わり出したところだった。

　ナンバーは昨日覚えておいたので、それを総一郎に教えて持ち主を割り出してもらうことにした。ただし十中八九、吉澤組所有のものと思われる。

「どう思う？」

「吉澤組か。何が目的なのかな」

　響は赤い目で宙ちゆうを眺ながめた。

「養護施設の子供を誘拐して身みの代しろ金きんの要求なんてしないよな。となるとやっぱり、あの土地絡みかな。でもなあ……」

「いくらなんでも、そんな理由はありえないわよね」

　そのメルセデスは特とく徴ちようのある匂いだったので、追うのは簡かん単たんだと薫は言ったが、さすがにのんびりと歩きながら追いかけたのでは日が暮くれてしまう。すぐ近くに隠かくれているのならそれでいいが、遠くだと今日中には辿たどり着けないかもしれない。

「お前、亮輔くんの音とか聞き取れないのか？」

「私、あの子とは一回しか会ってないのよね。注意して聞いたわけじゃないし、あんまり特徴のある音じゃなかったし、聞き分けるのは正直自信ない。というか数十メートル以上離はなれたら、さすがに心しん臓ぞうの音は聞こえないわよ。足音は相手が歩いてないと意味がないし、声を出せないようにされてたら、私にはもうお手上げ」

「仕方ない、ここでぼうっとしてても時間の無む駄だだし、やっぱり薫ちゃん頼たのむ。近くにいてくれることを祈いのろう」

「はいっ」

　そうやって地道に追い続けていると、透の携帯が鳴った。総一郎からの電話だ。

「メルセデスの持ち主を割り出した。吉澤組じゃなくて多摩開発プランニングだった。役に立ちそうか？」

「ああ、さんきゅ。じゃあ一応、その会社が抱かかえている案件で子供を隠してそうな怪あやしい倉庫とかないかな」

「そう思ってもう調べておいた。案件数は結けつ構こうあるぞ。住所とＧＰＳ情報を携帯に送るから片かたっ端ぱしから見て回れよ」

　そう言って通話は切れた。

「回る必要はないんだよ、俺おれたちは」

　透は切れた相手にそう呟つぶやいた。すかさず総一郎からメールが届とどく。

「あいつ、使えるわねー」

　響は素す直なおに感心している。透たちは実に力強い仲間を得たのかもしれない。
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　透はコンビニでこの辺りの詳しよう細さい地図を買い込こむと、手近にある一番高いビルの屋上に上がった。総一郎が送って寄よ越こした案件リストの住所を地図に重ね合わせて、片っ端から覗のぞいていく。

　多摩開発プランニングが扱あつかう案件は、立たち川かわ駅を中心にテナントビルや工場跡あと地ちなどが多く、あまりに怪しい箇か所しよが多過すぎた。いくら透とう視しが出来るとはいえ、響と違ちがって透の能のう力りよくはピンポイントでしか見ることが出来ないので、数が多過ぎると追いつかない。

　薫には引き続き匂においによる捜そう索さくを続けてもらっている。響はその護ご衛えいだ。もっともあの怪け我がでは敵てきの襲しゆう撃げきを感知する程てい度どで、護衛としての役目はあまり立ちそうにない。

　そうこうしているうちに、ポツリポツリと小こ粒つぶの雨が降ふり始めた。

……まずいっ

　濡ぬれ始めた屋上のコンクリートから、雨の匂いが立ち昇のぼる。薫は顔を顰しかめて鼻を地面に近づけた。傍はたから見たら怪しい人そのものだが、格かつ好こうなどに構かまっている余よ裕ゆうはないのだろう。

　透も国くち立たち、谷や保ほ、西国立、日ひ野の方面を順に覗いていった。早さつ速そくこめかみが鈍にぶく痛いたみ始める。最近、透視で目を酷こく使しし過ぎているせいか、こうやって痛み出すことが多い。

　だが亮輔たちの姿すがたは見つからなかった。そもそもこれらの案件に、犯人が子供たちを隠すとも思えなかった。多摩開発プランニング所有のメルセデスで子供たちを誘拐し、多摩開発プランニングが所有する案件に子供たちを隠したのでは、あまりに犯行が浅はか過ぎる。衝しよう動どう的な犯行とは到とう底てい思えないのだから、犯人たちだってもう少し考えるはずだ。仮かりに吉澤組系列の者による犯行だとしても、普ふ通つうはこんな明らかな状況証しよう拠こを残すようなバカな真ま似ねはしない。

　だがそれでも案件リストのチェックをやめるわけにはいかなかった。他ほかに候こう補ほがない以上、疑うたがわしいところは全すべて潰つぶしておかなくてはならない。

　抉えぐるような頭痛に耐たえながらモノレール線沿ぞいに立川駅北口方面を探さぐっていると、ふと川内純菜のアパートがこのすぐ近くだったことを思い出した。何気にその場所まで目を伸のばして、呆あつ気けに取られた。

「この犯はん人にん、馬鹿か？」

　純菜の部屋には一人の子こ供どもが壁かべ際ぎわに転がされていた。しかもアパートの前にはあのメルセデスが停とめられている。見つけてくださいと言っているようなものだった。養よう護ご施し設せつの子供が、自殺した子供のかつての自じ宅たくに監かん禁きんされているのだ。思わず別の意図が隠されているのではないかと勘かん繰ぐり始めたが、今は子供の救出が先だった。

　透はビルを駆かけ下りながら響に見つけたと怒ど鳴なった。




　再ふたたび三ケツで純菜のアパートに急行した。子供の特とく徴ちようを伝えると、それは裕明という名の少年で間違いないらしい。

　芋いも窪くぼ通りを北上していると薫の頭越しに響が何かを叫さけんだ。停めてと言っているように聞こえて、路ろ肩かたで停車する。

「やっぱり誰か来てる。あんたも見てみてっ」

　さすがに運転中に透視するのは危あぶない。しかも雨で路面が濡ぬれていて、運転には注意を要するので、アパートからは目を離さざるを得ない。

　部屋には相変わらず子供が転がされている。その奥おくのキッチンに見知らぬ男がいた。室内だというのに目出し帽ぼうをすっぽりと被かぶり、ゴムいぼの付いた軍手を嵌はめている。

「聞き覚えは？」

「もう少し近づかないとなんとも言えない」

　男は流しの下の戸を開けて、何かの細工をしていた。それが碌ろくでもないことは考えるまでもない。男は作業を終えたのか部屋に入ると、出で窓まどのカーテンにライターで火を点けた。

「何やってんだっっ、あいつっっっ!!」

　透はギアを蹴けり込んで発進させると、一気にアクセルを回した。




　アパートに着いたときには、男は既すでに逃とう走そうしたあとだったが、響がエンジン音を捉とらえていた。

「あいつは私が追いかけるっ」

「お前、その足でギアチェンジ出来るのかよ」

「大だい丈じよう夫ぶよっ」

　疑うたがわしかったが、響がそう言い切る以上、信じるしかない。透は響に単車を任まかせ、薫とアパートの階かい段だんに向かった。火は大して燃もえ広がっていない。あの男はご丁てい寧ねいにも、透たちが外した窓を嵌め直していったようで、既に室内は相当に煙けむりが充じゆう満まんしていた。焼け死ぬよりも一いつ酸さん化か炭たん素そ中ちゆう毒どくの方が心配だった。

「透さんっ、ガスの臭においがするっっ!!」

　薫が真っ青な顔で叫んだ。

……さっきの細工はそれかっ

「薫ちゃんっ、一一九番っ!!」

「はいっ」

　透は階段を駆け上がると、奥の通路まで一気に突つっ走る。だがドアには鍵かぎがかかっていた。

「くそっ」

　両手をドアに叩たたきつけた。あの男が鍵をかけていったということだ。どこから鍵を入手したのか気になったが、その疑ぎ問もんは後回しだ。

　子供は既に意い識しきを失っているようで、相当に危き険けんな状じよう態たいだった。他の部屋に住人はいない。

「おらあっっ」

　透は力いっぱいドアを蹴けり飛ばしたが、頑がん丈じような造つくりのようでびくともしない。ドアノブを握にぎり締めてガチャガチャ揺ゆすっても、当然開くわけがなかった。

「くそっ」

　さすがに透にもガスの臭いが伝わってきた。背せ中なかから嫌いやな汗あせがダラダラと噴ふき出てくる。透はもう一度ドアを蹴っ飛ばしたが、蝶ちよう番つがいが緩ゆるむ気配すらしなかった。

　ベランダ側に回って窓から侵しん入にゆうした方がいい。透は通路を戻もどって階段を駆け下り、一階のベランダから二階へとよじ登った。

　室内は出窓付近を中心に、カーテンから壁紙クロスに火が燃え広がり、今は奥のクローゼットを焦がしている。

「薫ちゃん、消火器っっ」

　透が通路に備そなえつけられている消火器を指差すと、下から見上げていた薫は弾はじかれたように駆け出した。

　透は窓を叩き割ると息を止めて室内に飛び込んだ。煙が激はげしく目にしみる。子供のもとに駆け寄よって揺ゆさぶったが、意識は戻らない。心しん臓ぞうは動いているし呼こ吸きゆうもあるが、顔から完全に血の気が失せていた。子供を抱だき上げたが、ジャラリという音とともに、何かが引っかかった。

　後ろ手にかけられた手て錠じように鎖くさりが通してあり、取り外されたコンセント口に繫つながっていた。そして鎖は壁の中を走っている複ふく数すうのパイプに通されている。鎖の長さは僅わずかに数十センチ。

　その状態を目にして透まで血の気が引いた。鎖よりも手錠のチェーンの方が細かったが、それでも金きん属ぞく製せいのそれを引き千切るのは無理だった。

　窓を開け放ったので、この部屋の煙とガスはかなり薄うすまったが、逆ぎやくに火か勢せいは激しくなった。

　そしてキッチンとこの部屋を仕切るドアは閉まっているのだが、ドアの向こうでは高こう濃のう度どのガスが充満しているはずだった。そのドアが燃え始めていた。背中から噴き出した嫌な汗が止まらない。ガス栓せんを閉めに行きたいが、あの仕切りドアを開けると引火する恐おそれがあった。

　玄げん関かんドアを外側から開けられない以上、子供をここから出すか、火を消すしか手はなかった。

「薫ちゃん、消火器っっ」

　透は大声で怒ど鳴なった。その代わり思いっきり煙を吸すい込んでしまい激しく咳せき込んだ。煙にむせて咳と涙なみだが止まらない。薫は一階の通路の前で消火器を凝ぎよう視ししたまま固まっていた。

……何やってんだっっ

　透はベランダに出て薫に向かってもう一度消火器を持ってくるように怒鳴った。それでも薫は動かない。次し第だいにじりじりと後ずさると、回れ右して今度は階段を駆け上った。

「何やってんだっっ!!」

　もう仕切りドアには完全に火がついていた。裏側に火が回ったら一いつ巻かんの終わりだった。ベランダの窓のカーテンにも火が回った。悠ゆう長ちようなことはしていられない。

　透は使える物がないか部屋の中を見回した。火を消すものか、鎖を切せつ断だん出来るもの──。

　咄とつ嗟さに目についたのはカーテンレールだった。子こ供どもの手錠の大きさを確たしかめて使えると判はん断だんすると、金属製のレールを摑つかんで壁かべから力任まかせに引き剝はがした。熱せられたレールで手のひらに火傷やけどを負ったが、痛いたみはほとんど感じなかった。

　力任せにレールを二つに折り曲げると、手錠の隙すき間まに突っ込んだ。そして今度は逆に開く。てこの原理で手錠が弾けとんだのを確かく認にんして透は子供を抱かかえ上げた。

　仕切りドアのこちら側はもう真っ黒に焦げ上がって燃え盛さかっていた。そして焼け焦げて脆もろくなっていたのか、そのドアノブがポロリと落ちた。反対側のドアノブが落ちたのもわかった。ドアノブのあったところに小さな丸い穴あながぽっかりと開いていた。

──ヒュッ

　そんな音がしたような気がした。ガスがこちら側に流れ込んだ音だろうか。透は躊ちゆう躇ちよなくベランダから空中に飛び出した。

　その瞬しゆん間かん、背中に猛もう烈れつな爆ばく風ふうを感じて、身体からだがグンと加速するような浮ふ遊ゆう感にとらわれた。隣となりの家の壁に激げき突とつして、そこで透の意識は途と絶だえた。
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　ふわふわした感覚に包まれている。慌あわただしい叫さけび声、鳴り響くサイレンの音、そして傍かたわらで泣きじゃくる誰かの声。

「……さんっ、……さんっ」

　顔にぽつぽつと当たる水すい滴てきが妙みように温かい。次し第だいに意識がクリアになっていく。それと同時に左ひだり肩かたが鈍にぶく痛んだ。ふわふわと身体が揺ゆられている。自分が何をしていたのか、段々と思い出してきた。ぐったりとした少年。真っ青な顔。

　目を覚ますと、光こう沢たくのある白はく乳にゆう色しよくの天てん井じようが見えた。うるさく響ひびくサイレン。柔やわらかな手の感かん触しよく。はっとして飛び起きた。驚おどろいた救急隊員が慌あわてて透を寝ねかせようと身体を押おさえかかった。

「透さんっっ!!」

　薫が傍らで泣きじゃくっていた。ここは救急車の中だった。

「ごめんなさいっ。ごめんなさいっ。私、私……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　透はゆっくりと起き上がると、今度は救急隊員も止めなかった。透は薫の頭を抱だきしめて宥なだめながら、身体の怪け我がの具合を確たしかめた。壁に激突したときに左肩を強打していたが、幸い何とか動いた。骨ほねにまで異い常じようがないならそれでいい。手のひらの火傷も水脹ぶくれになっているだけで、爛ただれてはいない。それに煙けむりもそれほど吸い込んでいないので、一いつ酸さん化か炭たん素そ中ちゆう毒どくの心配もそれほどない。

　隣の担たん架かには少年が横たわっていた。

「状じよう態たいは？」

「煙を相当吸い込んでいるし、頭も強く打ってるみたいでなんとも……」

　少年は額ひたいをざっくりと切っていて出血が酷ひどい。ガス爆発で隣の家の壁に叩きつけられたときに、透と壁に挟はさまれたのだろう。透が大して怪我をしていないのは、この少年がクッションになったからだった。

「私が、私が、ちゃんと、消火器を……」

　薫が力なく呟つぶやいた。膝ひざの上に置かれた両りよう拳こぶしがぶるぶると震えている。きっと酷く自分を責せめているのだろう。再ふたたび薫の目から大粒の涙が零こぼれ落ちた。透は薫の頭を抱く手に力を込めた。

……くそっ、あの野や郎ろうっっ

　子供に手錠をかけて鎖で逃にげられないようにした上で、放火してガス爆発を誘ゆう引いんさせるとは、いくらなんでも度が過すぎていた。悪あく質しつ過ぎる。

　いくらあの土地を入手したいと言っても、脅おどしのレベルを遥はるかに過ぎている。あの男は本気で子供を殺すつもりだったのだ。透たちが能力で見つけ出していなかったら、今いま頃ごろこの少年は黒焦げになっていたはずだ。

　そのとき透の携けい帯たいが震ふるえた。ディスプレイに表ひよう示じされた番号は見知らぬもの。またしてもタイミングがよ過ぎた。

『無事だったのかな？』

　男の声なのか女の声なのか、大人なのか子供なのかよくわからない不思議な声だった。何か機械を通しているのだろう。

「……誰だれだ？」

　透は無む駄だだとは思いつつ聞いてみた。薫は透の様子から察したようで、邪じや魔まにならないように泣くのをやめて息を殺した。状じよう況きよう判断はまだ出来ているようで安心する。

『次は間に合うかな？』

　相手は透の問いを無む視しして愉ゆ快かいそうに物ぶつ騒そうなことを言った。この状況で「次」と言える者は限かぎられている。手のひらの火傷が急に痛み出してきた。先ほどの状況を思い出して、ふつふつと怒いかりが湧わいてくる。だが頭に血が上ったら負けだ。

「次って何のことだ？」

　敢あえて惚とぼけた。透は薫のポケットに無理やり手を突っ込んで携帯を取り出すと、響に電話をかけた。そして繫つながったかどうかも確かく認にんせずに、透の携帯と耳の間に差し挟はさむ。

『わかってるくせに聞かないでよ』

「わかんねーから聞いてんだけどな」

　見えない糸の向こうで、くすりと笑う気配がした。糸の奥おくからざわざわとしたざわめきが広がった。多くの人間が息を潜ひそめてこの会話を聞いているというような錯さつ覚かくがする。

『それにしても今日はいいお天気だね』

「お前、やっぱり馬ば鹿かだろ」

　窓の外は本ほん格かく的に小粒の雨が降ふり始めていた。空は濃こい灰はい色いろに覆おおわれて当分やみそうにない。

『雨ってさあ、嫌いやなことも全すべて流してくれるって、よく言うよね。そんなわけないんだけどさ』

「何を悲観してんのか知らんが、忘わすれたかったら、たらふく飯食って歯は磨いたらぐっすり寝ねろ。たいていのことはそれで忘れられるさ」

『ははは、そんなに簡かん単たんだったらいいのにね。でもね、絶ぜつ望ぼうからだって希望を生むことがあるんだよ。生まれ変わった人間や生き返った人間のように』

　相手の声が歌うような調子で、熱を帯びてきた。恍こう惚こつ感。そんな言葉がぴったりの不気味さ。

「あのさ、お前のお遊びにつき合うのもそろそろ疲つかれてきたんだ。いい加か減げんにこんな回りくどいやり方しないでさ、正体を晒さらしてくれないと降おりちゃうぜ」

『君は降りても、彼女は降りないと思うよ』

　透は一いつ瞬しゆん答えに詰つまった。

「俺おれが力ずくで降りさせるって言ったら？」

『君はそんなことしないよ。いや出来ないと言った方がいいかな。臆おく病びよう者の透くん』

「俺たちのこと、よく知ってるんだな」

……くそっ、こいつ誰だ？

『さあ、もうゲームは始まってるんだ。だいぶヒントはあげたんだから、早く見つけてね。じゃないと今度はこの子が溺おぼれ死んじゃうよ』

……溺れ死ぬ？

「てめえっ、関係ない奴やつ巻まき込むんじゃねえよっっ!!」

　透が怒ど鳴なったときには、もう通話は切れていた。

……ちっ

「運転手さん、停とめてくれっっ!!」

　透は運転席に顔を出して怒鳴った。

「響っ、聞いてたかっっ？」

『何よっ、今の？』

「犯はん人にんからの犯行声明兼けん、犯行予告だ」

　路ろ肩かたに停とまると、救急隊員の制せい止しを振ふり切って後部ドアを開けた。薫も一いつ緒しよに降りてくる。

「それより何が聞こえた？　手て掛がかりはっ？」

『声以外に聞こえたのは、電車の音、踏ふみ切りの音、何かを放送しているような音。スピーカーかな。それから……』

　響は少しだけ言い淀よどんで、早口で言った。

『水の溜たまる音』

……やっぱりそうか

　溺れ死ぬと聞いてそんな気がしたが、相手はとことん遊ぶ気でいるらしい。

『水音は広く浅くという感じ。雨音が水面から聞こえてたから屋外よ。……それくらいかな。デジタル通信っていうのは、普ふ通つうの人間にとってノイズにしかならない情じよう報ほうはカットしちゃう仕様なの。だから携帯の先の音っていうのは、あまり音は拾えないのよ』

「いや、これでもかなりヒントになった。総一郎に調べさせて場所を割わり出すよ」

　響は途と中ちゆうで携帯の音に集中したために、メルセデスの追つい跡せきは断だん念ねんしたようだ。下っ端ぱの実行犯を追うよりも子供たちの救出が先だと考えたのだろう。このあとは透たちと合流するためにこちらに向かうと言っている。

　透は総一郎に響から聞いた情報を伝えて、可か能のう性せいの高い場所を絞しぼり出してもらうよう頼たのんだ。

『お前さあ、それだけの情報があってピンとこないのかよ』

　総一郎が呆あきれ声で言った。

「なんだよ。いいから早く言え。時間がないんだっ」

『屋外で広い水面。しかも線路の近くなんて言ったら、学校のプールしかないだろうがっっ!!』

「あっ」

『あっ、じゃねえよ。すぐに住所を送るから助けてやれよっ』

　送られてきた住所一いち覧らんにざっと目を通すと、亮輔たちが通う小学校もその中に含ふくまれていた。この場所からもかなり近い。もう透には確信があった。近くの歩道橋に駆かけ上がると、方向を確かく認にんして小学校に目を凝こらした。

　案の定、プールの中央に子こ供どもが横たわっていた。

……あの野や郎ろう……馬鹿にしてやがるっっ

　既すでに子供の身体からだは水に浮ういていた。注水口からは凄すごい勢いきおいで水が流れ込んでいる。子供は浮ふ力りよくで身体がゆらゆらと揺ゆれていた。嫌いやな感じなのは、子供が排はい水すい溝こうの上にいるということだ。両手は身体の下にあるらしくどうなっているのかここからでは確認出来ない。水中でぼやけているが、黒い紐ひものようなものが見えないでもない。

　薫に子供の状態を告げると、薫は今度こそ助けなければならないと悲ひ壮そう感すら漂ただよわせて口くち許もとをきつく引き締しめた。

　もうほとんど時間的余よ裕ゆうはなかった。学校に電話して、子供がプールで溺れていると通つう報ほうした。教きよう師したちが確認のために走っている。

　走りながら響の姿すがたを捜さがすと、芋窪街かい道どうから外れて透たちの方に左折したところだった。だが様子が変だった。窓まどの全面にスモークを貼はった白のワゴンが、響の乗った単車に異い常じようなほど急きゆう接せつ近きんしている。響は怪け我がのせいで運転に支し障しようを来たしているのか、どうも動きがぎこちない。単車のスピードもかなり遅おそい。左足でのギアチェンジが出来ていないのだろう。

　このままでは危き険けんだと思っていると、案の定後輪がワゴンと接せつ触しよくして、響はものの見事に転てん倒とうした。だが速度が遅かったせいで、響は投げ出された身体を跳はね上げるようにして起き上がった。どこから取り出したのか、既に響は大型のサバイバルナイフを手にしている。

　ワゴンからは二人の男が飛び出してきた。

「待って、薫ちゃんっ、響が危あぶないっっ!!」

　透は薫を呼び止めると、響から目を離はなさないまま立ち止まった。

　響はナイフを振り回して男たちに応おう戦せんしている。ただし両腕の怪我と左足を引き摺ずっているせいで動きは鈍にぶい。

「変な奴らに襲おそわれてる。なんかやばいっっ」

　透は響の方に向かって走り出した。幸いこちらは二百メートルほど先だ。すぐに辿たどり着く。

「透さんっ、子供はっっ？」

「そっちは教師に任まかせておけばいいっ」

　透は振り向きもせず怒鳴った。子供も心配だが、何よりも響のことが一番心配だった。透は響のために子供救出の協力をしているのだ。

「でもっっっ!!」

　あの薫が大声で怒鳴り返した。透は思わず立ち止まって振り返った。薫は泣きそうな顔で唇くちびるを嚙かんでいた。手がぶるぶると震えている。響のことも心配だが、先ほど自分のミスのせいで子供を救えなかったのを気に病んでいるのだろう。

「透さんは響ちゃんをお願いっっ。私はその子を助けるっっ!!」

　そう叫さけぶと、薫は学校に向かって走り出した。

「あっ、待てって。勝手に行くなっっ!!」

　響が襲われたということは、次は薫が襲われるかもしれないのだ。絶ぜつ対たいに一人にさせるわけにはいかない。

……くそっっ、何がどうなってんだっ？

　どちらに行くか決めなければならない。迷まよっている時間はない。
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……今度こそ助ける

　薫はただひたすら小学校に向かって走り続けた。肺はいが破やぶけそうだった。苦しくて苦しくて、でも止まるわけにはいかない。ここで薫が止まったら、その子は死んでしまう。

　響は透が何とかしてくれる。だから大だい丈じよう夫ぶ。きっと大丈夫。薫は響にごめんと呟つぶやくと、もう響のことは頭から追い出した。響ならきっとわかってくれるはずだ。

　校こう舎しやが見えてきた。住じゆう宅たく街がいの先に三階建ての大きな建物が構かまえている。プールは体育館の横手だ。息が切れる。足が重い。息が苦しい。

　校門は閉しまっていたが、走ってきた勢いきおいのまま取りつくと、一気に乗り越こえた。敷しき地ち内に着地して立ち上がると、乱みだれる呼こ吸きゆうの合間に一度大きく息を吸すい込こんだ。色んな子供たちの匂においの中に、養よう護ご施し設せつで嗅かいだことのある匂いがした。猛もう烈れつな悪意とともに、奥おくから流れてきた。

　薫は再ふたたび走り出した。校こう務む員らしき男の人が薫を見つけて何か叫さけんだが、それをゆっくり聞いている余よ裕ゆうはない。

　校舎の横に回り込んで、職しよく員いん用よう駐ちゆう車しや場じようを駆け抜ぬけると、体育館の前に出た。一人の女じよ性せい教員が奥の方から血相を変えながら走ってきた。そちらにプールがあるのは間ま違ちがいない。

　プールの入り口のところで、更さらに二人の女性教員が立っていた。だがなぜか中には入らないで、おろおろしながら立っているだけだった。

「子こ供どもはっっ？」

　近づいて薫が叫ぶと、一人の女性教員が警けい戒かいする目で「あなた誰？」と言ってきた。薫はそれには答えず、もう一度、子供は？　と聞いた。

　もう一人の女性教員が、薫の迫はく力りよくに押おされて「わからない」と答えた。プールの入り口は鉄てつ製せいの大きな扉とびらで閉しめ切られており、南なん京きん錠じようでロックされていた。プール開きするまで、水を抜いて鍵かぎをかけているのだろう。薫が通っていた小学校もそうだった。

　この様子だと、中で子供が溺おぼれかけていることをまだ確かく認にんしていないのかもしれない。

「向こうのビルから見えたんですっ。子供が中で溺れてるのっっ」

　適てき当とうに外を指差して叫ぶと、ようやく二人の女性教員は、かかってきた電話が本当だったと悟さとったようで、真っ青になって唇くちびるを震ふるわせ始めた。

　薫は女性教員を押しのけて扉を開けようとしたが、南京錠は頑がん丈じようだった。ここからは無理と判はん断だんすると、侵しん入にゆう口を探さがしてプールの周りを走り出した。

　女性教員が他ほかの侵入口を探そうとしなかった理由がわかった。プールの周りはフェンスで覆おおわれていたのだが、問題はその上に有ゆう刺し鉄線が幾いく重えにも張はり巡めぐらされていたからだ。きっと過か去こに変へん質しつ者しやの侵入でもあったのだろう。

……どうしようっっ

　ただでさえプールは地面より高い位置に設せつ置ちされているのに、有刺鉄線付きのフェンスでは、薫の力ではよじ登るのは難むずかしかった。

　だがやるしかない。薫はジャンプするとフェンスに摑つかまった。すぐに力尽つきて落ちてしまったが、プールの真ん中に子供がいたのを見み逃のがさなかった。

「先生っっ」

　薫が怒ど鳴なると、先ほどの女性教員が二人とも駆かけ寄よってきた。

「子供いましたっ。私が上るから支ささえてくださいっっ」

　そう叫ぶと、薫は女性教員の返事も聞かず、再び飛び上がってフェンスに指をかけた。反はん射しや的に二人の女性教員が、それぞれ薫の片かた足あしを持って支えた。薫がコンクリートの上に左足を乗せると、どちらかの女性教員が薫のお尻しりを力いっぱい押し上げる。右足もコンクリートの上まで持ち上げた。あとはフェンスをよじ登るだけだった。有刺鉄線の針はりのないところを慎しん重ちように選んで登っていく。

　ふとプールの底に目を向けると、子供が陽炎かげろうのように雨の中で揺ゆらめいていた。

「そんなっっ」

　既すでに少年の顔は水面の下に沈しずんでいた。慌あわててフェンスをよじ登るスピードを上げた。

「う───っっ」

　手のひらに有刺鉄線の棘とげが突つき刺ささった。激げき痛つうに顔を顰しかめる。柔やわらかい手のひらの肉から血が噴ふき出した。下で見ていた女性教員の一人が、それを見て悲鳴を上げる。

　だがそんなことはどうでもよかった。あの子供を助ける。最初の子供のときのような醜しゆう態たいを繰くり返すわけにはいかない。

　何度も手のひらに錆さびた鉄の棘が突き刺さった。血でぬるぬるになり手が滑すべる。それでも一番上までよじ登った。今度は服が棘に引っかかった。それを強ごう引いんに引っ張ぱって引き千切る。太ももにも棘が突き刺さった。

……大丈夫っ、こんなの怪け我がのうちに入らないっ

　透や響のもっと酷ひどい怪我を何度も目にしてきたのだ。これくらいで弱音を吐はいていたら、二人ともきっと薫のことなど認みとめてくれない。

「私が助けてあげるからっっ。待っててっっ!!」

　そう叫さけぶと、薫はフェンスの向こう側に飛び降おりた。背中に棘が引っかかって、皮ひ膚ふが引き剝はがされるような激げき痛つうが走ったが、もう前しか向かなかった。

　そのままプールに飛び込むと、膝ひざまで水が溜たまっていた。プール中央だともっと深くなる。

　本降ぶりになった雨が水面にザアザアと降り注いでいた。

　じゃぶじゃぶ水を搔かき分けて中央まで行くと、男の子が水中をゆらゆらと漂ただよっていた。下半身は水面まで浮ういているのに、上半身が浮いてこない。

　薫は男の子を引っ張り上げようとしたが、男の子の身体からだはびくともしない。水中に手を伸のばして男の子の身体の下を探ると何かが触ふれた。鎖くさりのような何かが排はい水すい溝こうに続いている。

「酷い……」

　潜もぐって確たしかめると、男の子の手首に手て錠じようがかけられ、排水溝に繫つながれていた。絶ぜつ望ぼう的だった。吐きそうになるほどの悪意がそこら中を漂っていた。やめてと叫びだしたい衝しよう動どうに襲おそわれる。

　この男の子は、水面下に顔が沈んでから、もうどれくらいが過すぎたのだろう。人間は呼吸が止まってからどれくらいは生き続けられるのだろうか。

「どうしよう、どうしようっっ」

　泣いている場合ではないとわかっているのに、涙なみだが出てきてわけがわからなくなる。薫は鎖を力任まかせに引っ張った。だけどびくともしない。こうしていても水かさはどんどん増ましていく。

「水を抜いてーっ」

　栓せんがどこにあるのか知らないが、薫は外の女性教員に叫んだ。でも水が抜けるまでに間に合うだろうか。

　薫は男の子の足を沈しずめて身体を垂すい直ちよくに起こすと、少しでも顔が上に来るようにしたが、それでもギリギリで鼻が水に沈み込んだ。薫は男の子の鼻の前の水を搔き分けた。無む駄だなのはわかっていても、他にどうすることも出来ない。

……ダメっ、埒らちが明かないっ

　薫はもう一度鎖を引っ張った。両足を踏ふん張って力の限かぎり持ち上げる。薫の手のひらから血が噴き出して、周りの水がピンク色に染そまる。ぐらりと排水溝の蓋ふたが動いたのを指先に感じた。

……動く？

　もう一度、引っ張り上げる。重い排水溝の蓋が、ふわりと浮いて僅わずかにずれた。一度浮き上がって錆が取れたからか、あとは何とかずりずりと引き摺ずって動かすことが出来た。そのままプールサイドまで移い動どうする。さすがにプールの外にまで引っ張り上げるのは無理だったが、水深はかなり浅くなっていた。男の子の顔も水面から上に出ていた。

　だが既に呼こ吸きゆうは止まっていた。男の子の首くび筋すじを触さわって確かめてみたが、指先は何も感じない。

「そんなっ、ウソでしょっっ!?」

　男の子をプールの壁かべに押しつけると、心しん臓ぞうの位置を確かめて両手で押した。強く何度も押した。これで心臓マッサージになっているのかわからない。でも何もしないではいられなかった。

「お願いっ、お願いっ」

……助かってっっ

　薫は半はん狂きよう乱らんになりながら、男の子の胸むねを繰くり返し押し続けた。

「薫ちゃんっっ」

　自分の名を呼よぶ声がした。薫は透が来たと思い、弾はじかれるように顔を上げた。だがなぜかそこにいたのは総一郎だった。なぜここにいるのか、そんな疑ぎ問もんはどうでもよかった。

「この子が……」

　それだけを言って、薫は泣き崩くずれた。雨が悲しく降り注ぐ。

　総一郎は薫を押しのけると、排水溝の蓋ごと男の子を持ち上げてプールサイドに横たえた。そして素す早ばやく気道を確かく保ほすると、薫に人工呼吸を指し示じする。

「やり方は知ってるかっ？」

　入学直後の保ほ健けん体育の授じゆ業ぎようで習ったばかりだった。総一郎は胸に両手を当て、体重をかけてマッサージを繰り返す。

　男の子に数回息を吹ふき込むと、肺に溜たまった水がごぽごぽと溢あふれ出た。だが自発呼吸も心臓の律りつ動どうも戻もどらない。

　どれくらいそれを繰り返しただろうか。時間の感覚はまるでなかった。二時間行っていたと言われても変に思わなかっただろうし、三分くらいだったと言われてもそうかもしれないと思っただろう。

　そのうちに救急車が到とう着ちやくしたのか、救急隊員と交代した。そのあとのことはもう何も覚えていない。女性教きよう師しの声らしい「雅人くんっっ」と叫ぶ悲痛な声が耳に痛いたかっただけだ。

　結局男の子は最後まで目を覚まさなかった。
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　薫は行ってしまった。

「待てって言ってるだろっっ」

　大声で叫んだが薫は振ふり向きもしない。

　響が何か、こっちを見て叫んでいた。きっと薫を追いかけてと言っているのだろう。だが今、危き機きに瀕ひんしているのは響の方なのだ。薫も襲われる可か能のう性せいはあるが、まだ襲われてはいない。

　迷まよったのは一秒もない。正しい決けつ断だんは、早く下さねば意味がない。響も助けて薫も助ける。そして子こ供どもも助ける。傲ごう慢まんになっているわけでもない。意い志しの力こそが願いを叶かなえる。

　響は既すでにナイフを取り落としていて、男に羽は交がい絞じめにされていた。それでももう一人の男に向かって足蹴げりを飛ばして暴あばれている。よく見ると、響の袖そで口ぐちが赤く染まっていた。傷きず口ぐちが開いたのかもしれない。

　響を羽交い絞めにしている大男は、ワゴンの方に響を引っ張ぱって行こうとしていた。

　透はポケットからスタンガンを取り出した。響が曲がり角の先で暴れているのが幸いした。男たちはまだ透の存そん在ざいに気がついていない。本降りの雨も、透の足音を消してくれる。不意さえ打てれば、いくらプロ相手でも何とかなる。

　響の足を摑つかんでいた方の男が、角から現あらわれた透に気づいたが、迎むかえうつには対たい応おうが遅おそ過すぎた。慌あわてて透に対して身み構がまえようとしたときには、透の膝ひざ蹴げりが男の側頭部に炸さく裂れつしていた。倒たおれ込んだ男にすかさず電でん撃げきを浴びせると、響を羽交い絞めにしていた男に向き直った。

「あれ？」

　男は響をワゴン車の中に放ほうり込むと、自分は乗り込まずにそのまま別の場所に走って行く。中からドアが閉しめられると、そのままワゴンは急発進した。

「しまっっ」

　響はぐったりとしていて動きが鈍にぶい。透は転てん倒とうしたままの単車を起こすと、セルモーターを回した。だがエンジンがかからない。何度回しても、うんともすんとも言わない。転倒した拍ひよう子しにスターターがイカレたのだろう。

「ちっっ」

　キックでもかからない。響を乗せたワゴンは既に数百メートル先を行ってしまっていた。

……まずいっ

　クラッチを握にぎったまま、くそ重い単車を力いっぱい押しながら前進させると、スピードの乗ったところでクラッチを一いつ瞬しゆん放した。

「かかれっっ!!」

──ブルルルルッ

　ようやくエンジンがかかった。そのまま飛び上がって跨またがると、慎しん重ちようにアクセルを吹かした。ここでエンストするわけにはいかない。




　街中を運転する場合、普ふ通つうの乗用車では、加速性能の違ちがう単車から逃にげ切れるはずがない。ましてや透には、障しよう害がい物ぶつなどものともしないスコープがある。一度捉とらえた獲え物ものは決して逃のがさない。透とう視ししながらの運転は危き険けんだが、悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではない。

　いくつ信号を無む視ししただろうか。透の巻まき添ぞえを食って事じ故こった車もあるかもしれないが、そんなことはどうでもいい。

　ワゴンの中には、響以外に女らしき者が二人いた。もっとも目出し帽ぼうで顔を隠かくしているので誰だれかはわからない。後部座ざ席せきと運転席とは壁かべで仕切られており、濃こいスモークが貼はられているせいで、昼間なのに車内は真っ暗に近い。

　国立近辺まで追いかけて、ようやく透はワゴンに追いついた。女の一人が響に近づいて何かを呟つぶやいている。響は怪け我がのせいか、さしたる抵てい抗こうもせずに聞き入っていた。

「響っっ、しっかりしろ。聞こえてるかっっ？」

　響ははっとしたようにぴくりと身体からだを震ふるわせた。

……よしっ、意い識しきはしっかりしてるな

「ワゴンが停とまったら飛び降おりろっ。いいなっっ!!」

　響が小さく頷うなずいたのを確かく認にんすると、透は一気にスピードを上げた。強きよう烈れつな加速Ｇに内ない臓ぞうが押おしつけられるような重苦しさを感じる。一瞬でワゴンを追い越こすと、進路をカットするようにワゴンの目の前に割わり込こんだ。

　いきなりのことで驚おどろいた運転手が、急ブレーキをかけた。透はすかさず前輪ブレーキを軸じくに百八十度ターンしてワゴンに正対した。後部座席にいた響たちは、急ブレーキのせいで運転席との間の仕切りの壁に激げき突とつしていた。

「早くしろっっ」

　今がチャンスだった。ここで降りられないとチャンスがなくなる。ワゴンに強行突とつ破ぱされたら、単車では停めることが出来ない。

　透を確認した運転手が、目に憎ぞう悪おの光を宿して、ギアを一速に落とした。

……ちっっ

　舌した打うちが漏もれた。ワゴンのタイヤが雨に濡ぬれた路面のせいで煙けむりを上げて空回りする。だがすぐに路面を摑んで飛び出すように透に向かって突つっ込んできた。

──その瞬間

　後部ドアが開いて響が転がり出てきた。響はすかさず立ち上がって左足を引き摺ずりながら走り出す。透も単車を急発進させると、ワゴンの右横をすり抜ぬけた。

「乗れっっ」

　響が透の後ろに跨ったのを確認すると、透はそのまま一気に単車を加速させた。




　透たちは小学校に向かったが、なぜか薫の姿すがたが確認出来なかった。響も薫の音が聞こえないと言っている。

　開け放たれた校門を突っ切ると、体育館横のプールまで単車のまま乗り込んだ。ちょうど少年を乗せた救急車が発車するところだった。中では救急隊員が必死の形相で心臓マッサージと人工呼こ吸きゆうを施ほどこしている。

　響に確認すると、響は呆ぼう然ぜんと救急車を見送ったまま、ゆっくりと首を横に振った。聞こえないのだろう。

　響の心しん情じようを思いやると、透は胸むねが痛いたくなった。自分を慕したっていた子こ供どもたちを助けられなかったのだ。気が狂くるいそうなほどの衝しよう撃げきを感じているに違いない。

　透は手近にいた女じよ性せい教員に、薫の特とく徴ちようを伝えてここに来なかったか聞いた。女性教員の話では、薫が少年をプールから引っ張ぱり上げたそうだが、いつの間にかいなくなっていたそうだ。

「薫ちゃん、相当ショックを受けてたからな……」

　自分の目の前で、再ふたたび少年を助けられなかったことに薫は耐たえられるだろうか。

　薫の携けい帯たいに電話したが、電でん源げんが切られているようで繫つながらない。ＧＰＳ情じよう報ほうも何も発信してこない。自分から電源を切るような馬鹿な子ではない。嫌いやな予感がひしひしと背せ中なかから這はい上がってくる。

　これまでの一連の事じ件けん、土地の地上げから始まって、横おう領りよう、偽ぎ装そう殺人、お宝たから騒そう動どう、逃とう亡ぼう、自殺、児童誘ゆう拐かい、そして犯はん行こう声明兼けん犯行予告の電話。そしてまだ誘拐されたままの亮輔。とにかく何かがおかしかった。

　段だん々だんと相手の行動がエスカレートしてきている。しかも子供たちが誘拐されてからは、直ちよく接せつ透たちに電話がかかってきたり、響が襲おそわれたりし始めた。土地の地上げなんかが目的ではないことは、もうはっきりしていた。あれだけ接せつ触しよくしてきながら、誘拐犯たちからの要求が未いまだにないというのもおかしな話だ。誘拐することそのものに目的があるかのようだ。

……それは何のためだ？

　これまでの一連の流れを順に頭で追ってみた。行き当たりばったりで一いつ貫かん性せいのない犯行の連続のように思えたが、一つだけ明らかな中心線がある。

　透は単車を発進させて学校の敷しき地ちを飛び出た。

「どこ行くのよっ」

　響が透の耳元で怒ど鳴なった。風ふう圧あつでよく聞こえない。

「薫ちゃんの声や足音が聞こえないか探さぐっててくれ。おれはちょっと確たしかめたいことがある」

　透は手近なビルに単車を停めると、屋上に上って川内純菜のアパートを探さがした。なぜ薫はあのとき、消火器を持ってくることを躊躇ためらったのか。

　純菜のアパートは、既に火は消し止められ、今は現げん場ば検けん証しようが行われていた。透視能のう力りよくの酷こく使しのせいで、こめかみが鈍にぶく痛んで集中力が途と切ぎれがちになるも、今はそんな泣き言を言っている場合ではない。一階と二階の消火器の場所を覗のぞいてみた。

　薫が消火器を持ってこなかった理由。それを目にして透は、思わず吐はきそうになってしまった。消火器の置かれていたボックス内に、数十匹ぴきというムカデが蠢うごめいていた。一階だけではなく二階も同じだった。背せ筋すじがむずむずするような気色悪さを覚えて、全身を搔かき毟むしりたくなる。

　あの生き物が好きだという物好きはあまりいないだろう。一匹でも気持ち悪いのに、それが何十匹もいたのでは、たまったものではない。ましてや薫は、多足類の生物が大の苦手なのだ。

　だけどそれでわかったことがある。あのムカデは、自然発生的に消火器のところにいたわけではない。誰かが集めて仕し掛かけておいたのだ。それは何のために？　薫に消火器を触さわらせないためというのは別に無理な推すい理りではない。ではなぜ犯人は薫がムカデを苦手としていると知っていたのか。

　透はビルを降おりて響の元に戻もどった。

　明らかな中心線。そしてこれら一連の事件の共通点。それは透たちが首を突っ込んでいるということ。当たり前に思えるかもしれないが、これは重要な点だった。

　この流れには一定の法ほう則そくがある。それは透たちが手を引いてもおかしくないタイミングで、次の事件が発覚、または発生している点だ。まるで何者かが、透や響がかかわっていてくれないと困こまるかのようなタイミングなのだ。

　なぜこんな回りくどいやり方をしたのかはわからない。だが確かく実じつに、透たちはこの一連の事件に深く深く首を突っ込んでしまっていた。相手の目的がなんなのかはわからない。だが狙ねらいは最初から透たちにあったと考えれば辻つじ褄つまは合う。

「最初から手のひらの上で踊おどらされていたってこと？　嵌はめられたの？」

　そう。透たちは嵌められたのだ。それはもう間ま違ちがいないと思っている。問題なのはその相手が誰なのかってことだ。

「相手って、霧生以外に誰がいるのよ」

「確かに一番怪あやしいんだけど、あの手を引けって電話はなんだったのかが気になるんだよな。それに霧生が逃にげ出したのってつい最近の話だろ。株かぶ価か操そう作さとかは、霧生の指し示じとは考えにくいんだよな」

　確かにこの推理だと、霧生の役やく割わりだけが釈しやく然ぜんとしない。

　そしてもう一つ導みちびき出される答えがある。相手が霧生なのかどうかは保ほ留りゆうにするにしても、タイミングを計って相手に情報を流していた奴やつが、透たちのすぐ近くにいるに違いないということだ。それが誰なのか、透はあまり考えたくなかった。
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　透と響が自分たちの通う国こく流りゆう高校に着いたのは、雨が上がって西の空が赤く染そまり出した頃ころだ。もうほとんどの生徒は帰ってしまい、遅おそくまで部活を行っていた生徒が、グランドの後あと片かたづけを行っているところだった。

　夕ゆう闇やみに沈しずむ教室は、人気がないとなぜにこんなにも不気味に感じるのだろう。非ひ常じよう口の緑のランプと、消火栓せんの赤いランプが、廊ろう下かの奥おくで怪しく光っている。透と響の足音が、寂さびしげな余よ韻いんを残しながらこだました。

　総一郎に呼よび出されたのは、つい先ほどのことだ。一向に見つからない薫に、透も響も焦あせり始めて、なぜ薫について行かなかったのかとか、薫の居い場ば所しよも感知出来ないなんて使えない能力だとか、心配するあまり険けん悪あくになる一方だった。

　校こう舎しやは二棟むねあり、薫の教室は一階の一番奥の教室だ。薫は自分の席に座すわってじっとしていた。総一郎は窓まどから中庭を眺ながめている。透たちの足音は聞こえているはずだが、二人とも特に何も反はん応のうしない。

　そっと透たちが教室に入って行くと、総一郎は振ふり返りはしたものの何も言わなかった。薫は顔も上げずに虚うつろな表ひよう情じようで身動き一つしない。放心状じよう態たいにあるらしい。耐たえられないほどの後こう悔かいが、薫の意い識しきのヒューズを飛ばしてしまったのだろう。

　なんて声をかけていいかわからなかった。今は何を言っても薫を傷きずつけてしまいそうだった。重い空気は、ますます質しつ量りようを増まして、透たちの肉体に纏まとわりつく。

　響は薫の前の席に後ろ向きに座すわると、頰ほお杖づえを突ついて薫の顔を覗のぞき込んだ。透は一番後ろの席に座った。椅い子すの足が床ゆかに擦こすれて、意外なほどに大きな音がした。まだ誰も声を発していない。

　ときおり部活を終えた生徒が廊下を駆かけていく足音が聞こえてきた。一いつ瞬しゆん騒さわがしくなって、そしてすぐに静せい寂じやくに包まれる。

　みんなが薫のことを心配していた。優やさしい目で見守っている。重苦しい空気は、そのうちに穏おだやかな沈ちん黙もくに変わっていく。

「私……」

「…………うん……」

　響はただ返事をしただけだ。だけどそれはなんだか薫を優しく包み込むようだった。響と薫を中心に暖あたたかい想おもいが広がっていく。

「私……助けられなかった。二人とも……」

「そうだね……」

　励はげますでもなく、責せめるでもなく、ただ響は頷うなずいた。薫の感じているものを一いつ緒しよに受け止めようとしているのだろう。薫は顔を抱かかえて、声を殺して泣いた。小さな肩かたが震ふるえている。

　響が立ち上がって薫の頭を抱だきしめると、薫は堰せきを切ったように声を上げて泣き出した。響はよしよしと薫の背せ中なかを軽く叩たたいている。響も涙なみだを堪こらえているようだった。辛つらいのは響も同じはずだが、それを見せまいと必死に耐えているようでもある。
















　どれくらい薫は泣き続けただろうか。日が落ちて教室はすっかり、暗くなってしまった。

「で、どうするの？」

　薫が泣き疲つかれるのを見計らっていたのか、泣きやんだ途と端たんに響が言った。冷れい徹てつにすら聞こえる響の様子に、透も総一郎も一瞬呆あつ気けに取られる。

「このまま、お家に帰ってまた泣くの？」

　馬ば鹿かにしたように冷たく言い放った。薫は真っ赤に腫はれ上がった目を白黒させて、響の豹ひよう変へん振りに驚おどろいている。

「降おりたいなら降りていいけど、まだ亮輔くんは見つかってないよ」

　亮輔と聞いて、薫は弾はじかれるように顔を上げた。死んだようだった目に、急速に意志の光が宿り始める。薫はごしごしと目を擦こすって、自分の頰を両手でぱんっと叩いた。

「……私が落ち込むなんてまだ早いよね」

「そうよ。後悔していいのは全すべてが終わったあとよ。私たちはまだ途中なの」

　響はまるで自分に言い聞かすかのように断だん言げんすると、薫は力強く頷いた。

「顔洗あらってきなさい」

　響が促うながすと、薫は女子トイレに駆けて行った。

「あの子……、ああ見えて私以上の負けず嫌ぎらいなのよ」

「そうだったな」

　透は数ヶ月前の騒そう動どうを思い出した。薫のここ一番の頑がん固こさは響譲ゆずりに違ちがいない。響は薫に元気を出させる方法もちゃんと心得ているのだ。血こそ繫つながっていないが、二人の間には血よりも濃こい絆きずながあるのだろう。透には到とう底てい計り知れない、歴史と想おもいの深さがあるのだ。

　薫はトイレから戻もどってくると、何かを決意したように次こそ頑がん張ばりますと言った。続けて透たちに心配かけたことを謝あやまった。切り替かえの早さも響譲りなのだろうか。

　よく見ると、薫の服はボロボロだった。聞けば、有ゆう刺し鉄てつ線せんで引っかけたらしい。

「あーあ、女の子がこんな傷つくって、何やってんだよ」

　透は薫の手のひらを開かせた。かなり深く抉えぐったようで、まだ血が滲にじんでいた。太ももと背せ中なかにも大きな傷があった。特に背中の傷は深く、完治しても痕あとが残るのは間違いなかった。

「こんなの、あの子たちに比くらべれば大したことないですよ」

　その言い方に、透はなんだか危あやういものを感じた。やはり思い込こみは激はげしいのかもしれない。

「薫ちゃんさあ、エクサーの心こころ構がまえとして、一番大事なのは自分の命なんだって俺おれ言わなかったっけ？　目的のために自分を犠ぎ牲せいにするなんてのは、二流以下の奴やつのやることだよ」

「えー、それは透さんには言われたくないですよー。銀行強ごう盗とうのときだって、一番無茶したの、透さんだったじゃないですか」

　薫は口を尖とがらせてそっぽを向いた。珍めずらしく反はん抗こう的な態度だった。

「いや、あれは、その……」

　だが確たしかにその通りだったので、透も返す言葉に詰つまった。

「はい、あんたの負け。でも薫、透の言うことは正しいわよ。他人を犠牲にしてでも、自分だけは生き残る。これがエクサーの鉄てつ則そくよ」

　いや、それはエクサーの鉄則ではなくて、お前の鉄則だろと突っ込みたかったが、まあそれは今はいい。響らしい意見で透は苦く笑しようした。確かに響はそうしている。犠牲にされるのはいつも俺だけどなと更さらに突っ込みたかったが、これもまあいい。

　背はい後ごでは総一郎が勉強になるなあと呟つぶやきながら、うんうんと頷いていた。

「でもさ、こんな無茶はもうするなよ。わかった？」

「うう……、はい」

　薫は唸うなると渋しぶ々しぶ頷いた。なんだか段だん々だんと薫が響化しているようで、透は不安が募つのった。響のことはもう諦あきらめていたが、薫がエクサーになるというのなら絶ぜつ対たいにコントロール下に置いておきたい。これ以上他人の暴ぼう走そうの尻しり拭ぬぐいをさせられるのは、勘かん弁べんして欲ほしかった。

「なあに？　あんた、私のときとは違って随ずい分ぶん優しいじゃない。怪け我がの具合なら私の方が酷ひどいくらいなのに」

　なぜか響は、やや憮ぶ然ぜんとした表情で文もん句くを言った。こういう響は珍しい。

「だって、お前のは自じ業ごう自じ得とくじゃねーか。放っておいても自じ爆ばくするような奴、心配するだけ無む駄だだ。無駄。窓まどガラスを突き破やぶって三階から飛び降りるような奴をいちいち心配していたら身が持たないからな」

「うわっ、ひっどー、少しは怪我してる女の子を労いたわろうって気はないの？」

「俺はいつだって女の子の味方だよ。なっ、薫ちゃん」

　透は笑いを堪えながら、薫に片かた目めを瞑つむってみせた。

「……どういう意味よ」

「別に。深い意味はないさ」

　透は意味ありげに肩を竦すくめてそう言った。

「深い意味ってどういう意味よ」

　ムキになった響が、逃にげる透を追いかける。薫は僅わずかに顔を綻ほころばせ、総一郎は呆あきれながら二人の漫まん才ざいを見守った。だがこうしてふざけていられるのは、薫の元気が出た今だけだ。

　このあとはすぐに亮輔の救出に取りかからないといけない。
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　真っ暗な教室というのは、本当に何か出そうな雰ふん囲い気きで、そういうものを全く信じていない透でも、気味が悪かった。

「で、何がどうなってんのか、俺にも教えてくれ」

　総一郎が一段落ついたところで状じよう況きよう説明を求めてきた。その説明の前に透は、なぜ薫とここにいたのか、それを聞いた。

　総一郎の話では、あの小学校のプールに子こ供どもがいるのではないかと独どく自じに推すい測そくして、タクシーで駆かけつけたところ、案の定、薫が救出に手間取っているところだったそうだ。それで薫の様子がおかしいので、ひとまず学校に戻ってきて、透たちに連れん絡らくしたということだった。薫の携けい帯たいは水に濡ぬれて壊こわれてしまったらしい。

　ここまでは別におかしくはない。

「お前ら、霧生玲子……って言ってたよな。確か昼間に」

　透と総一郎の視し線せんがぴりっと絡からまった。だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに総一郎はいつもの笑えみを浮うかべる。

「どっかで聞いたことがある名前だなって思って検けん索さくかけたら、すぐに出てきた」

　あの頃ころは毎日テレビで連れん呼こされていた名前だから、多くの者がまだ覚えているのだろう。

「昨年暮くれに起きた、連続児童誘ゆう拐かい事じ件けんの首しゆ謀ぼう者しや……だよな。被ひ害がい者の名前は公表されてなかったけど、まあちょっと調べればすぐにわかることだ」

　総一郎は申し訳わけなさそうにそう言って、薫にごめんと謝あやまった。薫はううんと首を振ふっている。

「まあ、この学校で知ってる奴らは、俺たち以外にはいないだろうけどな」

　透は昨年暮れからの一連の経けい緯いをかいつまんで説明した。この男の情じよう報ほう収しゆう集しゆう能のう力りよくからすれば、隠かくしていてもあまり意味がないに違いない。

「狙ねらわれているのか？　それはなんでだ？」

　透は肩かたを竦めただけで、それ以上は何も言わなかった。響も透に倣ならって口を閉とざしている。

「今も危き険けんじゃないのか？」

　透は再ふたたび肩を竦めただけだ。

　透は今回の一連の流れを、先ほど響と推すい測そくした通りに、もう一度薫と総一郎の前で説明した。

「確かに辻つじ褄つまは合うけど、やっぱり目的がわからん。お前らを狙う理由はなんなんだ？」

　総一郎の疑ぎ問もんはもっともだったが、それを答えるのは甚はなはだ勇気のいることだった。古ふる和泉いずみ村の住人たちが、集落に引き籠こもっていたのはなぜなのか。響も薫も、さすがにそれを総一郎に教えるつもりはないようだ。

「俺は、まだ信用されてないんだな」

　憮然としたような、残念だというような感じで、総一郎は悔くやしそうだった。

「お前とよく話すようになったのは、ついこないだのことだからな。そう簡かん単たんに信用出来るほど、俺たちは純じゆん真しんでもない」

　今までにも透たちを騙だまそうとする奴はいっぱいいた。この世界では、石橋をハンマーで叩たたいて、それでも渡わたらない慎しん重ちようさが求められるのだ。疑うたぐり深ぶか過すぎて損そんをすることはあっても、命まで失うことはない。

　それに総一郎を信用出来ない理由は他ほかにもある。

「……今回の流れで、明らかなことが一つあるんだ」

　一連の事件に、透たちの介かい入にゆうを促うながす目的があったとしたら、そのタイミングを計っていたのは誰だれだという問題だ。

　多摩開発プランニングと本原園長がつるんでいたことが明らかになって一件落着かと思いきや、即そく座ざに園長殺害の告白メールが届とどき、純菜の失しつ踪そう事件が起きた。透が事件から手を引こうとしていた直後に、あすなろ園の子こ供どもの誘拐事件が起きた。他にも色々とある。

「全すべてにおいて、タイミングがよ過ぎるんだ。情報が筒つつ抜ぬけになっていると言ってもいい」

「……なんだ、そういうことか」

　悔しそうにしていた総一郎から一転して表情が消えた。これが、常つねに笑みを絶たやさない男の本当の素す顔がおなのかもしれない。

「別にお前がそうだとは言ってない」

「言ってるじゃねーか」

「ただ……お前が何で俺たちにそんなに協力的なのか、俺はそれが不思議だったんだ。お前が持ってきた情報も恐おそろしく正せい確かくだったしな」

　総一郎の情報は正確過ぎた。いくらエクサーとはいえ、まだランクはＤ級レベルだ。どう考えても、一高校生に短時間で入手出来るような情報ではない。普ふ通つうに考えれば、総一郎が相手側と繫つながっているからという答えになる。可か能のう性せいだけを見ればそれが一番高い。

「別に金になるわけじゃないし、むしろ危険に巻まき込まれて、デメリットばかりだ」

「単に面おも白しろそうだったからだよ。人の心ってのは、お前みたいに、全てが損得で割り切れるわけじゃねえんだ」

　興きよう味みがあったというのは確かだろう。だがもっと納なつ得とくのいく理由を聞かせて欲ほしかった。総一郎はまだ何かを隠している。教室が暗いので、顔色まではわからない。総一郎は怒おこっているようでもあり、悔しがっているようでもあり、残念そうでもあった。それでも本当の答えは、総一郎の中にしかない。透はそれを表面だけ眺ながめて判はん断だんするしかないのだ。

「薫ちゃん、どう？」

「……多分、本当のことは、まだ言ってません。でも……悪意は感じないです」

　薫の感覚は正確だ。そして透も同じように感じていた。

「ケッ。勝手に言ってろっ」

　総一郎は机つくえを力いっぱい蹴け飛とばすと、透に何かを投げつけてそのまま教室を出て行った。最後の方は声が震ふるえていたような気がする。残されたミントの香かおりが胸むねに痛いたかった。




「本当に悔しがってるわよ、あの子。これでよかったの？」

　響は眉まゆを顰ひそめながら、総一郎の去った方に耳を傾かたむけている。

「ああ、状況から考えれば可能性は一番高かったからな」

　透は総一郎が投げていったものを拾いながら、極力平静を装よそおって言った。だが内心は激はげしく動どう揺ようしていた。総一郎が投げていったのは、一枚まいのＣＤ－ＲＯＭだった。

「そうじゃなくて。せっかく友達が出来……」

「敵てきにつけ込まれる方が厄やつ介かいだからな。少しでも可能性があるなら排はい除じよしておくさ」

　透は響を遮さえぎって最後まで言わせなかった。聞かなくていいことは聞きたくない。

「だから可能性の話をしてるんじゃないって言ってるでしょっ。あんたはどう感じたのかってことの方が大事なんじゃないの？」

　透は人の第一印象というものを信じている。敵なのか味方なのか、それを見抜く力は動物全てに備そなわった本能だ。人を見る目には自信がある。摑つかめない奴だったが、悪い奴ではない。それはわかっていた。それでも透は可能性を考こう慮りよに入れて安全策さくを選んだのだ。

「可能性を言うなら、私だってあんたを裏うら切ぎることがないわけじゃないわよ」

　そんなことはありえない。そう思いたかった。だけど確かに状じよう況きようはどのように転がるかはわからない。最悪の事じ態たいを想定すれば、そういうことも決して起きないとは言えない。だが、万が一そうなったときに、透は自分がどうなるのか上う手まく想そう像ぞうが出来ない。

　失うのが怖こわいから持たないという生き方だって、一つの真理ではないのか。それは間ま違ちがっているのだろうか。

「あんた、やっぱりどっかおかしいわよ」

　響だけでなく、薫まで透を非ひ難なんするように見つめていた。

……大切なもの……か……

　そう、透は恐おそれている。響や薫を大事だと思うあまり、それを失うことを酷ひどく恐れている。そしてこれ以上、失いかねないものは最初から手に入れたくない。そんなふうに考えてしまう透は、響の言うようにどこか壊こわれているのだろうか。

　だが、どちらにしてもこれでいい。敵でないなら、巻き込まないためにも、透たちから距きよ離りを取った方がいいのだ。養よう護ご施し設せつの子供たちは、響があの養護施設出身だから狙ねらわれたのだ。そういう意味では、薫の両親も、しばらく身を隠させた方がいいかもしれない。桃がついているとはいえ、いきなり急きゆう襲しゆうされては、防ふせぎ切れないところが出てくるに違いない。

　だがそんな透の心配は、やはり遅おそ過すぎた。タイミングというものは、一度狂くるうとなかなか取り戻もどせるものではないらしい。後こう悔かいというものは決して先に立つことはない。そういうタイミングで出来ている。







　Interlude 3







「準じゆん備びは整いました。いつでも受け入れ可能です」

　報ほう告こく役の男がレポートを見ながら言った。

「エクスプローラーはどうなっておる」

　最近、秘ひ密みつ裏りに勢せい力りよくを伸のばしてきたエクスプローラーは、まだ脅きよう威いと言えるものではなかったが、間かん接せつ的にかつての住人たちを取りまとめようとする動きが見られていた。政せい財ざい界かいとも積極的に繫がりを持とうとしている節があり、主しゆ催さい者はかなり頭の切れる者なのだろう。

「今のところ目立った動きはなく、彼らの支し援えんに回る様子もありません」

　報告役の男の返事に、初老の男は満足気に頷うなずいた。影えい響きようは微び々びたるものと考えていいが、注意するに越こしたことはない。当局への圧あつ力りよくも既すでにかけてある。

「予想通りだな」

　いよいよ直で対面するときがきた。あの村人たちの存そん在ざいを知ったとき、初老の男は激はげしく嫉しつ妬とした。種として我われら人間よりも優すぐれた生物の存在。男にとって村人とは人間を超こえた存在として目に映うつったからだ。人間の限げん界かいを超えた、人知の及およばぬ神の存在。

　それは嫉妬ではなく、憧あこがれだったのかもしれない。異い常じような執しゆう着ちやくを燃もやし、手を尽つくして配下に収おさめようとしたのは、男もその高みに近づきたかったからだろうか。

　今回駒こまとして使用したあの者たちの能力は、とても限げん定てい的でしかも発はつ現げんさせるには条じよう件けんの厳きびしいものだったが、型に嵌はめてしまいさえすれば、これ以上使い勝手のいいものはない。

　全すべてはその準備段だん階かいで、運命は決められていたのだ。その運命を操あやつるのが、男の楽しみだった。人の運命を、想おもいを、そして命を弄もてあそぶ。これほどに愉ゆ快かいなことがこの世にあるだろうか。

　全ての事実に気がついたとき、あの少年たちはどう思うのだろう。それを思うと、今から心が躍おどる。残ざん酷こくな想像というのは、なぜにこれほどまでに甘かん美びなのであろうか。絶ぜつ望ぼうに落とされた瞬しゆん間かんの、希望を砕くだかれた瞬間の、剝むき出しになった脆もろい魂たましいを爪つま弾びくあの一瞬。

　待ち遠しい。恋こいにも似にたような狂おしいまでの焦しよう燥そう感。あの男の弟というだけでなく、能のう力りよくも特Ａ級レベルと報告を受けている。きっと楽しませてくれるはずだ。

　そして計画は最終段階に移い行こうする。男の野望は、人知の及ばぬその神の領りよう域いきへ、自ら一歩上へと進むことだ。

　今夜の舞ぶ台たいは、あの男への餞はなむけとなることだろう。







　第四章　実を結ぶ大切なもの
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　透とおるたちはその日の夜から、マンションに帰るのをやめた。敵てきが透たちに対して明めい確かくに攻こう撃げきの意思を見せ始めた以上、警けい戒かいは最大限に払はらわないと、取り返しがつかなくなる。

　それで、関東龍りゆう神じん会かい傘さん下かである吉よし澤ざわ組の組事じ務む所しよに近いホテルに滞たい在ざいすることになった。今回の一連の事じ件けんに関して、その狙いが透たちにあったのは間ま違ちがいないと思うのだが、その具体的な目的まではわからなかった。響ひびきを直接襲おそってきたところからすると、透たちの持つ特とく殊しゆ能力を悪用するために、拉ら致ちを企くわだてたというのが一番考えられる理由だが、それにしてはどうも中ちゆう途と半はん端ぱなのである。

　子こ供どもを誘ゆう拐かいしたのなら、普ふ通つうはそれをネタに透たちを脅きよう迫はくするだろう。あんなふうにわざわざ電話をかけてきて、脅迫するわけでも何かを要求するわけでもなく、ただ挑ちよう発はつして終わるというのも不自然である。ただ、不自然だというのはわかっているのだが、それがどのようにおかしいのかはわからなかった。何か見落としをしているに違いなく、推すい測そくを進めるにはまだ材料が足りない。だから今度はこちらから動いて相手の正体を突つき止めることにした。

　まずは吉澤組だ。霧生きりゆうに雇やとわれていた、あの小太りの残ざん忍にんそうな目をした男、あいつが吉澤組と関係が深いのは、総そう一いち郎ろうのレポートに添てん付ぷされていた写真からして間違いないだろう。

　霧生が色々と悪わる巧だくみをしていたのは確たしかだが、それだってどこかにスポンサーがいたはずである。いくら霧生の母親が復ふく讐しゆうに狂くるっていたといっても、それだけでは生きていけない。誰かと利害を一いつ致ちさせて、その手を借りたのだ。その誰かとは一体誰なのか。

　小太りの男、株かぶ価か操そう作さの依い頼らいを行った吉澤組、メルセデスの車に乗った男たち、児童誘拐にはそのメルセデスが使われていたこと、そして響を襲ってきた者たちが乗っていたのは、響の話によると多た摩ま開発プランニング所持のあのワゴンであったこと、それらを総そう合ごうすれば、今回の事件の背はい後ごにもその黒くろ幕まくが潜ひそんでいるに違いないことは容よう易いに想そう像ぞうがつく。

　総一郎の置いていったＣＤ─ＲＯＭに、吉澤組に関しての詳しよう細さいレポートが収められていた。組員リスト、その顔写真、組事務所の住所、事務所の簡かん単たんな見取り図まであった。組長と若わか頭がしらである黒くろ田だ龍りゆう司じの私的な交友関係まで網もう羅らされており、一体どうやってこれらの情じよう報ほうを僅わずかな時間に集めたのか疑ぎ問もんだが、ホテルの屋上から観察を続ける限かぎり、その内容に誤あやまりはない。

　誘拐発生から既に三十五時間が過すぎたが、亮りよう輔すけの行方ゆくえは依い然ぜんとして摑つかめていない。既に警けい察さつも動き始めていたが、なぜかその動きは鈍にぶく、新たな手て掛がかりは何も見つかっていないようだ。里さと美みに頼たのんで公表されない警察内部の情報も流してもらっているが、今のところ大きな変化はない。本来であれば、透たちは重要参考人として事情聴ちよう取しゆを受ける立場にあるはずなのだが、警察の動きが鈍にぶいせいもあって呼よび出しは受けていない。もっとも、今はそんな悠ゆう長ちようなことをしている場合ではないので、最初から出向くつもりもない。

　里美は今回の事件に関して、何かに感づいたようで、裏うら方かたとして協力を申し出てきた。どちらにも肩かた入いれしないのが透たちのスタンスなので、いつもなら拒こばむところだが、今は亮輔の命がかかっている。それでエクスプローラーには、あのメルセデスの現げん在ざいの所在地を割わり出してもらうよう逆ぎやくに依頼を出してもらった。もしかしたら貴き重ちような情報が手に入るかもしれない。




　繁はん華か街がいのど真ん中に吉澤組の組事務所がある。駅前のビジネスホテルの屋上からは、直ちよく接せつには組事務所は見えないが、透たちには関係ない。監かん視しするには障しよう害がい物ぶつよりも距きよ離りの方が重要なのだ。そういう意味では、間にマンションが建っているものの、ベストの場所と言えるだろう。

　透と響が監視を続ける間、監視に向かない薫かおると桃ももは、いざとなったときにいつでも動けるように部屋で休息していた。

　なかなか動きを見せない吉澤組だったが、若頭の黒田龍司が夜遅おそくに携けい帯たいにメールを受け取ると、慌あわただしくどこかに電話をかけ始めた。

「なんて言ってる？」

「……侵しん入にゆう者しやがどうとか。場合によっては消してもいいなんて物ぶつ騒そうなこと言ってるけど……」

　風もなく穏おだやかな天気だ。とっくに日は落ちていたが、気温は初夏を思わせる暖あたたかさだ。響は会話に集中している。首に巻かれた白い包帯が暗闇に浮かび上がっている。

「電話の受け手は近くにはいないんだな？」

「……そうね。いないわよ」

　相手の声を確かく認にんしているのだろう。しばらく待って響は答えた。音は光と違ちがってかなり遅おくれて届とどく。響は数キロ先の話し声も余よ裕ゆうで聞き取れるが、音の遅ち延えんだけはどうしようもない。

「亮輔の件と関係ありそうか？」

「なんとも言えないわね。名乗りもしないし、固有名詞は避さけてる話し方だったから……」

　電話をかけ終わった黒田は、どこかに出かける支し度たくを始めた。

「でも動きっつったら、これくらいしかないんだよな」

　吉澤組が亮輔の誘拐にかかわっているのは間違いないのだが、そのわりにはのんびりしているというか、緊きん張ちよう感があまり感じられない。

「組長は動かないみたいだけど、一いち応おう追いかけてみる？　それとも桃に任せちゃう？」

　下っ端ぱの組員については、桃が猛もう禽きん類るいに追わせていたが、芳かんばしい成果は上がってきていない。

　透と響で二手に分かれてもいいが、そうすると監視能力が半はん減げんする。透と響はセットでこそ力を発はつ揮きするのだ。

　そのとき透の携帯が震ふるえた。携帯を開いて確認すると、メールの差出人は総一郎だった。だが開かい封ふうするのは気が重かった。勝手にしろと言いながら、声を震わせて教室を出て行った総一郎の後ろ姿すがたが目に焼きついている。

　重い溜ため息をついた透に、響が怪け訝げんそうに誰からなのか聞いた。返事をしない透に、響は答えを察したようで、くすくす笑っている。

「何怖こわがってんのよ、自分から切っといたくせに。薫なんて、いつか自分も切られちゃうんじゃないかって、また落ち込こんでたわよ」

「…………」

　繁華街の明かりに照らされて、空は星一つ見当たらない。

「まったく普ふ段だんは憎にくらしいくらい冷静なのに、こんなんで心乱みだしちゃってさ」

「うるせえよ」

　透は響に背せを向けると、非ひ常じよう階段を降おり始めた。黒田は部下に車を出させて、どこかに出かけようとしている。追いかけるなら、直接目で追えるうちに始めた方がいい。

「あらあら、透くん、怒おこったの？　可かー愛わいいー」

　追いかけてきた響は、茶化すようにげらげら笑った。普段透にいいように馬ば鹿かにされているからか、ここぞとばかりにからかった。もちろん透はそれらを全すべて無む視しした。

「それより、メール開いたら？　何か重要なものかもしれないでしょ」

「ヤクザが相手だし、さすがにもう手を引いただろ。きっと恨うらみ言かなんかだよ」

「あーもう、鬱うつ陶とうしい男ね。いつまでも、くよくよしちゃってさ」

　そう言って響は透の手から携帯を毟むしり取った。

「あっ、おいっ」

「ふんふーん。さーて、どんな文もん句くが書かれているかなっと……」

　響はディスプレイに目を留とめると、怪訝そうに顔を顰しかめて、すぐに透に携帯を突つっ返した。

「何これ？」

　暗くら闇やみの中で眩まぶしく光るディスプレイには、一言だけしか書かれていない。

──菱ひし川かわインダストリービル

　意味がわからなかった。響と顔を見合わせたが、響もこれが何を表しているのか、判はん断だんがつかないようで首を傾かしげた。

「電話して聞いてみたら？」

　気が進まないものの、素す直なおにそれに従したがったのは、どこか嫌いやな予感がしていたからだ。だが電でん源げんが切られているのか、留る守す電に繫つながるだけだった。

　胸むねの奥おくの方から、焦あせりのような何かがどんどん湧わき出してくる。タイミングが悪過ぎだった。

「考えられるとしたら、亮輔くんの居い場ば所しよを表しているか、ただのイタズラ、もしくは……敵てきの罠わなというのも考えられる」

「あんた、まだそんなこと言ってるの？」

　さすがに呆あきれたわと言わんばかりに響は鼻を鳴らした。

「彼が敵に捕つかまって助けを求めている可か能のう性せいだって考えられるわよ」

　響は可能性という部分に必要以上に力を入れて、嫌いや味みっぽく言った。

「ついでに言えば、さっきの吉澤組の動き、タイミングはばっちりよね。消されちゃわないといいわね。その侵入者」

「うるせえよ」

　そんなことは言われなくてもわかっている。だが、スパイである可能性も捨すて切れなかったわけだし、罠の可能性だって考こう慮りよに入れないわけにはいかなかった。

「椎しい名なさんのところに行こっ」

「薫ちゃん……」

　部屋にいたはずの薫がいつの間にか、非ひ常じよう階段の踊おどり場にいた。

「透さん、本当にスパイだって思ってるの？　確たしかに椎名さんは何か隠かくしてるふうだったけど、悪意はないって言ったじゃないですか。私はあの人のこと信じてもいいと思う。そして透さんも信じてあげて欲ほしい。プールでは、椎名さん、雅まさ人とくんを助けようと本当に必死でしたよ」

　響と薫を失うようなことだけは絶ぜつ対たいに避さけたい。だからまず考えるべきは、透たちの安全なのだ。そのやり方で問題はないはずだった。それなのに、こうして胸が苦しくなるのはなぜだろう。心が乱されるのはなぜだろう。

「透、一つだけ教えてあげる。あんたはね、考え過ぎなの。今は考えるときじゃないよ。私みたいに感じるままに動きなさいよ」

「お前のは、考えなさ過ぎだ」

　透は響に即そく答とうした。これは絶対に間ま違ちがいない。

　だが透が考え過ぎというのは当たっているかもしれない。ときには先に答えを出すことも必要なのだろう。今がそのときなのかもしれない。理由なんてあとからいくらでも考えつく。

「透さん……」

　薫は必死に透を見上げていた。なぜ薫は透のことでこうまで一生懸けん命めいになるのだろう。

……大切な何か……か……

　そう、響の言う通り、答えを出すのは簡かん単たんなのだ。罠だと思うなら無視すればいい。心配なら駆かけつければいい。助けたいならそうすればいい。とても単たん純じゆんなことなのだ。

……俺おれは行きたいのか、行きたくないのか

　答えは決まっている。そうやって心を決めてしまえば、随ずい分ぶんと気持ちは軽くなる。総一郎の人懐なつっこい笑えみが思い浮かんだ。摑つかめない奴やつだが、憎めない奴でもある。

　響が何も考えない理由がほんの少しわかった気がした。あとは理由を考えるだけだった。

「……罠と断定出来ない以上、行って確かめるのが、最良の選せん択たく肢しだな」

「透さんっ」

　薫が顔を輝かがやかせて透の腕うでに抱だきついた。

「あーあ、まったく素す直なおじゃないんだから。理由なんて『心配だから』でいいのに」

「うるせーよ、お前に素直じゃないとか言われたくねえっ」

「はいはい、素直素直」

　響は肩かたを竦すくめて階段を下りて行った。




　　　　§２




　透に響、薫に桃、この三人と一匹ぴきが揃そろえば、仕し留とめられない獲え物ものなどほとんど存そん在ざいしない。

「久ひさ々びさに全員揃っての行動だな」

　薫が巻まき込まれたあの銀行強ごう盗とう事じ件けんのとき以来かもしれない。あのときは薫が人ひと質じちとなって、動くに動けない状じよう態たいが続いたが、今回は能力面に関しては柔じゆう軟なんに対たい応おう出来そうだった。

　幸い予想通りにと言うべきか、悪い予感が的中してしまったと言うべきか、黒田の乗ったセルシオは晴はる海み埠ふ頭とうに向かっていた。そして尾び行こうを警けい戒かいする様子もなく、あっさり菱川インダストリービルの地下駐ちゆう車しや場じように潜もぐり込んで行った。再ふたたび罠の可能性が頭をもたげる。

　菱川インダストリーは、国内トップのシェアを誇ほこる重工業メーカーだ。原発から大型橋きよう梁りよう、海底トンネルまで幅はば広ひろく手がけている。そして何より、国内の軍ぐん需じゆ産業に関して、ヘリや戦せん闘とう機きなど米国からのライセンス生産を行い、イージス艦かんなどの戦闘艦の建けん造ぞうも行っている。

　そして菱川インダストリービルは、江こう東とう区く豊とよ洲すにある高さ百三十メートルの超ちよう高こう層そうビルで、最近竣しゆん工こうされたばかりのハイテクビルでもあった。内部は超小型監かん視しカメラが、至いたるところに目立たないように設せつ置ちされており、各部屋への入室にはＩＣチップの埋うめ込まれたＩＤカードで行い、更さらに指し紋もん認にん証しようまでが必要となっていた。いつだかの研究所に忍しのび込んだときとは比くらべ物にならないくらいセキュリティが堅けん牢ろうだった。

　透たちは近くの路上に単車を停とめて、直ちよく接せつビルからは見られないように、バス停の覆おおいの陰かげに移い動どうすると、そっと菱川インダストリービルを見上げた。

「何よそれ。そんなのどうやって潜もぐり込めばいいのよ」

　透の説明を聞いて、響も呆れたようにビルを見上げた。

「薫ちゃん、どう？　何か感じる？」

「この辺りにミントの匂においが強く残っています。椎名さんで間違いないみたい。椎名さんもここから見上げていたのかなあ。亮輔くんの匂いはここではわかりません」

「うん、私も同じ。あいつの足音を確かく認にん。距きよ離りはビル内部で間違いないけど、高さは四、五階上くらいかな。でも捕つかまってる感じじゃないわね。忍び足で動き回ってるみたい。まったく何やってんだろ。亮輔くんの足音は未確認」

　響は透のすぐ前に来て、総一郎がいる方向を指差した。透は響の肩かたを押おさえつけてほんの少ししゃがませると、指先の延えん長ちよう線上の少し上を透とう視しした。だが残念なことに、そのフロアには明かりが灯ともされていなかった。まだ暗くら闇やみに目が慣なれていないので、総一郎の姿すがたは確認出来ない。

「あいつ、もしかして自分から忍び込んだんじゃないか。まったく世話かけさせやがって」

「さっきは繫つながらなかったけど、地上にいるなら携けい帯たいオッケーなんじゃない？」

「ああ、そっか。他にあいつの周囲に誰だれかいるか？」

「……今はいないわね」

「じゃあ大だい丈じよう夫ぶだな」

　透は総一郎の携帯を呼よび出した。五階の一角で、鮮あざやかな光が暗闇の中に浮うかび上がった。

……あそこか

　響が指差した場所より、若じやつ干かん右にずれていた。いつの間にか移動したのだろう。

「音鳴ってないわね。振しん動どうもない」

　着信音で見つからないように消音モードにしているのだろう。その代わり携帯を手に持って移動しているようで、ディスプレイが光っているのが見えている。

『……よう』

　通話が繫がった。声が固い。息を殺した囁ささやくような声だった。聞いているだけで、総一郎の感じている緊きん張ちようが伝わってくる。

「……おう」

　なんとなく言葉が出てこない。言いたいことは喉のどまで出かかっているのに、口に出すとウソ臭くさくなってしまいそうだった。響が何やってんのよとばかりに、透の背せ中なかをバンと叩たたいた。
















「お前、そのビル、どうやって侵しん入にゆうしたんだ？」

『何のことだ？　俺は今家にいるんだけど』

　透が拒きよ絶ぜつしたことを怒おこっているのだろうか。総一郎は白々しくウソを言う。

「ウソこけ。インダストリービルの五階、非ひ常じよう階かい段だんに身を潜ひそませてるじゃねーか」

『っっっ!!』

　総一郎はぎょっと身を竦すくませると、周囲をきょろきょろと見回して、階段の踊おどり場の窓まどから外を窺うかがった。

『俺を疑うたがってるんじゃなかったのか。これも罠わなかもしれないぜ』

「それもちゃんと考慮に入れてあるさ」

　すかさず響が透の後頭部を叩いた。この期ごに及およんで何言っているのだと目が怒っている。

「そこに潜もぐり込んだ理由はあとで聞くとして、とりあえずそのビルから出ろよ。どうもそこ、雰ふん囲い気きが悪過すぎるぞ」

　吉澤組の黒田がやってきて、侵しん入にゆう者しやを消せなどと言っているなんてことは、まだ伝えない方がいいだろう。下手にパニックに陥おちいられても対たい処しよに困こまる。

「ダメっ、出口は固められてるわよ」

　響が透の背はい後ごから、携帯を当てている反対側に耳打ちした。

「あー、やっぱ今のなし。とりあえず、えーっと、……どうすっか？」

『何言ってんだ、お前』

　携帯から呆あきれたような溜ため息が聞こえてきた。

「とりあえず俺たちもそっち向かうけど、まずはお前が侵入した方法を教えろよ」

『地下駐車場だ。脇わきの守しゆ衛えい室に来客用のＩＤカードがある』

「地下か。出来れば他の入り口がいいな。誰かのせいで警けい戒かいが半はん端ぱじゃなくなってるんだよ」

　一階玄げん関かんは既すでにシャッターが閉まっていて入り込めない。一応裏うら口ぐちもあるが、そっちはもっと警けい備びが厳げん重じゆうだった。総一郎の言う地下は、更に多くの警備員が目を光らせていた。警備員の制せい服ふくを着ているものの、物もの腰ごしなどから判はん断だんするに、その筋すじのプロにしか見えない。フロント企き業ぎよう化かさせて目立たないように偽ぎ装そうしているのだろうが、恐おそらく吉澤組の裏稼か業ぎようで間ま違ちがいない。

　通常の出入り口は全すべてダメとなると、あとは無理やり出口を作るしかない。一番簡かん単たんなのは一階の窓を破やぶる方法だが、さすがに最新式のハイテクビルなら強化ガラスが使われていて、簡単に割われるようには出来ていないはずだ。一いつ瞬しゆんにして割って出てこられなければ、騒さわぎを聞きつけた警備員に捕まってしまう。強化ガラスではない可か能のう性せいもあるが、もちろんそれを試ためすのはリスクが大き過ぎた。

「相手の動きが落ち着くまでどっかに隠かくれてろ。絶対に勝手に動くなよ。わかったな？」

　透は総一郎を六階ロビーに隠れさせると、口が酸すっぱくなるほど言い含ふくめて、電話を切った。

　総一郎との通話中に里美からメールが届とどいていた。依い頼らいしておいたメルセデスの所しよ在ざい位置に関しての情じよう報ほう提てい供きようをまとめたものだった。

　コンピューター関係のクラッキングに長たけたエクサーが、警けい察さつが管理しているＮシステムのデータベースを漁あさって、該がい当とうするメルセデスが晴海埠ふ頭とう近辺にいることを突き止めたと書かれていた。Ｎシステムとは、特定地点を通つう過かしたすべての車両をカメラで記録している警察庁ちようの車両監かん視しシステムのことだ。

　更さらにその情報を元に別のエクサーが、菱川インダストリービル近くの別のビルに設せつ置ちしてあるＷＥＢカメラの映えい像ぞうに、該がい当とうするメルセデスが記録されていたのを見つけ出した。それには菱川インダストリービルに入って行くところがばっちりと映うつっていたそうだ。時じ刻こくは今から約三十二時間前。

「どう思う？」

「それに亮輔くんが乗っていたかどうかよね」

　透は里美にその情報を警察に流すようにメールを送った。効こう果かは薄うすいと思われるが、一応警察という保ほ険けんもかけておく。現げん時点でメルセデスと亮輔を結びつけるものは薫の鼻以外にないので、誘ゆう拐かいの証しよう拠こにはならないが、その辺りは里美が何とかするだろう。

「とりあえずビル内に入らないと、亮輔くんがいるかはわからないわよ」

　だが、総一郎の脱だつ出しゆつ口よりも、先に透たちの侵入口を探さがす方が難むずかしかった。窓は嵌はめ込こみで開かないし、出入り口は既に押おさえられている。

　透は使えそうな物を探して暗くら闇やみのビル内部を透とう視ししていった。常人より遥はるかに夜目が利きくので、一度目が暗闇に慣なれてしまえば、窓から差し込む街路灯とうの明かりで十分だった。

　その透の目がトイレの換かん気き用窓を捉とらえた。

「……ぎりぎり使えるかな」

「何？」

「ちょっと移い動どうするぞ」

　透たちはビルの裏手に回り込んだ。

「あそこの窓、あれトイレの窓なんだけど、潜り込めそうな気がしないか？」

　僅わずか十センチほどしか開いていないが、それでも外に向かって開かれている穴だ。響はオペラグラスで確認している。

「ちょっと無理なんじゃない？」

「ネジ式だから窓まど枠わくはドライバーで外せるし、あそこには警備システムもない」

　さすがに女子トイレの中にまで監視カメラは設置されていない。

「……うん、いけるわね」

　窓枠自体も約四十×五十センチメートルといったところでかなりきついが、透と響の体型なら無理すればくぐれないこともない。

「桃っ」

（ロープとドライバーを持って侵入しろと言うのだろう）

「察しがいいな」

　赤外線カメラらしきものが設置されていたので、塀へいを乗り越こえるのはまずい。裏の通用口の扉とびらを桃に開けさせると、透たちはビルの敷しき地ち内に侵入した。監視カメラには映ってしまったが、無理やり破ったわけではないので、警備システムは反はん応のうしない。カメラの映像を守しゆ衛えいたちが見ていないタイミングを計ったのでばれてはいない。

　再ふたたび総一郎と回線を繫つなげると、これからの手順を説明した。

『はあ？　お前、何無茶なこと言ってんだ？』

「別にこの程てい度どは無茶じゃない」

　響が隣となりで同意するように頷うなずいている。

「今から誘ゆう導どうするから、指し示じに従したがってくれ」

　総一郎のいる六階ロビーから二階の女子トイレまで、見み張はりの警備員に見つからないように、ルートを指示していく。

「そこを右に曲がってまっすぐ。……あーちょっと待て。一いつ旦たん戻もどって非ひ常じよう階かい段だんに隠れろ」

　通路を曲がったずっと先に警備員が歩いていた。警備員をやり過ごさせると、再び総一郎に指示を与あたえて、ビル裏手に面した二階の女子トイレまで誘導した。総一郎はなぜ自分と警備員の居い場ば所しよが透にわかるのか不思議がっているようだが、さすがにそれを聞くことはしない。この状じよう況きようで無む駄だに声を上げるのが命取りだということは総一郎もわかっている。

「今そっちにドライバーを持って行かすから、それで換気用の窓枠を外してくれ」

『持って行かす？』

　総一郎は腑ふに落ちないというようにきょろきょろしている。逃にげ場のない女子トイレ内なので、不安なのだろう。

　ドライバーを鍵かぎ爪づめで摑つかんだフクロウが、塀の上から音もなく飛び立った。すーっと闇夜にとけ込むように舞まい上がると、総一郎の待つ女子トイレの換気用窓に降おり立った。そして中にドライバーを放ほうり込むと、フクロウは再び戻ってきた。

『うわっっ』

　いきなり飛び込んできたドライバーに、総一郎が驚おどろいている。

　総一郎が窓枠を取り外すと、フクロウに今度はロープを運ばせた。総一郎に、掃そう除じ用具のモップに結ばせて引っかけると、透が先に上った。響は自力で上がってこれるほどの筋きん力りよくがないので、透と総一郎で引っ張り上げた。透は多少肩かたが引っかかって苦労したのだが、響は苦もなく窓枠をすり抜ぬけてビルへの侵入に成功した。

「凹おう凸とつの少ない身体からだでよかったな」

　透が言わなくてもいいことを言うと、すかさず蹴けりが飛んできた。もちろん予よ測そく済ずみなので、バックステップで軽かろやかに避よけた。足首の怪我の具合はまずまずのようだ。

　薫と桃は更に軽くて、引っ張り上げるのは容よう易いだった。特に相手側に気づかれた様子もない。

　だが微び妙みように空気が固かった。透も総一郎もお互たがいを意い識しきして、変な緊きん張ちよう感を生み出している。

「……で、何でお前はこんなところにいたんだ？」

　透は総一郎から目を逸そらしながら言った。どうしても目を合わせることが出来ない。響はニヤニヤと笑いながら、薫は心配そうに透と総一郎の様子を見守っている。

「吉澤組のバックは多分ここだろうって見当つけたんだよ。それで来てみたら、地下駐車場に例のメルセデスを見つけたから、ここになんかあると思ったわけだ」

「だから、どうやってここだと見当つけたんだよ」

「それは……商売上の秘ひ密みつってやつだ。それより、さっきのはなんなんだよ。お前動物にあんな芸を仕込んでんのか？　そのデブ猫ねこにもか？」

──シャーッ

　総一郎が桃を指差して思ったことをありのままに言ったので、桃が牙きばを剝むいて威い嚇かくの声を上げた。その様子に総一郎はぎょっとしたように驚おどろいた。

「それに、さっきは俺おれの様子を何であんなに正せい確かくに捉とらえてたんだ。どう考えても変だ」

「それは……」

　どこまで話してよいものか、少しばかり判はん断だんに迷まよう。

「あんたらまだ腹はらの探さぐり合いしてんの？　いい加か減げんにしときなさいよ」

　ヒソヒソ声ながら、響はほとほと呆あきれているようだ。薫まで溜ため息をついている。

「とにかく、後は任まかせてお前はここから帰れ……つっても帰るわけねえよな、やっぱ」

「当たり前だろ」

　総一郎は絶ぜつ対たいに引かないと透を睨にらみつけた。

「素人しろうとって言うなら薫も一いつ緒しよなんだし、まあ何とかなるんじゃないの」

　見かねた響が、横から合いの手を差し挟はさむ。

「お前はいつだって気楽でいいな。頭悩なやますのはいっつも俺だ」

「それがあんたの役目なんだから仕方ないでしょ。はいっ、さっさと次の手を考えるっ」

「やれやれ。とりあえずは、椎名が持ってるゲスト用のＩＤカードで行けるとこまで行くとして、あとはまだ残業やってる奴やつを適てき当とうに脅おどしつけて、フロアを移い動どうしながら薫ちゃんの能力ちからで亮輔くんを捜さがす……でいいかな」

「うーん、乱らん暴ぼうだけどそれがベストかな」

　響も仕方ないと頷いた。あまりスマートな方法とは言えないが、手っ取り早いのは確たしかだ。

「……お前ら、やっぱりそういうのに慣なれてんだな」

　総一郎は胡う散さん臭くさいものを見るように眉まゆを顰ひそめた。

「何言ってんの。あんたも今日から同類よ」

　響が総一郎の肩を叩たたいた。

「いざとなったら、これを使え」

　透は里美に貰もらったあの拳けん銃じゆうを総一郎に手て渡わたした。響が小さく口笛を吹ふいて驚いた。

「なっ、お前、こんなものまで……」

「信しん頼らいしてんだから、ちゃんと役に立てよ」

「あ、ああっ、任せとけっ」

　総一郎は嬉うれしそうに顔を綻ほころばせると、いつもの人懐なつっこい笑えみに戻って頷いた。
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　透は地上二十五階、地下二階の各部屋を片かたっ端ぱしから覗のぞいていったが、亮輔の姿すがたはどこにも見当たらなかった。もっとも、最上階に近い幾いくつかのフロアは、窓まどにブラインドが下ろされており、完全な暗くら闇やみと化していたので、さすがの透でも透とう視しは利きかなかった。

　ただし、呼こ吸きゆう音を響が捉とらえており、そこに誰かが潜ひそんでいるのは、どうも間ま違ちがいないらしい。前にも言っていたが、一度しか聞いたことがないというのと、特とく徴ちようのない音だったせいで、心音では亮輔かどうかは、判はん断だん出来ないとのことだった。

　だから結局は、薫の鼻が頼たよりという状じよう況きように変わりはない。その薫が亮輔の匂においを嗅かぎつけたのは、六階エレベーターホール前でのことだった。

「やっぱりここだったな……」

　その匂いはほんの数時間前のものらしいが、この階に降りたわけではないようだ。エレベーターで移動したときの残り香がを感知したのだろう。

「あの……、それよりちょっと気になるんですけど、しばらく前に島しま木きさんがこのビルに来たような匂いが残ってます。それに……血の臭においも少し、ううん、かなり感じます。それから霧生きりゆうの匂いも」

「……マジ？」

「はい」

　嫌いやな想そう像ぞうが透たちの脳のう裏りに浮うかび上がった。事じ情じようのわからない総一郎だけが、きょとんとしている。島木はもういないと、霧生が言ったことを思い出した。

　そのとき静まり返った暗闇の中で透の携けい帯たいの震える音が、意外なほど大音量で響ひびいた。その場にいた全員が、ビクッと身体を震ふるわせる。

「あー、びっくりした。あんたバイブも切っときなさいよ」

　透は響の文もん句くを無む視しして、慌あわてて電話に出た。

『私は手を引けって言ったはずよ。まったく……』

「てめえっっ!!」

　里美と同じ声だが、冷たく響くその雰ふん囲い気きは、この前かかってきたものと同じだった。まだたったの二日前なのだが、もう随ずい分ぶんと時間が過すぎたような気がする。

『一言だけ忠ちゆう告こくしておくわ。自分を信じなさい。そして仲間を信じなさい』

「どういう意味だ？　お前こそ何を企たくらんでいる。今どこにいるんだ？」

　透は矢や継つぎ早に質しつ問もんを繰くり出した。だが霧生はそのどれにも答えない。

『言っておくけど、今回は敵てきじゃないわよ。利用はさせてもらったけどね』

「何言ってんだ？　誘ゆう拐かいはお前の仕し業わざじゃないのかよ」

『それじゃあ、妹によろしく言っておいて。次はあんたの番よって』

　結局会話は嚙かみ合うことなく、一方的に霧生の言いたいことを聞かされて通話は切れた。

「なんなんだ、今の電話は？」

「今回は敵じゃない？　利用させてもらった？　自分を信じろ？　仲間を信じろ？　霧生の台詞せりふとは思えないわよ」

　響も不ふ信しん感を募つのらせて警けい戒かいしている。どこから電話をかけていたのかわからないが、どうも透たちがここに忍しのび込んだことは察知しているような口振ぶりだった。

「近くに聞こえたか？」

　響は首を横に振った。ビル内にはいないらしい。

「でもどっちにしろ、行くしかないんだろ」

　そう言って総一郎はエレベーターのボタンを押おした。

「あっ、バカっっ!!」

　八基きあるエレベーターのうちの一つが動き出した。慌てて透たちはエレベーターホールの前から逃にげ出したが既すでに遅おそかった。突とつ然ぜん動き出したエレベーターを不審に思った警けい備び員いんたちが、守しゆ衛えい室しつで呼よび出し先の階の映えい像ぞうを確認しているのが見えた。透たちの姿すがたはしっかりと監かん視しカメラに捉とらえられており、それを警備員たちが確かく認にんしていた。

「ばれたっっ」

　物ぶつ騒そうな物もの腰ごしの警備員が、六階エレベーターホールに殺さつ到とうする。今までは怪あやしい奴が潜もぐり込んだらしいという不確かな情じよう報ほうで警戒していただけだったようだが、こうして姿まで確認されては、徹てつ底ていして狩かりに来るだろう。

　総一郎はバツが悪そうに悪いと謝あやまったが、今はそれを責せめている暇ひまはなかった。階段を駆かけ上って男たちから距きよ離りを取るしかない。

　だが無数の監視カメラが透たちの姿を追い続けて、どうしてもその目から逃のがれることが出来ない状じよう態たいだった。しかも響は足が痛むようで次し第だいに遅おくれ始めた。

「まずいな。どこに逃げてもあの守衛室で位置を捕ほ捉そくされる」

「二手に分かれない？」

　守衛室にあるモニターは、監視カメラの数のわりには僅わずかに六台しかない。確かに分散すれば、チェックしきれなくなる可か能のう性せいはあるが、逆ぎやくに透たちの危き険けんもそれだけ増ふえる。

「いたぞっっ!!」

　すぐ下から男の怒ど鳴なり声が響いた。懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりがひらひらと宙ちゆうを彷徨さまよう。

　後ろを走っていた響と総一郎が、十三階まで差しかかったところで、階段から通路に進んで行った。透と薫、桃はそのまま上り続ける。敵の注意が分散すれば、こちらも多少行動しやすくなるが、どちらか片かた方ほうでも捕つかまってしまえば、一いつ巻かんの終わりだ。誰だれかが人ひと質じちに取られたら、降こう伏ふくするしかなくなる。

　もう足を忍しのばせている意味はない。息を切らせながら階段を駆け上がった。十八階まで上ったところで、ふと透は違い和わ感に気がついた。さっきから背はい後ごの足音が聞こえないのだ。一気に血の気が引いた。本当にさあっと顔面から血が降りていく音を感じたほどだ。慌てて振り返ったが、そこには薫の姿も桃の姿もなかった。

……いつの間にっっ!?

　階下にはいない。すぐに戻もどろうとしたが、無ぶ骨こつな足音が暗闇の中を駆け上がってきた。階段から十八階の通路に移動したが、ＩＤカードがないのでどの部屋にも入室出来そうにない。ドアの向こうではまだ会社員が仕事をしていたが、騒さわぎに気づいた様子もない。

　透は階下を見下ろして薫の姿を捜さがしたが、一向に見つからなかった。

……くそっ、どこに行ったっ？

　響の居い場ば所しよはすぐにわかった。今は十四階の階段付近で、総一郎と一いつ緒しよに警備員相手に大立ち回りを演えんじている。かなりの警備員を引きつけているので、透を追う者は手て薄うすだった。

　もう一つの階段には警備員が来ていなかったので、透はそちらから階下に回り込んだ。十七階の通路には薫はいなかったが、各部屋は真っ暗で確認出来ない。薫は携帯を壊こわしてしまっていたので、電話で連れん絡らくを取ることも出来ない。

　焦あせりで冷静ではなかったのだろう。守衛室を覗のぞいて、初めて薫の居場所がわかったくらいだ。

　守衛室では、透の姿は見失っているようだったが、薫の居場所はしっかりと捉えていた。モニタの中で薫はどこかの部屋の扉とびらを開けると、その向こうに消えて行った。扉の奥おくは真っ暗だ。モニタの隅すみに16Ｆと記されている。守衛にいる男が、マイクに向かって盛さかんに叫さけんでいる。無線で指し示じを受けたらしい何人かの警備員が、十六階に向かい始めた。

　透は急いで階下に向かった。この階には残業している者はいないようで、扉の向こうは本当に真っ暗だった。薫がどこに行ったのか全くわからない。警備員たちが二人やってきたので、透は柱の陰かげに隠かくれて様子を窺うかがった。男たちはエレベーターホールから一番近い扉に、自分のＩＤカードでチェックを受けると、扉横のボックスに指先を入れて中に入って行った。

　何かが腑ふに落ちない。薫はＩＤカードを持っていない。それに指し紋もん認にん証しようチェックもせずに扉を越こえて行かなかっただろうか。

　透は扉が閉しまりきる前に僅わずかに靴くつ先さきをねじ込こんで、その状態で様子を窺った。僅かに開いた扉の隙すき間まから明かりが差し込んで、部屋の中の様子が見み渡わたせた。雑ざつ然ぜんとした普ふ通つうのオフィスで、特別におかしな様子はない。明かりのスイッチの場所を確認すると、警備員が奥まで行ったのを見計らって扉を開けた。そのままさっと中に身体からだを滑すべり込ませて、急いで扉を閉めた。

　警備員は懐中電灯で、薫の姿を捜している。透は床を這って行き、柱のスイッチのところまで辿り着くと、全ての明かりをつけた。そして再びしゃがんで机の陰に隠れた。

　いきなりの明るい光に、目が眩んで開けていられない。だが数秒後には目が明るさに慣れていた。教室四つ分くらいの広さもある空間に、所狭せましと机が並ならべられている。

　透はしゃがんだ状態で薫の姿を捜した。

……どこに行った？

　そのときだった。すぐ背後からカタンと音がして、ぎょっとしたように振ふり向いたとき、透はその意味がわからなかった。なぜか思考がついていかない。

　薫が両手でナイフを構かまえて立っていた。距離は僅かに一メートル。刃やいばの切っ先が透に真まっ直すぐ向けられている。

「透さん……」

　薫は無表情のままナイフを握にぎっていた。その刃は一いつ片ぺんの迷まよいもなく、ぴくりとも動かない。

　様子が変だと気づいたときには遅かった。

　ドンと倒たおれ込むようにぶつかってきた薫を受け止めて、透は尻しり餅もちをついた。

「死んでくれる？」

　薫が透の耳元で囁ささやいた。冗じよう談だんにしては性た質ちが悪過すぎた。

　だが焼けるように右みぎ脇わき腹ばらが痛むのは紛まぎれもない事実だった。突つき飛ばすようにして薫を払はらいのけると、右脇腹には小振りのサバイバルナイフが突き刺さっていた。その柄の部分が、透の心しん臓ぞうの鼓こ動どうに合わせて、ピクンピクンと脈打っている。

　本当に性質の悪い冗談と思いたかった。
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　響と総一郎が、階かい段だんから通路にそれて行った。薫は透から遅おくれまいと必死にその背せ中なかを追った。透は階段を三段飛ばしで駆け上がって行くが、薫は二段が精せい一いつ杯ぱいだった。既すでに息は上がり、苦しくて堪たまらない。エクサーの仕事というのは、いつもこうなのだろうか。なんだか走ってばかりのような気がする。薫は自分の体力のなさを痛つう感かんした。まだまだ鍛きたえなければいけないことがたくさんある。

（薫、がんばれっ）

　桃が足もとを駆けながら励はげましてくれた。だけど薫はそれに応こたえる余よ裕ゆうがない。次し第だいに透と離はなされていき、焦りで足がもつれた。あっと思ったときには一段踏ふみ外して脛すねを階段の角にしたたかに打ちつけていた。あまりの痛いたさに目から火花が出る。だが悠ゆう長ちように痛がっている暇ひまはない。すぐに起き上がって足を踏ふみ出した。

　その瞬間、唐とう突とつに知っている匂においを感じた。本当に突とつ然ぜんだった。そしてそのことに強きよう烈れつな違和感を覚えた。今のように開けた空間で突然に強い匂いがするというのはありえない。空気中を漂ただよう分子というは、空気の流れに沿そってゆらゆらと拡かく散さんしていくのだ。どこかに分子が固まっているわけではないから、普通は弱い匂いから強い匂いに移行していくものなのだ。

　急速に胸むねの内を圧あつ倒とう的な不安や恐きよう怖ふ感が押し寄よせてきた。胸が押し潰つぶされそうなくらいに息苦しい。なぜこれほどまでに不安を感じているのか、その不安が新たな不安を呼よび起こす。

　ふらふらと匂いのする方に引き寄せられて通路に出ると、その先に捜さがしていた本人がいた。

「やあ」

「こんばんは」

　薫はしゃがみ込んで目線を合わせた。そんな余裕はどこにもないはずなのに、場ば違ちがいに穏おだやかな挨あい拶さつを交かわした。なぜそんなことをしてしまうのか、薫は自分でもわからない。

「また会ったね」

　前に会ったのはいつだったろうか。そう、あれは純菜を捜してビジネスホテルに飛び込んだときだった。なぜかそのときのことを今の今まで忘わすれていた。なぜ忘れていたのだろうか。あんなに重要なことに気がついていながら、それをすっかり忘れていた自分。この匂いがホテルの外には感じなかった理由。誰かの車で来たに違いないという不自然さ。そして純菜の匂い。

　あのときも、今と同じように抑おさえきれない不安を抱かかえ、逃にげ出したい衝しよう動どうを必死に宥なだめながら勇気を振り絞しぼっていた。

「お姉ちゃんを助けたいんだ。だからついてきてよ」

　姉とは誰を指しているのだろう。純菜のことだろうか。それとも薫のことを言っているのだろうか。頭の中に異い物ぶつが差し込まれているような感覚。

　じっと薫を見つめる目。その目を見ていると、不思議と心の奥底まで見み透すかされているような、そんな気にさせられた。絶ぜつ対たいについていってはいけないと、危き険けんな香かおりを嗅かぎ取っているのに、足が勝手に動いていた。辺りには猛もう烈れつな悪意が漂ただよっている。薫はこの悪意を知っている。

　薄うす暗ぐらい通路をひたひたと歩いていく。一いつ緒しよにいたはずの桃はどこだろう？　透は薫には気づかずに上がっていってしまった。不意にどこかに置き去りにされた子こ供どものような、悲しげな不安が膨ふくらんだ。先ほどから、どうも思考が負の方向に振れてばかりいる。悪意の塊かたまりのような、淀よどんだ瘴しよう気きにどっぷりと浸つかり込んでいるみたいだった。

「ここだよ」

　前を歩く子供は、首から提さげていたカードを読み取り口に差し込むと、扉とびら横のボックスに手を伸のばして指し紋もん認にん証しようをクリアした。子供は扉を開けて中に入ると、薫に向かって手て招まねきした。

　薫は絶対に入ってはいけないと、足を踏ん張ばった。ゆっくりと扉は自動的に閉しまった。ふっと身体からだが軽くなる。薫の身体を包み込んでいた瘴気が薄うすれたような感覚だった。

　逃げるなら今しかない。だが再び中から扉が開かれた。

「ダメじゃないか。ちゃんとついてこないと」

　蜘く蛛もの糸に捕とらえられたモンシロチョウのような気分だった。足もとにねばねばとした悪意の瘴気が纏まとわりつく。糸を引っ張られたのか、薫はふらふらと扉の中に入って行った。

　すかさず子供は、手を引っ張って薫をしゃがませた。顔がぐっと近づいて、そのくりくりとした目に意い識しきが吸すい取られる。怪あやしく光る二つの瞳ひとみ。そして子供の首から下げられたクロス。中央には青い石が嵌はめ込まれている。それがゆらゆらと揺ゆれている。

「あっ、あっ、ああっっ」

　薫は思い出した。あのビジネスホテルで何があったのか。あのエレベーターの中で何があったのか。あのときもそのクロスを見せつけられたではないか。

　今にしてようやく、あのあと桃が遅おそいぞと文もん句くを言ったわけがわかった。

　あのときと同じように、意識が根こそぎ持って行かれる。竜たつ巻まきに巻き込まれたかのように、意識が錐きりもみ状じよう態たいであちこちに吹ふき飛ばされた。

　既に薫は、あのときに暗あん示じをかけられていたのだ。この悪意にも気がつかないようにされていたのだ。しかも今まで無意識のうちにメールで情じよう報ほうを流していたことも思い出した。透がスパイの存そん在ざいを疑うたがっていたが、それは薫だったのだ。

　全ては最初から周しゆう到とうに準じゆん備びされ、仕組まれていたことだったのだ。透に知らせなければならないと思ったが、もう間に合わないことを悟さとっていた。意識が尽つきる。想おもいも消える……。




　気がついたら小こ振ぶりのサバイバルナイフを持って立っていた。なぜここにいるのか、薫は自分でもよくわからない。

　ただ、目の前にいる男が、今は火がつきそうなほどに憎にくかった。

（殺せっ!!）

　殺したくて殺したくて堪たまらない。このナイフを突つき刺さして、ぐりぐりと捻ねじり回したら、きっと気持ちがいいだろう。

（殺せっ!!）

　だから薫は思いっきり身体ごとぶつかっていった。手には何の感かん触しよくも残らない。呆あつ気けないものだった。なんだか味気なくて、残念に思ったほどだ。

　何を呆ほうけているのか、目の前の男はきょとんとした表情で、自分の脇わき腹ばらに突き刺さったそれを見ている。

「くっくっくっ」

　腹の底から気だるい笑いが込み上げてきた。

（さあ、上の階に上がっておいで）

　どこからか、声が聞こえてきた。いや違う。声ではなく意思と言った方がいいかもしれない。それが頭の中に響ひびいていた。薫は声に従したがって、エレベーターホールに向かった。
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　全く状じよう況きようがわからなかった。ただ、尋じん常じようではないことが起きていることだけはわかった。音だけで判はん断だんすれば、薫が透を刺したということになるが、いくらなんでもその状況は、天地が逆さかさまになってもありえないと思った。

　薫がその直前、誰かと話をしていたような気がしたが、それが誰なのか、声に聞き覚えがあるのにどうしても思い出せない。不自然さが際きわ立だっているのに、それがどういうことなのか理り解かい出来ないもどかしさ。

　響は逆さか手てに持っていた右手のナイフを順手に持ち替かえると、しつこく追ってくる男の太ももめがけて投げつけた。寸すん分ぶん違たがわず狙ねらい通りの場所にそれは突き刺さり、男は床ゆかに崩くずれ落ちた。

「ごめんね」

　銃じゆうなんか持ち出す方が悪いのよと呟つぶやいた。総一郎がぎょっとした表ひよう情じようで響を見つめている。

「ははっ、さすが水みな瀬せ先せん輩ぱいですね……」

　総一郎は引きつった笑え顔がおで、僅わずかに響から距きよ離りを取った。

……あらら、刺し激げきが強かったかな

「上の階に行くわよ。どうも透がやられたみたい」

「や、やられた？」

「ナイフで刺されたみたいね」

　肉にナイフが突き刺さるような音がしたから恐おそらく間ま違ちがいない。透の荒あらい呼こ吸きゆうもそれを物語っている。ただ、薫の心音、呼吸に全く乱みだれがないのが気にかかる。

「な、なんでそんなことわかるんですかっ」

「あいつのことは何でもわかっちゃうの」

　誤ご解かいを招まねくような言い方だったが、総一郎はその部分には食いついてこないで、顔面を蒼そう白はくにさせた。

「は、早く行かないとっっ」

　総一郎は本当に心配しているようで、いつものニヤニヤ笑いはすっかり消えて動どう揺ようしている。

「まあ、あいつのことだから大だい丈じよう夫ぶなんだけど……、少し様子がおかしいから行ってみるわよ」

　そう言って二人は、警けい備び員いんの手て薄うすな階かい段だんに向かって走り出した。




　薫は既すでに上の階に移い動どうしていたが、透は十六階から移動していない。

「霧きり元もとはこの中ですか？　これで開くかな？」

　総一郎の差し出した来客用のＩＤカードを使うと、予想外に扉とびらは開いた。なぜか警備員も追ってこない。変だとは思ったが、その疑ぎ問もんを感じている場合ではなかった。

「あんたは薫を追って。ただし薫の様子がおかしいみたいだから気をつけて。わかった？」

　総一郎は大きく頷うなずいて階段へと走って行った。

　入り口すぐのところで、透は蹲うずくまっていた。慌あわてて透に駆かけ寄よろうとしたが、透に手で制せいされてその場に踏ふみとどまる。

　透の右の脇腹に、薫に貸かしていたサバイバルナイフが突き刺さっていた。やはり薫が刺したのは間違いないのだろうか。何が起きたのかさっぱり状況が摑つかめない。

「ねえ、それ、やっぱり薫が……」

　そこまで言いかけて、すぐ近くから突とつ然ぜん聞こえてきた心音に、響は飛び上がった。警けい戒かいしているにもかかわらず、いきなりここまで人の接せつ近きんを許ゆるしたことは今までになかったからだ。心しん臓ぞうがひっくり返りそうなほどに暴あばれている。

　慌てて足首から新たなナイフを抜ぬき出すと、相手に向かって身み構がまえた。

「亮輔……くん？」

　くりくりとした大きな目に見覚えがあった。悪意に満ち満ちたその瞳ひとみ。あすなろ園で初めて会ったときに見た目とは明らかに違う。どこかで……どこかで既に見ている。なぜそれを今まで思い出さなかったのか不思議でならない。

　あのワゴンの中にいた覆ふく面めんを被かぶった小こ柄がらな女。いや違う。女ではなく子こ供どもだったから小柄だったのだ。幼おさなさの残る目元を、子供の甲かん高だかい声を女だと勝手に勘かん違ちがいしたのだ。あのとき心音で気がついてもよかったはずなのに、今まで忘わすれていたのはなぜなのか。

　いやそうではない。あのとき響はちゃんとそのことに気がついていた。からくりにも気がついていた。それなのに今まで忘れていたのだ。それはなぜなのか。どう考えてもありえない。

　急に強きよう烈れつな不安が胸の底から湧わき上がってきて、泣きそうなほどに叫さけび出したくなった。激はげしい焦しよう燥そう感とどうしようもないほどの不安。雅まさ人とが溺おぼれ死んだと聞かされたときに感じた、耐たえられないほどの絶ぜつ望ぼう感。なぜこの思いが今いま頃ごろよみがえってくるのか。そしてこれほどの悲しみを、なぜ簡かん単たんに忘れてしまっていたのか。

　とても嫌いやな予感がした。響は自分の意い識しきと記き憶おくが、いじられていたのではないかと思った。恐おそらくその勘は当たっている。そしてこの状況は非ひ常じように危険だと本ほん能のうが囁ささやいていた。

「逃に……げろっ」

　透が呟つぶやくのが聞こえた。

　亮輔はニヤニヤと笑いながら歩み寄ってくるが、響の足はぴくりとも動かない。

「しゃがんでよ」

　その言葉に素す直なおに従したがってしまう自分がいて、響はぞっとした。既に意識が自分のものではないのだ。

　響はぎゅっと目を閉とじた。

「ダメだよ、目を閉じちゃ」

　可愛かわいらしい声なのに、底知れない悪意を感じる。開けたくないのに目を開けると、すぐ目の前に亮輔の大きな瞳があった。そして首から下げられたクロスに目を奪うばわれる。ワゴンの中で脳のう裏りに刻きざみつけられたあのクロス。

　根こそぎ意識を削けずり取られるような、激はげしい嵐あらしが心の中を吹ふき荒あれた。

「うあ……、あああっっ」

　やはり響たちは嵌はめられたのだ。気がつくのが遅おそ過すぎた。放課後の教室で透がおかしいと言っていたときには、既に罠わなに落ちた後だったのだ。薫に何が起こったのか、ようやく響は悟さとった。そしてこのあと響がどうなるのかも予よ測そくがついてしまった。

……ごめん、透……

　真っ白になった頭の中が、爆ばく発はつするように意識のかけらごと吹き飛ばされた。




　気がついたら、響は透に飛びかかっているところだった。今まさに、透の顔面にナイフを突き立てようと、渾こん身しんの力を込こめていた。

（殺せっ!!）

　この目の前の大切な男が心底憎にくい。
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　稲いな妻ずまのような一いつ閃せんだった。

　間かん一いつ髪ぱつでナイフの一ひと突つきをかわしたが、完全には避よけられなかったようで、耳の一部がスパッと裂さけたのがわかった。数すう瞬しゆん遅おくれて、プシュッと血ち飛沫しぶきが宙ちゆうに舞まう。

　人を刺さすことに対する、戸と惑まどいや躊躇ためらいといったリミッターが外れたせいなのか、響の攻撃は人間の動きを遥はるかに凌りよう駕がしていた。透でなければ、今頃は身体からだ中に穴あなが開いているはずだ。

　いつの間に忍しのび込んだのか、それとも最初からここにいたのか、小さな子供がすぐ近くにいると気がついたときには、響の様子は既すでにおかしくなっていた。薫の場合と全く同じだった。嵌められたのだと悟ったときにはもう遅かった。

　声を振り絞しぼってすぐに逃げるように言ったが、響は何かの暗あん示じでもかけられたかのように、少年の言いなりになっていた。そのあとは予想通りだった。突然襲いかかってきた響に、必死に逃げ回る透──。

　透はゆらゆらと揺れるナイフの切っ先には目を留めず、響の目の動きだけに集中した。薫に刺された傷きずのせいで、ナイフを目で追っていては、身体の方が対応出来ないスピードだった。

　燃もえ上がるような憎ぞう悪おの炎ほのおに包まれた瞳が、激烈に透を見据えた。お互たがいの睨にらみ合いが続く中、爆発的に緊張感が高まっていく。この場の空気が固まってしまったかのように、呼吸をすることすら憚はばかられた。チリチリとうなじが焼けつくように粟あわ立だつ。

　響の目がすいっと細くなる。

……来るっっ!!

　目の端はしで、響の右腕が残ざん像ぞうでぼやけたように歪ゆがんだときには、透の顔のあったところに銀色の刃やいばが突き込まれていた。だが透には刺さらない。続けざまにナイフが突き込まれた。僅わずか一秒にも満たない瞬間に、五撃が繰くり出されたが、それを透は驚きよう異いの動体視力で全すべてかわした。

　だが長引けば透が不利なのは明らかだ。脇腹に突き刺さったままのナイフが、透の動きを妨さまたげ始めた。痛いたみと内出血で下半身から動きが鈍にぶり始めていた。このままでは響のナイフの餌え食じきになるのは時間の問題だった。響の迷いのないナイフ捌さばきは実に正確に透の顔面を捉とらえ続ける。

　再び響のナイフがゆらゆらと揺れ始めた。透は次こそやられると本能で感じ取った。やるならこの瞬間しかない。息を止めると、そのタイミングだけに集中する。響の瞳ひとみが僅かに揺れた。

──サスッ

　音もなく肉が裂けた。激痛が脳のう天てんから足の爪つま先さきまで走り抜けたが、血は一いつ滴てきも流れ出ない。透は左の手のひらで響のナイフを受け止めると、そのままナイフを握にぎり締しめる響の右拳こぶしを、刺された左手で包み込むように摑んだ。そしてすかさず右腕で響の右手首を握り潰つぶした。力が緩ゆるんだところを左手を捻ひねるようにしてナイフをもぎ取った。ナイフは手のひらに突き刺さったままだ。今頃になって血が噴ふき出し始める。左手を振り回してナイフを振り飛ばす。ずるりとした感かん触しよくに激しい痛みが伴ともなった。

　だが響は、すかさず透の右脇腹に突き刺さったままのナイフに左手を伸のばした。ナイフの柄えを摑つかまれたところで、透は間一髪でその手を上から押さえ込む。響の込めた力が、ナイフの刃を通して透の内ない臓ぞうに伝わってくる。
















　背せ中なかから嫌いやな脂あぶら汗あせが一いつ斉せいに噴き出してきた。さすがにこれはやばい。このナイフは、先ほどピクンピクンと脈動していたように動脈を掠かすっているか傷つけている。それもかなり大きな血管だ。抜かずに突き刺さったままにしておいたのは、不用意に動かして血管を破やぶっては致ち命めい傷しようになりかねないからだ。

　いくら透が驚異の治ち癒ゆ力りよくを持っていると言っても、以前に銃じゆうで撃うたれたときとは状じよう況きようが違ちがう。あのときは、肺はいを貫かん通つうした傷きずは、医者が外げ科か手しゆ術じゆつで塞ふさいだのだ。自然治癒で塞がったわけではない。打だ撲ぼくや軽度の骨こつ折せつ、裂傷程てい度どなら、自然治癒出来るのかもしれないが、こういう大動脈損そん傷しようや重要器官の破は壊かいまでが自然に治るのかは疑ぎ問もんだった。

　さすがに試ためせないので検けん証しようはしていないが、いくらウィルスによって遺い伝でん子しの突然変へん異いが起きていると言っても、人間の限界を超こえているような回かい復ふく力りよくはないと考えた方がいい。

「響っ、目を覚ませってっっ!!」

　じりじりと捻じ込まれるナイフに、もぞもぞと内臓が動かされているのがわかる。

「響っっ!!」

　必死に名前を怒ど鳴なったが、響は憎にくしみを湛たたえた目で透を見つめるだけだった。

……やはり抜くしかない

　響を突き飛ばしたいところだが、下手にナイフに衝しよう撃げきを与えては命取りになる。ゆっくりと慎しん重ちように抜き取るしかない。響の左手に両手を添そえて動かせないように固定すると、そのままゆっくりと身体からだの方をずらしていく。至し近きん距きよ離りから響の膝ひざ蹴げりが顔面に飛んできたが、耐えるしかない。鼻を強打して鼻血が噴き出した。上うわ唇くちびるの裏側も歯で切ったようだ。鉄の味が口の中にぱっと広がる。首の後ろには響の右みぎ肘ひじが下りてきたが、それも耐えるしかない。

　ゆっくりと小振りのサバイバルナイフが透の体内から抜き出された。血でぬらぬらと光っていた。そのあとは響の手首を握り潰してナイフをもぎ取った。そのまま後方に投げ飛ばす。

「いい加か減げんに目を覚ませっ、このヴォケがっっ」

　再び飛んできた膝を左腕でブロックすると、片足が着地する寸すん前ぜんを狙ねらって払はらい飛ばした。ひっくり返った響の胸の上に馬乗りになると、ポケットからスタンガンを取り出した。

　だがすかさず響は、透の右脇腹に指を突っ込んだ。

「ぐはっっ」

　透は響の両腕を摑つかんで無理やり押さえ込む。往おう生じよう際ぎわが悪いのは正気をなくしても同じらしい。

「響っっ」

　何度その名を呼んだだろうか。だが一向に正気に戻もどる気配はなかった。

……くそっ

「こんなの、つまんねーよっ。なんか言えよっ、おいっっ!!」

　響に顔を寄せて怒鳴った。いつものどつき合いの方がよかった。こんなのは全然楽しくない。

──ガンッ

　頭突きを食らっただけだった。どんなに叫さけんでも響には透の声が届とどかない。だがいつまでもこうしているわけにはいかない。上の階に行った薫のことも心配だった。

「あとで文もん句く言うなよ……」

　透は響の脇腹にスタンガンの電撃を浴びせた。馬乗りになっている透にも僅かに電流が流れ込んでくる。

　響はガクガクと痙けい攣れんしながら意い識しきを失った。響の目元から一ひと筋すじの涙なみだがゆっくりと零こぼれ出た。

「……響？」

　先ほどまで禍まが々まがしく歪められていた表情は穏おだやかなものになっていた。

　響にかけられた暗示が解けたのかどうかはわからない。表情は穏やかになったとはいえ、万が一のことを考えると、起こすわけにはいかない。それに今は薫のことが心配だった。

　透は響を置いたまま部屋を出ると、扉とびらの向こうでは桃が待っていた。

「お前な……今まで何やってたんだよ」

（仕方ないだろう。私の肉球ではその認にん証しようはクリア出来ない）

　桃は憮ぶ然ぜんとした様子で鼻を鳴らした。威い嚇かくの声を上げて激しく怒おこらないところを見ると、役に立てなかったことを少しは気にしているらしい。

「……まあ、いいけどさ」

　なんだか脱だつ力りよくして怒る元気も湧わいてこなかった。なぜか急激にテンションが落ちていた。

「それで、薫ちゃんには何があったんだ？　一いつ緒しよにいたんだろ？」

　響は少年を見た途と端たんに豹ひよう変へんした。あの少年は一体なんなのか。なんとなく答えは予想出来たが、確かく信しんするまでには至いたらない。

（それが私にもよくわからないのだ。あの少年と前に会ったときは、あんなに禍々しい雰ふん囲い気きは感じなかったのだがな）

「ちょっと待て。前に会った？　どこで？　あいつを知っているのか」

（何を言っている。薫から聞いてないのか？　純菜という娘むすめが自殺したときに、亮輔というあの少年がホテルにいたぞ）

「……やっぱり、そういうことか」

　透は亮輔にはまだ会ったことがなかったので確信出来ないでいたが、あの少年が亮輔だというなら、答えは簡かん単たんだった。やはり最初から仕組まれていたのだ。必死になって捜さがしていた子こ供どもが、実は犯はん人にんだったのだ。薫に何かを仕し掛かけられたのだとしたらそのときだ。

　そういえばあの少年の目には見覚えがあった。響をさらったワゴンに乗っていた奴やつの片かた方ほうがあの目をしていた。必死になって捜していた相手は、実はすぐ目の前にいたのだ。響がそれに気がつかなかったはずはない。つまりあのときに何かを仕掛けられたということになる。

「急ぐぞ。何が起こるか、もう俺おれにもわからなくなってきた」

　具体的に響と薫が何をされたのかは、透にもわからない。問題なのは、その仕掛けられた何かがちゃんと解けるのかということだった。もし解けないというのであれば、それは透のもっとも恐れていた事態となってしまう。震ふるえ出しそうになる身体を懸けん命めいに押さえつけながら、今までに感じたことのない不安を胸むねに、透は階かい段だんを上って行った。




　　　　§７




　二十五階は、社長室と会長室になっていた。その会長室の扉の前に、あの少年が待ち構かまえていた。透に観察されていることに気がついているのか、間には防ぼう火か壁へきやエレベーターがあるというのに、透の方に顔を向けている。透と同じ透とう視し能のう力りよく者しやか、霧生や里美のように気配を感じているのか。どちらにしろ相手は能力者としか思えなかった。

　ぽたぽたと左手の傷から血が滴したたり落ちていく。脇わき腹ばらも激しく痛んだが動けないほどではない。

　二十五階に辿たどり着くと、亮輔は会長室とプレートの貼はられた扉を開けて、中に消えて行った。会長室の中は明かりが灯ともされておらず、どうなっているのかよくわからない。ただ、大きな机つくえが奥おくに設せつ置ちされており、そこに誰だれかが座すわっていた。

　机の両脇には誰かが立っている。小柄なシルエットからすると一人は薫だろうか。そして反対側にいるのは、結ゆい上げられた髪かみからすると響だろう。首に巻かれた白い包帯が見えた。透が階段を上がっている間に、エレベーターで追い越していったようだ。

「くそっっ。やっぱり電撃程度では解けないのか？」

　そして床に転がされているのは総一郎だった。怪け我がはしていないようだが、手足をガムテープでぐるぐる巻まきにされている。

　警けい備び員いんはやはり集まってこない。なぜ透を捕つかまえようとしないのか。

……誘おびき出すため？

　それ以外に考えられなかった。下手に警備を固めてしまえば、透が二人を見捨てて逃げ出すのではないかと危き惧ぐしているのだろう。

　会長室の扉に鍵かぎはかかっておらず、内側に向かって何の抵てい抗こうもなく開いた。透はそのまま扉を全開にして、その場に仁に王おう立だちになった。

　エレベーターホールの照明に照らされて、透の姿すがたはシルエットとして浮うかび上がっているはずだ。狙そ撃げきするならこれ以上の的はない。だが、そんなことは起きないことを確信している。透を殺すつもりなら、今までにいくらでもチャンスはあった。相手の目的は、透を生け捕どりにすることなのだ。それもただ捕まえることが目的ではない。

「あんたが黒くろ幕まくか」

　エレベーターホールの照明は、高級そうな机までは照らし出したが、座ってる初老の男の胸むねから上は影かげになっている。もっとも透の目にかかったら、その表情を捉えるのはたやすい。

　総一郎は透を見て盛さかんにもがいたが、何を言おうとしているのかはさっぱりわからない。恐おそらくすまないとか何とか謝あやまっているのだろう。

　ただ、室内の一角が気になった。部屋の隅すみに衝つい立たてで囲まれて、完全な暗くら闇やみと化しているスペースがある。何かがいるような気配を感じるが、気のせいだろうか。

「君が霧元透くんかね。ふむ……写真ではあまり似にていないと思っていたが、雰囲気はやはり似るのだな」

　初老の男は左手の指先で机をこんこんと叩たたいた。その硬こう質しつな響ひびきは、とても生身のものが発するとは思えない重量感だった。

……義ぎ手しゆか？

「しかも猫ねこまで連れてきてくれるとは、君には感かん謝しやしないといけないな」

（この老人、テレビで見たことあるぞ）

　夜目の利きく桃が伝えてきた。透もその顔に見覚えがあった。

「会長室に座っているということは、あんたが有名な仙せん場ば鉄てつ蔵ぞうさん？」

「いかにも」

　かつて経けい団だん連れんの会長を務つとめたこともある経けい済ざい界かいの超ちよう大物だ。透でも名前を知っているくらいだから相当なものだろう。

「姿を見せて素直に名乗るということは、俺たちをまともに帰すつもりはないんだろうな」

「ふっ、話は早そうだな」

　初老の男は机の引き出しを開けると、葉巻を取り出してシガーカッターで両端を切った。

「島木の暗殺を恐れてたんだろうけど、随ずい分ぶんと回りくどいやり方で仕掛けてきたじゃないか」

　透の問いには答えずに、初老の男は葉巻をくわえて火をつけた。

「全ては俺たちを捕まえて洗せん脳のうするのが目的だったんだな」

「あとは君だけだよ」

　初老の男は実に愉ゆ快かいそうに微ほほ笑えんだ。目がギラギラと熱っぽく輝かがやいている。逆に透は吐はきそうになるほど不ふ快かいだった。胸の辺りが酷ひどくムカムカする。

「島木がいる間は、周しゆう到とうに罠わなを巡めぐらせていたけど、いなくなったことがわかった途と端たん、荒あらっぽいやり方に切り替かえてきたわけか……。でもどうも腑ふに落ちない。何で子供を誘ゆう拐かいする必要があったんだ？　しかもあんなに残ざん酷こくな方法で。直ちよく接せつ俺たちを狙ねらえばいいじゃないか」

「お前は何も知らなくていいんだよっっ」

　それまで入り口のそばで黙だまって聞いていた亮輔が、唐とう突とつに甲かん高だかい声で横から口を挟はさんだ。

「ん？……なるほど。つまりお前の能力に何か関係があるってことだな」

「な、なんで、そんなこと、か、関係ないやい」

「動どう揺ようしまくりだな、おい」

「う、う、うるさーいっ」

　亮輔はしどろもどろになって、最後に怒鳴り散らした。見た目通り、中身はただの子供だった。能力のわりに精せい神しん面の成長が追いついていない。

「そんなことはいいから、さっさと二人の暗あん示じを解とけよ」

「ふん、そんなことが出来たら意味がないじゃないか」

　今まで取り乱みだしていたのに、亮輔は急に落ち着きを取り戻した。

……解けない？

「私がこの子たちに死ねと命じたら、何の躊躇ためらいもなく従うのだよ」

　初老の男は物ぶつ騒そうなことを口にした。

（ハッタリだ。催さい眠みん暗示程てい度どではそんなことは命令出来ない）

「…………」

　桃も言っている通り、普通は催眠術で倫りん理り観に反するような自殺や殺人などをさせることは出来ない。だが薫と響は本気で透を殺そうとしていた。単たん純じゆんな催眠暗示などではないのだ。

　だがそこまで意のままに操あやつれるような暗示をかけるなど、いくら能力者といえど、出来るものだろうか。強力なテレパシストでもある桃でさえ、人間を操ることは出来ない。もしそんなことが可能なのであれば、最初からそれを駆使すればいいのだ。以前に薫を拉ら致ちしたときに施ほどこしておけば済すんだ話だ。

「信じていないようだな。なら試してみるかね。ふむ……では深み芳よし薫くん、まずはそのナイフで自分の左手を切り落としたまえ。鼻さえ無事なら左手は別に必要あるまい」

　そう言って初老の男は自分の左腕をさすった。

「はい……」

　薫は透すき通った声で返事をすると、机の上からナイフを取り上げた。透の脇わき腹ばらを突つき刺さしたあのナイフだった。響が拾って持ってきたのだろう。血のりは綺き麗れいに拭ふき取られている。

「うそだろ……」

　薫は左手を机の上に置いて、右手を高々と振り上げた。黒々とした刃やいばが、天を突く勢いきおいで踊おどっている。薫の目に迷まよいの色はない。というより感情が読めない。

「や、やめろっっ!!」

　透が怒鳴ったが、薫はぴくりとも表情を変えない。透は床ゆかを蹴けって薫に近づいたが、響がさっと間に割わって入って、透にナイフを突きつけた。透が怯ひるんだその一瞬のことだった。

　高々と振り上げられた薫の右手が、凄すさまじい勢いで机に振り下ろされる。

（薫っ、やめるんだっっ!!）

「う───」

　総一郎がくぐもった声で叫んだ。

──ガツッ

「か、薫ちゃん──っっっ!!」

　小こ振ぶりの刃が長なが袖そでシャツにめり込んでいた。

　薫の力では一撃で切り落とせなかったのか、薫は再ふたたび右手のナイフを振り上げた。

「……やめたまえ」

　初老の男が一言告げると、薫はナイフを振り上げたまま動きを止めた。薫は痛みを感じていないのか、全く表情を変えない。

　初老の男は薫の腕に手を伸ばすと、細長い何かを取り出した。ひしゃげたシガーカッターだった。最初の一撃のときに間一髪のところで、初老の男が滑すべり込ませたのだろう。

「せっかくの商品を傷きずものにするのはもったいないのでね。だがこれで少しは信じたかね？」

　初老の男は葉巻を小さく吸すうと、煙けむりを吐はき出した。

「てめえ……」

「今すぐ頸けい動どう脈みやくを切るように命じてもいいのだが、どうだね、霧元くん。試ためしてみるかね。それとも、そこに転がっている彼を殺すように命じてみるかね」

　総一郎がぎょっとしたように身を竦すくませた。薫はナイフを総一郎に向けた。

「や……めろ……」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。それ以外に何も言えなかった。用意は万全だったというわけだ。敵てきはそれだけの罠わなを仕し掛かけて、透たちが来るのを待っていたのだ。

（薫っ、薫っ、しっかりしろっ）

　桃が薫の足元で必死に薫の名を呼んでいるが、薫は聞こえていないのか全く反はん応のうしない。

　響が透の喉のどもとにナイフを突きつけた。目には憎ぞう悪おの光でいっぱいだった。初老の男が命じれば、響は何の躊躇ためらいもなく透の喉にナイフを突き立てるだろう。

「この暗示は僕ぼくでは解けないんだよ。普ふ通つうの催眠暗示とは違うからね」

「余よ計けいなことは言わなくてもいい」

「ちぇっっ」

　亮輔は拗すねたように口を尖とがらせた。

……かけた本人すら解けないだと？

　亮輔をぶちのめせば解けるのではないかと僅わずかな希望を込めて考えていたが、やはり様子が違うらしい。単純な催眠暗示などではなく、本格的な洗せん脳のうだとしたら、そんなものどうやって解けばいいのだ。本当に解く方法がないのだとしたら、もう終わりではないか。

　だがそこでふと思った。初老の男と亮輔をここで殺してしまえば、命令する者はいなくなる。そうすればもしかしたら暗示も解けるのではないかと。しかしそんな甘あまいものではなかった。

「私が死んだら即そく座ざに自殺するよう、この二人に命令してある。妙みようなことは考えないことだ」

……くっ

　もうダメだった。どうすれば二人を救えるのか、透にはわからない。ここで無む駄だに暴あばれても、初老の男が一言、死の言葉を口にすれば、そこで終わりなのだ。絶ぜつ望ぼう感が透を襲おそう。

「そうだな、もし君が逃にげたら、そのときも、この二人には死んでもらうことにしよう。いや、殺し合いをさせる方が面おも白しろいかな」

　響と薫が殺し合う？　もう逃げ場すらなかった。

「君も我われ々われに協力してくれるね。もっとも、選せん択たくの余地はないと思うがね。くっくっくっ」

　初老の男はうな垂だれる透を見て、大声で笑った。これ以上愉ゆ快かいなものは存そん在ざいしないとでもいうように、本当に嬉うれしそうに笑った。

　この状じよう況きようを切り抜ぬけられる一発逆ぎやく転てんの名案はないのだろうか。だがどんなに頭を捻ひねっても、そんなものは浮うかんでこなかった。

「響……。薫ちゃん……」

　二人からの返事はない。目の前がすうっと暗くなる。心が闇やみに堕おちていく。

　初老の男は再びコンコンと机を叩いた。今度は部屋の外まで響くような大きな音だった。しばらくして開け放たれたままの扉とびらがノックされた。

「入りたまえ」

　部屋に入ってきたのは黒田龍司だった。左ひだり眉まゆから目め尻じりにかけて大きな傷きず跡あとが目立っている。

　初老の男が葉は巻まきで透を指し示すと、黒田は小さく頷うなずいただけで透の腕を取った。

「う───、うう───、ううー」

　総一郎が猛もう烈れつな勢いで暴れ始めた。初老の男と黒田が呆あつ気けに取られている。怪け訝げんな様子で総一郎を見ていた黒田が、少し驚おどろいた表情になった。

「お前は確たしか……」

　そう呟つぶやいて総一郎の前でしゃがみ込むと、髪を摑つかんで顔を持ち上げた。総一郎は憎々しげに黒田を睨みつけている。

「そうか、最近ウチの組をチョロチョロと嗅かぎ回っている奴がいると聞いていたが……。お前の親おや父じさんには昔世話になったが、ちょっとオイタが過すぎたようだな」

「知り合いかね」

　興きよう味みを抱いだいたのか、初老の男は黒田に尋たずねた。

「龍神会の大幹かん部ぶ、扇せん総そう会かい会長のご子息ですよ」

「ほお」

「それでこいつはどうしますか？　始末するなら任まかせて頂いただいて結けつ構こうですが」

　初老の男は短く頷くと、もう興味を失ったのか総一郎の方を見ようともしなかった。透は二人の会話を聞いてはいたものの、何の思いも浮かんでこない。黒田はもう二人部下を会長室に呼び寄せると、盛んに暴れる総一郎と桃を担かつがせて運び出させた。

　そして透の腕を引っ張って、会長室の外に連れ出した。亮輔が後ろからついてくるのがわかったが、もう透は何の抵抗をする気力もない。最後にもう一度響と薫の様子を確かめたが、二人は変わらぬ姿勢のまま、身動き一つしなかった。

　もう不安はない。ただ漆しつ黒こくの絶望だけが透の心を塗ぬり潰つぶしていた。

「くっくっくっくっ」

　初老の男は実に愉快そうに笑っている。
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「じゃあ、任せた」

　黒田はそう言ってエレベーターのボタンを押おすと、階かい段だんの方に歩いて行った。なぜかエレベーターに乗ろうとはしない。

　会長室の扉は閉とじられ、中にはゼンマイの切れたおもちゃのように何も反はん応のうしない二人が残された。初老の男は満足そうに葉巻を吹ふかしている。

……もうダメだ……

　響と過ごすあの刺し激げき的な毎日は失われてしまった。薫と一いつ緒しよにいると穏おだやかな気持ちになれるあの瞬しゆん間かんは二度と手に入らない。響の怒おこった顔が懐なつかしい。薫のはにかんだ顔が懐かしい。

　そのときだった。ふと見えない何かに身体からだが突つき飛ばされたように感じた。突とつ然ぜん身体の軸じくがぶれたようなそんな感覚。だが周囲には亮輔以外に誰だれもいない。

──忠ちゆう告こくは忘わすれたようね

　突然ぞっとするような冷たいものが透の意い識しきに流れ込こんできた。耳から聞こえたのか、直ちよく接せつ頭の中に響ひびいてきたのか、よくわからない。

　だがそれは霧生の声だった。なぜそんなものが聞こえてきたのか、理り解かいが追いつかない。そういえば電話で何か言っていたことを思い出しかけたが、別にもうどうでもよかった。響と薫を失ったのだ。この先、何を信じればいいのだろう。

……信じる……信じる？　誰を？

　靄もやがかかっていたようだった意識が、なぜか急速にクリアになっていく。霧生からのあの電話。透は霧生が言っていたことを思い出した。

──自分を信じなさい。そして仲間を信じなさい

　そう言っていた。確かにそう言っていた。なぜ霧生は、あのときあんなことをわざわざ電話で伝えてきたのだろうか。

……自分とは誰？　仲間とは誰？

　エレベーターが下から上がってきて扉が開いた。透は亮輔に背せ中なかを押されるまま乗り込んだ。

……信じるのは誰だ？

　そんなものは決まっている。考えるまでもないことだ。響を信じて、薫を信じて、そして透自身を信じろということだ。他ほかに何があるというのだ。狭せばまっていた視し界かいがさっと広がった。

　なぜ透は今、すっかり諦あきらめてしまっていたのだろう。なぜこれほどまでに絶ぜつ望ぼう感に囚とらわれていたのだろう。何かがおかしかった。はっと我われに返ったというような気分だった。

　扉が閉しまった。だけど亮輔はボタンを押すでもなく、透の様子を窺うかがっている。

「さあ、こっちを向いてしゃがんで」

　亮輔が透の腰こしに手を当てて身体を振ふり向かせた。透はその場に座すわり込む。亮輔が透の目を覗のぞき込んできた。くりくりとした大きな瞳ひとみに意識が吸すい込まれそうになる。何か邪じや悪あくな意思のようなものが、怒ど濤とうのように透の頭の中に雪崩なだれ込んできた。透の意識が赤一色に塗り潰される。

　これが響と薫にかけられた暗あん示じなのだろうか。不安や絶望、憎ぞう悪おといった負の感かん情じようが爆ばく発はつ的に膨ふくれ上がっていく。響と薫に抱いだいていた想おもいも塗り潰されていく。

「さあ、これを見て」

　亮輔は胸元から何かを取り出した。中央に綺き麗れいな青い石が嵌はめ込まれたロザリオ。

……や……めろ……

　大切な何かが消えていく。四方から透を押し潰そうと壁かべが迫せまってくる。

……や、め……ろ……

「俺おれは……」

　響の顔が消えていく。薫の顔が消えていく。だけどそれだけは耐たえられない。それだけは認みとめられない。

「俺は失いたくないんだっっ!!」

　声を限かぎりに叫さけんでいた。喉のどが潰れてもいい。叫ばずにはいられなかった。

「もうあの二人は戻もどらないっ。終わりなんだよっっ」

　亮輔が慌あわてて透の耳元で叫んだ。途と端たんに意識が絶望感とともに赤い色に押し戻される。

……違ちがうっっ、そうじゃないっっ

　身体中の血けつ液えきが額ひたいの奥おくに集まってくるような、そんな異い常じような集中力を感じた。額の奥で何かがせめぎあいをしている。そんな感覚。

「二人の洗せん脳のうは解とけないっっ。もう終わりなんだっっ」

「ふ・ざ・け・ん・なっっっっ!!」

　透は声の限りに咆ほう哮こうを上げると、亮輔の顔面を摑つかんでそのまま頭突きをかました。

──ガツッ

「うらあっっっ!!」

　更さらに二回、三回と立て続けにぶちかます。額がざっくりと割れたのを感じた。それでもぶつけるのをやめない。

　最後にもう一度大声で叫んだ。辺り一面、透と亮輔から流れ出た血で真っ赤だった。

　もう邪悪な意思は感じなかった。亮輔は完全にのびている。だがまだ何かが頭に流れ込んでくる感覚があった。この少年からのものではない。

……やっぱりそういうことか

　亮輔一人の力でここまで強力な暗示をかけたわけではないのだ。誰かが亮輔の悪意を増ぞう幅ふくしている。または補おぎなっている。そういえば、響を拉ら致ちしようとしたワゴン車には、もう一人別の人間が乗っていたではないか。それは一体誰だ？　透は一人だけその人物に心当たりがあった。恐おそらくそいつで間違いない。

　そして暗示が成功するには、きっとかなり条じよう件けんが限げん定ていされるのだ。たった今、透には催さい眠みん暗示が成功しなかった。それはなぜなのか。きっとここに今回の事じ件けんの謎なぞが隠かくされている。

……もう一人はどこだ？

　少し考えればわかることだった。会長室の一角の怪あやしい衝つい立たて。あそこ以外に考えられる場所はない。きっと増幅するなり補うなり、それが出来る範はん囲いは限られているのだ。遠くにまでこの思念が届とどくなら、ここに透を誘おびき出す必要もない。辻つじ褄つまは合う。

　亮輔の首根っこを摑つかんで引き摺ずりながらエレベーターを出た。会長室の扉とびらは、今度は鍵かぎがかかっていた。思いっきり蹴け飛とばしたが、びくともしない。

「霧元っ」

「お前ら……」

　桃と総一郎が階段から駆かけ寄よってきた。総一郎の顔がボコボコに腫はれ上がっている。総一郎は拳けん銃じゆうを取り出した。

「お前なんて顔してんだよ」

　総一郎が透の顔を見て笑った。だがそれはお互たがい様だ。

「この猫ねこが助けてくれたんだ。いきなりすげえ数の鳥が黒田たちに襲おそいかかってきてさ。それに、おいっっ。驚おどろいたぜ、こいつしゃべれるんだなっっ!!」

　酷ひどい顔のくせに、総一郎は顔を輝かがやかせて興こう奮ふんしている。透は目を丸くして桃を見た。

（下には里美たちが来ている。どうやら警けい察さつも一いつ緒しよに動かしたようだ）

「そうなんだよ。それでどさくさに紛まぎれてここに上がってきたってわけだ」

　桃が総一郎にも話しているのを、透は不思議な思いで聞いていた。桃なりに、総一郎のことを認みとめたのだろう。それはある意味凄すごいことだった。

　それに里美が警察を動かしたというのも驚きだ。守しゆ衛えい室では、里美が黒田に何かを話していた。こんなに早く警察を動かせたということは、それなりの証しよう拠こを摑んだか、警察内にかなりのパイプを築きずいているということだ。

　どうやら警察が来ることは想定外だったようで、黒田を始め多くの警けい備び員いんは、足止めをされていた。響と薫を助けるなら今しかない。

　総一郎は拳銃を構かまえると、鍵の部分めがけて立て続けに三発発はつ砲ぽうした。

「へへっ、一度、撃うってみたかったんだ」

　イタズラっぽく笑いながら、総一郎は扉を蹴り飛ばした。扉は内側に向かって大きく開いた。

　初老の男は椅い子すに腰こしかけたまま、ゆっくりと葉は巻まきをくゆらせていた。響と薫は床ゆかに倒たおれている。先ほどまでと違い表ひよう情じようは穏おだやかだ。

「やっぱりな。あのガキが意識を失っていると、暗示が働かないんだ」

　警察が間近に迫せまっていることは、初老の男もわかっているはずだが、取り乱みだす様子もなく鷹おう揚ように構えている。

「つまりこういうことだ。今は操あやつるための思念を受けていないから、意識を失っている。このまま目を覚ませばいつもの響と薫のはずだ」

「じゃあ」

　総一郎が安心したように顔を上げたが、透は首を左右に振ふって制せいした。

「だけど、この状じよう態たいは暗あん示じが解とけたわけじゃないんだろ？　電波を受けていないってだけで、アンテナは仕込まれたままだ。このガキが目を覚まして何かをしたら、再ふたたびさっきの状態に逆ぎやく戻りってわけだ」

　スタンガンを浴びたあとの響がそうだったに違いない。

　透は亮輔を床に放ほうり投げた。首から下げたロザリオは血に塗ぬれて転がっている。

「それにこの電波は凄すごく弱いんだ。誰かがこの近くで思念を増幅している。暗示はこのガキ一人だけの力じゃない」

　透の言葉に、初めて初老の男の表情にぴくりと変化が起きた。それを見て透は、自分の推すい測そくが正しいことを確かく信しんした。

「じゃあ、その増幅しているのは誰か？　暗示を解くことが出来るのは誰か？」

　透は部屋の隅すみに行くと、衝立の前に立った。衝立の向こうからは、慌あわてているような気配が伝わってくる。

「もう、ばれてんだぜ」

　透は衝立を力任まかせに引き倒した。内側にはどこかの制せい服ふくを着た見知らぬ女子生徒がいた。おどおどと震ふるえている。だが透はそれを信じない。この女子生徒の目には見覚えがある。響をさらったワゴンに乗っていた一人だ。この女と亮輔が今回の事件の実行犯はんだ。

「この暗示はどうすれば解けるんだ？　いや、その前に暗示をかける条件を言えっ」

　とにかく女子生徒は怯おびえていた。子こ供どもを殺すなど、あれほど残ざん虐ぎやくなことをしたにもかかわらず、目の前の女子生徒は、まるで人じん畜ちく無む害がいの子猫のように震えている。

「あ、ああ、あの……と、とにかく狭せまい場所で、ふ、不安とか……そ、その、絶望とか恐きよう怖ふとか……そ、そういうので頭がいっぱいだと……」

「狭い場所？　不安？」

　思念が拡かく散さんしないようにエレベーターやワゴンの中などの狭い空間内で、意い識しきが負の感情に囚とらわれてしまっているときに、暗示がかかりやすいということか。

　つまり、これまでの一連の事件は、透たちをそういう状態に追い込むためのものだったということだ。あすなろ園の土地の買ばい収しゆうも、子供の誘ゆう拐かいも、それが目的だったのだ。島木と透たちに悟さとられないための、ものすごい搦からめ手だったわけだ。

　大切なものをほとんど持たない透は、不安や絶望を感じる瞬間というのは少ない。だから先に響と薫を暗示にかけて、二人を失うという状じよう況きように追い込むために、ここに誘おびき出したのだ。

　透は女の襟えり首くびを摑つかんで引き寄せた。

「それで、解く方法は？」

「ほ、放っておけば、し、しばらくしたら、と、解けます」

「噓うそつけよ。お前の芝しば居いは俺には通用しないぜ」

　目の前のこの女子生徒、一見すると怯えているようには見えるが、目の奥から放たれる光に邪じや悪あくなものを感じた。透の目はごまかせない。薫が目を覚ませば一発でわかるはずだ。

　昨日とおとついに響と薫にかけられた暗示は、今まで有ゆう効こうだった。催さい眠みん暗示というものは自然に解けるような代しろ物ものではない。透は襟首を摑む腕うでを更さらに持ち上げた。

　女子生徒は苦しそうに透の腕から逃のがれようともがいた。きょろきょろと落ち着きがなかった視し線せんは、いつの間にか透の顔を憎にく々にくしげに見み据すえていた。

「椎名っ、爺じいさんがおかしな動きをしないか見み張はっててくれっ」

「わかったっ」

　総一郎が初老の男に銃を向けたのが目の端はしに映うつった。初老の男はどこか他ひ人と事ごとのような様子で悠ゆう然ぜんと煙けむりを吐はき出している。

「さあ、言えよ」

　女子生徒の視線が揺ゆれた。一瞬だけ透の背はい後ごに視線が飛んだのを、透は見逃さなかった。透は女子生徒を持ち上げたまま、くるりと反転すると、すかさず女子生徒の向こうを透とう視しした。

　いつの間に目を覚ましたのか、亮輔がそろりそろりと起き上がって、響に近づこうとしていた。亮輔はロザリオを握り締めている。青い石が暗くら闇やみの中で怪あやしく輝かがやいていた。

　エレベーターの中で亮輔が、これを見ろと叫さけんでいたことが、フラッシュのように脳のう裏りに瞬またたいた。透は確信した。これも暗示の発動条じよう件けんに違いない。

「桃っ、ガキのクロスだっっ!!」

「ぬっっ」

　透が叫ぶと、それまで静観していた初老の男が初めて、うろたえたような声を上げた。

　桃が亮輔に飛びかかるのと、亮輔が響の眼がん前ぜんにロザリオを突つきつけるのがほぼ同時だった。

「これを見てっっ!!」

　亮輔の叫びに反はん応のうしたのか、響がゆっくりと身体からだを起こして目を開ける。

……まずいっっ

　響が再ふたたび奴やつらのコントロール下に置かれたら今度こそ致ち命めい的だ。透は女子生徒の頸けい動どう脈を絞しめにかかった。亮輔かこの女子生徒が意識を失っていれば、暗示は発はつ現げんしないはずだ。

　響はかっと目を見開くと、腰こしを曲げて身み構がまえた。

……くそっ、間に合わなかった？

「とりゃあっっっ──」

　響は目を覚ますと同時に、亮輔の顎あごに拳こぶしを叩たたき込んで、桃ごと後方に吹ふっ飛ばした。

「えっ？」

　その場にいた全員が呆あつ気けにとられた。亮輔は床ゆかをごろごろと転がってぴくりとも動かない。

「お前、起きてたのかっっ」

「えっ？　えっと、あんたたち、誰？」

　響は透と総一郎の酷ひどい顔を見て怪け訝げんそうに首を傾かしげた。その間の抜ぬけた返事に、思わず二人とも脱だつ力りよくした。

「冗じよう談だんよ」

「冗談かよっ」

　透と総一郎のツッコミがきれいにハモった。響はくすくすと笑っている。

「それにしてもあんたら酷い顔ねー」

「誰のせいだと思ってんだよ」

「ええっ、それあたしがぶん殴なぐったの？　それは……ちょっと悪いことしたかな、あははっ」

　勘かん違ちがいした響だが、自分ならやりかねないとあっさり信じたところが、ある意味恐おそろしい。

　響は亮輔のもとに歩み寄よると、ロザリオを手に取った。

「このクロス、結けつ構こう重要なんでしょ？　私の暗示はこれで発現したのよね。多分薫のもそう」

　響は亮輔の首からロザリオを取り外した。

「これ、壊こわしたらどうなるのかしら？」

「むう……」

　響がロザリオを揺らしてみせると、初老の男は喉のどの奥から僅わずかに唸うなり声を漏もらした。

　暗あん示じをかけるには三つのものが必要だった。密みつ閉ぺい空間と負の感かん情じよう、そしてこのロザリオ。ロザリオはなくてもよかったのだが、所構わず暗示が発現してもそれはそれで扱あつかいに困こまる。だから、かけた暗示を発現させるためのキーとして、このロザリオを用いたといった辺りだろう。そして初老の男の反応からすると、暗示を解とくのにも使えるに違ちがいない。

　透は意識を失ったままの薫を抱き起こした。

「で、誰だれなんだ、こいつ？」

　透が絞め落とした女子生徒を指差して、総一郎が怪訝そうに顔を覗のぞき込んでいる。

「多分、川内純菜だ。そうだろ？」

　透が響に確かく認にんすると響は小さく頷いた。驚いていないところを見ると、既すでに響も全てのからくりを見抜いたのだろう。

「は？　純菜って自殺したんだろ？」

（透、一体何を言っているのだ？　これは純菜ではないぞ）

　総一郎と桃が理解出来ないというふうに驚おどろいている。だが透の予よ測そくは当たっている。催眠暗示とそれの思念増ぞう幅ふく、これはワンセットで効こう力りよくを発はつ揮きするのだ。赤の他人というよりも血の繫つながった姉弟きようだい同士と考えた方が納なつ得とくしやすい。

「薫ちゃんがビジネスホテルで見つけたのは、全然別の関係ない人だったんだ。よく考えたら俺たちの中では響以外に誰も、実じつ際さいに純菜の姿すがたを見た者はいないんだ。あのときビジネスホテルで薫ちゃんが純菜だと信じたのは、亮輔が純菜だと言ったからだ」

「んなアホな。そんなすぐばれるウソをつく意味あるのかよ」

　とても信じられないと総一郎が首を振ふった。

「遺い体たいが司法解かい剖ぼうから戻もどってくるまで、ほんの二、三日騙だませれば、それでよかったんだよ。その間に俺たちに催眠暗示をかけてしまうつもりだったんだ。そうなんだろ、爺じいさん」

　透は初老の男に言った。初老の男は否ひ定ていも肯こう定ていもしない。

「俺たちの警けい戒かい心しんを解いて、自由に動き回れるようにしたかったんだろうが……、実じつ際さいは島木がいなくなったことを知って、作戦をよりストレートにしたせいで、あまり意味のないトリックになっちまったけどな」

（なるほどな）

「なんかわかったような、わからんような……」

　総一郎はまだ納なつ得とくがいっていないのか、盛さかんに首を傾かしげている。

　緊きん張ちようが途と切ぎれたせいか、今いま頃ごろになって右みぎ脇わき腹ばらが、耐たえられないほどの痛いたみを発し始めた。左手も激はげしく疼うずいた。そろそろ撤てつ退たいした方がいい。透は薫を背せ中なかにおぶった。

「じゃあ、行こうぜ」

「ちょっとっ、こいつら放っておくの？」

　響が初老の男と純菜を指差した。

「爺さん、あんた、エクスプローラーを甘あまく見ていただろ。俺も驚いたけど、柴しば田た里美はあんたの圧あつ力りよくに対たい抗こう出来るだけのパイプを警察内に持ってるってことだ。それがどういう意味かはわかるだろ？　このガキは連れてくぜ」

　透は亮輔を顎あごで示しめした。

「教きよう唆さってのは立りつ証しようしにくいけど、追い込めばきっと証言する。中身はただのガキだからな」

「うぬううっ」

　初老の男は苦々しげに歯は軋ぎしりをしたが、透たちを止めることが出来る者はここにはいない。里美が守しゆ衛えい室のところで警けい備び員を足止めをしているので、誰もこの階までは上がってこない。

「本当ならあんたをぶっ殺してやりたいところだが、あとは警察に任まかせるよ。塀へいの中で臭くさい飯でも食ってくれ」

　透たちが手を汚よごす必要はない。







　Interlude 4







　透とおるたちは会長室を出て行った。初老の男と床ゆかに倒たおれたままの女子生徒が、無音の空間でオブジェのように固まっている。

「おのれっっ……」

　初老の男はそう呟つぶやくと、携けい帯たいで黒くろ田だを呼よび出した。

「状じよう況きようはどうなっておる？」

『なんすか？　今取り込み中なんですけどね』

　いつもふてぶてしい奴やつだったが、今は輪をかけて態たい度どが横おう柄へいだった。初老の男のこめかみに、青い血管が浮うき出た。

「ガキを始末しろ」

『無理ですよ』

　間かん髪はつ入れずに返事がきた。黒田は態たい度どこそ無礼であったものの、今まで拒きよ否ひしたことなどなかった。それが今回はきっぱりと断ことわってきた。

「貴き様さまっっ」

　裏うら切ぎったなっと怒ど鳴なろうとしたときには、もう通話は切れていた。

「おのれっっ、どいつもこいつも……」

　初老の男は床に携帯を叩たたきつけた。

「だが打つ手がないわけではない。あのガキさえ始末すれば問題はないのだ。駒こまはまだいくらでも残っておる。それにわしには恐おそれるものはないのだからな。また違ちがう手を考えるだけだ」

　初老の男は、そう自分に言い聞かせると、ようやく怒いかりが収おさまってきたのか、くっくっくっと喉のどの奥おくから忍しのび笑いを漏もらした。

「それはどうかしら？」

　その声は初老の男が座すわる机つくえのすぐ前から聞こえてきた。初老の男はぎょっとすると、怯おびえたように周囲を見み渡わたしたが、声の主はどこにも見当たらない。

「お久ひさし振ぶりですね」

　その声とともに、初老の男の目の前に、一組の男女が姿すがたを現あらわした。

「お、お前はっっ……」

　初老の男の目がこれ以上ないというほどに見開かれた。膝ひざがガタガタと震ふるえ始める。そして右みぎ腕うででしきりに左腕の付け根付近をさすり始めた。

　背せの高い男は、髪かみの長い女の肩かたを借りて立っているのがやっとの状じよう態たいだが、それでもその眼がん光こうは初老の男の眉み間けんを射い抜ぬくほどに強い。

「貴様、裏切ったなっ」

　初老の男は女を睨にらみつけた。だが同時に歯は嚙がみしながら椅い子すを後こう退たいさせた。髪の長い女は、背の高い男を机にもたれさせると、初老の男を追った。

「裏切ったつもりはないわ。切られたのは私の方が先だしね。口封ふうじを怯えるくらいなら、こちらから手を打つことにしたわけよ」

　女は部屋の隅すみに初老の男を追い詰つめた。

「妹のもとを逃にげ出したあとは、ずっとチャンスを狙ねらっていたの。それで彼を助けてあげる代わりに手を借りたのよ」

　女は懐ふところから銃じゆうを取り出した。

「ただしここは異い常じようと言っていいほど警けい備びが強かったし、彼の能のう力りよくは人の目はごまかせても機械はごまかせないからね。あの子たちを誘おびき寄せる作戦に乗じさせてもらったというわけよ」

「な、何が望みだ。い、言ってみろっっ」

「あなたにはもう叶かなえられないわ。ここで死ぬから」

　そう言うと、女はいきなり背はい後ごに向かって発はつ砲ぽうした。いつの間に忍しのび寄っていたのか、床に倒れていたはずの女子生徒が髪の長い女の背後に立っていた。銃じゆう弾だんは女子生徒の胸むねを貫かん通つうした。

「あなた、猫ねこを被かぶるだけじゃなく、狸たぬき寝ね入いりも下手ね」

「くっ」

「あなたのこともずっと監かん視ししていたの。気づいていたかしら？」

　女は女子生徒を蹴け飛とばすと立て続けに発砲した。次々と銃弾が女子生徒の身体からだに突つき刺ささる。

「あなたの頼たのもしい噂うわさは私の耳にも届とどいていたわよ。催さい眠みん暗あん示じのエキスパートが工作員として動いてるってね。子こ供どもに爆ばく弾だんを持たせて要人を暗殺させたり、恋こい人びと同士で殺し合いをさせるのがお好みのようね。私と趣しゆ味みが似にてるなって思ってたのよ」

　髪の長い女は楽しそうにくすくすと笑ったが、女子生徒は既すでに息をしていなかった。

「あら？　残念だわ。もう少しお話ししたかったのに……」

　階段を駆かけ上がる足音がこの部屋にも響ひびいてきた。

「もう、時間がないようね……」

　髪の長い女は銃を構かまえると、初老の男の眉間に銃を突きつけた。

「ま、待て。話せばわかる」

「会長さん、そんな情なさけないこと言わないでよ。がっかりするでしょ」

　女が撃げき鉄てつを起こすと、初老の男は喉の奥からか細い悲鳴を漏らした。女の表情に哀あわれみとも侮ぶ蔑べつとも取れる色が浮うかんだ。女は落らく胆たんしたように溜ため息をつくと、躊躇ためらいなく引ひき鉄がねを引いた。

「あなたの計画は私が引き継つぐから、安心して眠ねむってちょうだい」

　もちろん男はその言葉を聞くことは出来なかった。長年、古和泉村出身の能力者を狩かり続けたとは思えないほど、男の最期は呆あつ気けない幕まく切ぎれだった。







　エピローグ







「いいから、早く払はらえっ」

「うるさいっ、あんたなんか死んじゃえっっ」

　響ひびきは席を立って行ってしまった。周囲の生徒たちが何事かと透とおるたちをちらちら盗ぬすみ見ている。

　いつもの昼休み、学食にて透たちはＡランチを食べていたのだが、これまたいつも通り、響は透とケンカして怒おこって行ってしまった。薫かおるも総そう一いち郎ろうも呆あきれ顔で、無言で透を責せめている。

「いや、あのさ、これは恒こう例れい行事のようなものでさ……」

　透は必死に言い訳わけを始めたが、二人は白い目のまま反はん応のうしない。




　菱ひし川かわインダストリービルでの一いつ件けんの翌よく日じつ──。菱川インダストリー会長の仙せん場ば鉄てつ蔵ぞうは、川かわ内うち純じゆん菜なを殺害したあと、拳けん銃じゆうで自らの眉み間けんを撃うち抜ぬき自殺していた。世間では名の知れた財ざい界かい人が、殺人を犯おかした挙あげ句くに自殺したということで、マスコミが大おお騒さわぎをしていたが、その真相に辿たどり着くことはないだろう。

　誘ゆう拐かいの件で重要参考人として事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けている黒くろ田だ龍りゆう司じにしても、実行犯ではないため自分の不利となるようなことを口にするとは思えず、真相は闇やみから闇に葬ほうむられるに違ちがいない。

　里さと美みは透たちの予想以上に政せい財ざい界かいに太いパイプを築きずきつつあり、今回の件でも警察による透たちへの事情聴取を、簡かん単たんなもので終わらせてくれた。借りは作りたくなかったが仕方がない。

　里美が警察の手に渡わたらないように回かい収しゆうした監かん視しカメラの映えい像ぞう記録ディスクには、霧生きりゆうが会長と純菜を殺害する様子が残されていたそうだ。霧生があそこに忍しのび込めたのは、島しま木きが協力していたかららしい。敵てき対たいする者には容よう赦しやしないのが島木の流りゆう儀ぎだ。

　透が亮りよう輔すけに暗あん示じをかけられそうになったとき、絶ぜつ望ぼうの淵ふちから引っ張り上げてくれた声があったが、あれはやはり霧生の声だったのだ。なぜ島木が霧生と行動を共にしているのか不明だが、島木がそう簡単に死ぬはずはないと思っていたので、傷きずが癒いえればそのうちひょっこりと姿を現あらわすだろう。

　それから川内純菜についてだが、里美の話では本名も国こく籍せきも年ねん齢れいも不明ということらしい。ただ、某ぼう国こくの工作員として、催眠暗示に長けたよく似た姉弟きようだいがいるそうで、写真からすると同一人物で間違いないとのことだった。

　この二人の工作員は、数ヶ月前に会長の指示を受けて川内姉弟に成りすまし、あすなろ園に近づいたらしい。そのあとは、本原を誑たぶらかして助成金の使い込みを行い、元園長を殺害して、響が罠わなにかかるのを待ったのだろう。響に接せつ触しよくを果たすと、ロザリオという餌えさで透たちを誘おびき出して自殺を演えんじ、子こ供どもたちの誘拐を実行したということだった。

　実じつ際さいの川内純菜は、姉弟にかけられた暗示の結果、あのビジネスホテルで自殺させられたものと思われる。実際の亮輔は行方ゆくえ不明だが、恐おそらくもう生きてはいないだろう。蒸じよう発はつしたという母親も、もしかしたらこの工作員たちの手にかけられたのかもしれない。

　そしてかつての古ふる和泉いずみ村出身者で、強力な思念増ぞう幅ふく能のう力りよくを持つ女の子がいたという記録が、例の名めい簿ぼに残されていたそうだ。本人、両親ともにあの土石流災さい害がいで行方不明ということになっているが、きっとそういうことなのだろう。自分の意思なのか、強きよう制せい的に連れ去られたのかは知らないが、世界各地で工作活動に精せい力りよくを挙げていたようだ。

　亮輔に成りすました工作員の弟の方は、里美がその身み柄がらを預あずかっている。姉の暗示能力の影えい響きようを強く受けていたようで、洗せん脳のう解かい除じよには時間がかかるということだった。某国との外交問題とも絡からむので、その対たい処しよに苦く慮りよしているらしい。

　響と薫にかけられた暗示は、ロザリオを目の前で破は壊かいすることで解とけたものと思われる。実際のところは、外から観察しただけではわからないし、本人にも自覚は出来ないだろうが、会長が死んでも自殺は図らなかったので、とりあえず解けたと見み做なしていいだろう。会長が死んだと里美に聞かされたときは、本当に焦あせったものだ。本当はもっとゆっくりと時間をかけて様子を見ながら解除させるつもりだったのだ。

「結構危ない賭かけだったわね」

　さすがの響も、そのときは顔が引きつっていた。もし暗示が解けていなかったらと考えると、背筋がぞっとする。

　吉よし澤ざわ組、北ほく勝しよう会、多た摩ま開発プランニングに対しては、今回の誘拐事件の実行犯として一いつ斉せいに警察の捜そう査さの手が及およんだため、あすなろ園にちょっかいを出している余よ裕ゆうはなくなりそうだった。移い転てん問題についても、いずれ株かぶ価かが持ち直すのを待って、あの土地を買い戻せばいい。借地権けんを考慮すれば、移転了りよう承しよう済ずみと騙だまされて、あの土地を購こう入にゆうした第三者も、柔じゆう軟なんに対たい応おうしてくれるだろう。




「でも、よかったよな、その腕。その程てい度どで済んでさ」

「ほんと、そうだよ」

　透が薫の腕を見て言うと、総一郎も大きく頷うなずいた。

　薫は左腕にギプスを嵌はめて首から吊っていた。シガーカッターで遮さえぎられたとはいえ、力任まかせに振ふり下ろされた一いち撃げきはかなりのものだった。骨ほねには亀き裂れつが入っており、全治一ヶ月とのことだった。

「まあ、なんにせよ一番痛いたかったはずの瞬しゆん間かんは覚えてないわけだし、不幸中の幸いだよ」

　軽い調子で言った透だったが、薫はさっと表情を曇くもらせた。

「……私、本当は覚えているんです。ナイフを振り下ろす瞬間も、そのときの痛みも」

「あっ、そうだったの？」

　微び妙みような空気だった。返事をしながらも、透はその意味に胸むねが重くなった。あのとき目を覚ました響が惚とぼけたせいで、暗示をかけられていた間のことは、てっきり記き憶おくを失っているものだと思い込んでいたが、どうやらいっぱい食わされたらしい。響は教室に戻って、自分の席で友達と話をしていた。もう先ほどのように怒っている様子はない。

　もし薫にそのときの記憶があるのだとしたら、薫は透を刺さしたときのことを激はげしく気に病んでいるはずだ。薫はそういう子だ。

「ごめんなさい。私……透さんにあんな酷ひどいこと……」

　薫は唇を強く嚙かんで俯うつむいた。

「気にすんなって。あれは不ふ可か抗こう力りよくだ。逆ぎやくの立場なら俺おれが薫ちゃんを刺していたはずだしな」

「でも、相手の罠わなに落ちたのは私の責せき任にんだし……」

「だーかーらー」

　そうではないと言おうとしたのだが、今は透が何を言っても、薫は悪いようにしか受け取れないだろう。上う手まい言葉が見つからない。

　透が困こまっていると、総一郎が沈ちん黙もくを破やぶった。

「……あのさ、薫ちゃん。本当に申し訳わけないって思うならさ、こいつのことを今まで以上に大切に思ってやればいい。人から大切に思われるってのは、それだけで素す晴ばらしいことなんだぜ」

　総一郎はいつものようにミントのガムを嚙かみながら、にこにこと微ほほ笑えんだ。

　総一郎はそういう経けい験けんがあまりなかったのだろう。関東龍りゆう神じん会かい傘さん下かの扇せん総そう会かいといえば、五奉ぶ行ぎようと呼よばれる有力幹かん部ぶの一人がまとめている組そ織しきだった。確たしか数年前の神こう戸べとの抗こう争そうでは大おお暴あばれした武ぶ闘とう派はの組で、逮たい捕ほ者も何人か出していたはずだ。先ほど話してくれたところによると、総一郎はどうもそこの会長の妾しよう腹ふくらしく、何かと微び妙みような立場にあるらしい。小中学校でも腫はれ物に触さわるような扱あつかいで、友人は一人も出来なかったそうだ。あの人懐なつっこい笑えみは、そういう状じよう況きようにおいて自分の心を守るために作り上げられたものなのだろう。

　透たちに近づいたのは、エクサーというものに興きよう味みを抱いだいたのもそうだが、透たちが暴ぼう力りよく団だんに対して、ほとんど恐おそれを抱いていなかったからというのが大きかったそうだ。透たちになら、自分の出自を知られても色いろ眼鏡めがねで見られることはないかもしれないと思ったのだろう。

「今まで以上に大切に……ですか？……私、透さんのためなら何でもしますっっ!!」

「いや、そういうのとはまた別なんだけどさ」

　総一郎は苦く笑しようしながら違う違うと手を振った。

「気持ちの問題でいいんだよ。普ふ段だんの心がけ。別に改まって態度で示しめさなくてもさ、本当の想おもいってのは自然と滲にじみ出るものだし、相手にもちゃんと伝わるもんさ」

「そうですね……、はいっ」

　薫は元気よく返事をした。だけどすぐそのあとに、くすくすと笑い出す。

「椎しい名なさん、響ちゃんと同じこと言いましたよ」

「響が？」

「『透ならそんなこと気にしない』って、『あいつはちゃんと薫の想いをわかってくれてるよ』って言ってました。響ちゃん、今回のことで透さんと椎名さんに、本当に感かん謝しやしてるんだって。口に出してはそんなこと言えないけど、想いは伝わっているはずだって」

　響は慌あわてて食堂に向かって手を振っていた。口が違う違うと動いているのがわかる。その横ではクラスメイトがポカンとした顔で響を見ていた。

「響は違うって否ひ定ていしてるぜ」

　透は響の教室の方を指差して言った。

「それは響ちゃんの照れ隠かくしなんですよ。ねー、響ちゃん」

　薫はいたずらっぽく笑った。響はますます手をばたばたさせて、顔を真っ赤にさせている。

「お前ら、何言ってんの？」

　総一郎は透と薫のやり取りを不ふ審しんそうに眺ながめている。

「なんだお前、まだ気づいてなかったのか。俺、透とう視し出来るんだよ」

「透視ぃ？」

　総一郎が大声で叫さけんだ。

「わっ、ばかっ」
















　透はぺしっと総一郎の額ひたいを叩たたいた。全然信じていない総一郎だったが、透が通路の奥おくから食堂に入ってくる生徒の数と性せい別べつ、服ふく装そうなどを次々と言い当ててみせたので、信じざるをえなくなったようだ。ありえないという表ひよう情じようで驚きよう愕がくしている。

　透は軽く答えながらも内心はかなりどきどきしていた。気味が悪い奴と拒きよ絶ぜつされるのではないかと、変に緊きん張ちようが高まる。

　薫が大だい丈じよう夫ぶですよと小声で言った。偏へん見けんの混まじった目で見られることに一番傷きずついてきたのは総一郎なのだ。それなら透の想いもきっと理り解かいしてくれる。薫の目がそう言っていた。

「じゃあさ、お前、更こう衣い室しつとか覗のぞき放題なわけ？」

　総一郎の第一声はそれだった。透は自分の心配が馬ば鹿かみたいに思えて無む性しように嬉うれしかった。

「……まあな。最近はもう見み飽あきたけど」

「マジかよー、お前、羨うらやまし過すぎだぜっっ」

　薫は呆あきれたようにジト目で男二人を眺ながめている。

「じゃあさ……」

　総一郎は急に声を潜ひそめると、透の耳元に口を寄せた。

「薫ちゃんの裸はだかとか、水みな瀬せ先せん輩ぱいの裸とかも見たのか？」

　透は答えに詰つまった。質しつ問もんの流れがやばい方向に向かい始めて、答えるに答えられない。響にナイフで刺されそうになったとき以上に、背せ筋すじから嫌いやな汗あせが噴ふき出した。横目で響の教室を見上げたが、既に響の姿すがたは見当たらない。

「やっぱ、水瀬先輩って貧ひん乳にゆうなのか？　俺はあのカップは絶ぜつ対たいニセモノだと思ってんだけど」

「わっ、ばか、お前っっ」

　慌あわてて総一郎の口を塞ふさごうとしたが、間に合わなかった。

「い、今のは俺が言ったんじゃないからなっ。椎名だから勘かん違ちがいするなよっっ!!」

　透はどこかで聞いているはずの響に向かって叫んだ。

「誰だれに言ってんの？」

　透の慌てように総一郎は不審そうに眉まゆ根ねを寄せた。

　透は椅い子すから立ち上がると、総一郎を哀あわれみながら見下ろした。薫も巻まき添ぞえを食うのを避さけるためかトレイを持って一いつ緒しよに立ち上がった。

「おいっ……ま、まさか水瀬先輩も……？」

「……ああ。あいつは耳なんだ」

　透が頷うなずくと、総一郎は可哀かわい想そうになるくらい真っ青になって、泣きそうに顔を歪ゆがめた。

「うそだろ……」

「……生きて帰れよ」

　透は総一郎の肩かたをぽんぽんと叩いて健けん闘とうを祈いのった。通路の奥から、バタバタと全力で走ってくる足音が聞こえてくる。覗くまでもなくどう考えても響で間ま違ちがいない。足の怪け我がは治ったのかと突っ込みたかったが、やぶへびなので黙だまっておく。

「お、俺っ、どうしたら……」

　透は巻き添えだけはごめんだとばかりに、総一郎から距きよ離りを取った。響が通路から走り寄ってくる。鬼おにの形相をしているのかと思いきや、実に嬉しそうに笑っていた。そしてそのまま総一郎に飛び蹴げりを食らわせると、薫に向かってにっこり微ほほ笑えみながら、携けい帯たいを差し出した。

「薫に電話よっ」

「私に？　誰？」

　薫は怪訝そうに携帯を受け取った。響は薫の質問には答えずに、にこにこと微笑んでいる。

「もしもし…………」

　薫は携帯に耳を澄すませている。

　すると突とつ然ぜんにぽろぽろと涙なみだを零こぼして口を押おさえた。だけどその表情は本当に嬉しそうだった。

「誰から？」

「雅まさ人とよ」

「生きてたのかっっ!!」

「救急車の中ですぐに息を吹ふき返して、ついさっき意い識しきも取り戻もどしたんだって。諦あきらめずに心しん臓ぞうマッサージと人工呼こ吸きゆうを続けたお陰かげだって医者の先生は言ってるそうよ」

「そっか……」

　薫の喜んでいる姿を見て、透まで胸むねの奥が熱くなった。本当によかった。薫が喜んでいるのなら、それは透の喜びでもある。響が喜んでいるのなら、それも透の喜びだ。先ほど総一郎が薫に言った想おもいとは、きっとそういうことでもあるのだろう。

　いつか薫が透に言った。大切なものはないのか……と。それは今のような瞬しゆん間かんをもっと味わって欲ほしいということなのかもしれない。失うことを恐おそれて、幸せを放ほう棄きするのは悲しいことだと言っているのだ。最初から諦めずに大切なものを増ふやしていく。そして失わないために、日々を一生懸けん命めいに生きる。響や薫はそうやって毎日を過すごしているのだろう。

　そういう生き方もいいかなと透は思った。そう思うと、なんだか周囲のもの全てが違って見えるようだった。色が変わる。世界が変わる。

　なんだか透はとても楽しくなってきた。腰こしをさすりながら起き上がってきた総一郎と響の背せ中なかをバンバン叩たたきながら、透は腹はらの底から笑い声を上げた。







　あとがき







　皆様、こんにちは、北きた山やま大だい詩しです。

　本編を読まれた方、ご満まん足ぞく頂いただけたでしょうか？

　こんなに早く二冊目を出させて頂けるとは思ってもいませんでしたので、本当に嬉うれしいです。というか早過ぎて、クリスマスも正月休みも、その後の三連休も潰つぶしてシコシコと書いておりました。担当のＹ編集者様に締しめ切きりは一ヵ月後と言われたときは、ぜってー無む理りだと思いましたが、やれば出来るものですね。予定よりもたったの三日遅れで原稿が完成出来たのは、自分でもびっくりです。あの一ヶ月は寝ても覚さめても原稿のことばかりという毎日で、とても充じゆう実じつした日々でした。

　ファンレターなるものを生まれて初めて頂いて感動したというのも、頑がん張ばれる源みなもとになりました。筆ふでが進まなくてイライラしているときなんかに、何度も読み返して気を落ち着けたりとかさせてもらいました。読み返すたびに顔がにやけてしまって、傍はたから見ればきっと怪あやしい人そのものだったと思います。




　ところで、今作では透とおるが料理に凝こっているという描びよう写しやをチラッと書きましたが、実は僕も最近嵌はまっています。元もと々もとが工作好きで、何かを作ることに喜びを感じる性格なので、結けつ構こう楽しんでやってます。調理するというより、製作している気分。ＰＣ自作という趣しゆ味みもその一つ。

　ただし、作るという行こう為いそのものが好きなのであって、出来上がったものにはあまり興きよう味みがないので、味はかなりいい加か減げんです。明らかな失敗作や前ぜん衛えい的てき過ぎて誰だれも理解出来ないようなものも出来るのが難なん点てん。お腹なか壊こわすこともしょっちゅう……って、やばいよなそれ。自分で言うのもなんだけど料理じゃねーよ。食べ物で遊ぶなと昔の人に怒られそう。

　でも時たま、信じられないようなホームラン級の傑けつ作さくが飛び出すので、実験自体は無む駄だではないと思いたい。

　麵めんつゆを炭たん酸さん水すいで割ったしゃわしゃわ素そう麵めんはかなりのヒットだったし、全種類香こう辛しん料りよう投入野や菜さい炒いためとかも最高でした（二度と再現出来ないのがあれですが）。

　というわけで主人公である透の趣味は、結構僕と同じものが反映されていたりします。性格は全然違いますけど。

　ちなみに、作品中で舞ぶ台たいとなっている場所は、以前僕が住んでいた所を中心として書いていますが、登場人物にはこれといってモデルとなる人物はいません。書きながら固まってくるのを待つという感じです。




　最後にお世話になった方々への謝しや辞じを──。

　担当のＹ編集者様、今回も温かいご指し導どうありがとうございました。面おも白しろいものが書けるよう努力していきますので、今後ともよろしくお願い致します。

　それから今作でもイラストを描いてくださった石田あきら様、本当にありがとうございます。僕は文章を書くときは、頭の中で状況を映像として思い描いて、それを描写するようにしているので、イラストのお陰かげで想像しやすくなって助かっています。

　いつも真っ先に読んでくれる友人Ｍ君、今回も貴き重ちような意見をありがとう。他の友人は結けつ局きよく誰も読んでくれないので、感想を言ってくれる友人というのはありがたいものだとマジで再認識しました。ってゆうか、あいつらは友人じゃない認定だ。ちくしょう。

　そして、この本を読んでくれた読者様。本当にありがとうございます。こうして続巻を出させて頂けたのも、ひとえに読者様のお陰です。楽しんで頂けたかなと、発売後数日はドキドキで眠れぬ日が続くのですが、今回も寝ね不ぶ足そくの毎日になりそうです。楽しみ半分、不安半分といったところでしょうか。

　もっともっとクオリティの高いものを作るために精しよう進じんしていきますので、今後とも応援のほど、よろしくお願い致します。





２００６年３月　北山　大詩





















エクスプローラー２




憂ゆう感かん少しよう女じよ







北きた山やま大だい詩し
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